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　「
下
学
上
達
」
の
す
す
め

�

加か

藤と
う

　
徹と

お
る

　『
論
語
』
は
「
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
」
が
多
い
。

　
例
え
ば
、
学
而
篇
の
「
無カ
レレ

友ト
ス
ル

二

不ル
レ

如カ
レ

己ニ

者ヲ
一。」（
己お
の
れに

如し

か
ざ
る
者も
の

を
友と
も

と
す
る
無な

か
れ
）
と
い
う
教
え
も
、
実
は
不
思

議
で
あ
る
。
も
し
学
校
の
ク
ラ
ス
の
全
員
が
「
自
分
よ
り
劣
っ
た
人
と
は
、
友
だ
ち
に
な
る
な
」
と
い
う
プ
ロ
ト
コ
ル
を
実

行
し
た
ら
、
ど
う
な
る
か
。

「
君
は
、
ぼ
く
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。
友
だ
ち
に
な
っ
て
く
れ
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
友
だ
ち
に
は
な
れ
な
い
。
あ
な
た
は
、
私
に
は
及
ば
な
い
か
ら
」

　
こ
の
不
等
式
の
連
続
で
、
ク
ラ
ス
全
員
が
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
さ
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
だ
。
歴
代
の
学
者

に
よ
る
『
論
語
』
の
注
を
読
む
と
、
古
来
、
多
く
の
人
々
が
こ
の
矛
盾
に
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
筆
者
が
『
論
語
』
の
漢
文
に
初
め
て
触
れ
た
の
は
中
学
生
の
と
き
だ
っ
た
が
、
当
時
「
無カ
レレ

友ト
ス
ル

二

不ル
レ

如カ
レ

己ニ

者ヲ
一。」
と
い

う
言
葉
に
違
和
感
を
覚
え
た
。
へ
そ
ま
が
り
な
生
徒
は
、
筆
者
だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
最
近
出
た
影
山
輝て
る

國く
に

著
『『
論
語
』

と
孔
子
の
生
涯
』
を
読
む
と
、
著
者
の
高
校
時
代
の
思
い
出
と
し
て
、
数
学
が
得
意
な
同
級
生
が
漢
文
の
授
業
中
に
「
無カ
レレ

友ト
ス
ル

二

不ル
レ

如カ
レ

己ニ

者ヲ
一。」
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
教
師
が
立
ち
往
生
す
る
話
が
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
生
徒
は
さ
ら
に
、
数
学
的

思
考
法
に
よ
る
見
事
な
解
決
法
を
示
し
、
同
級
生
の
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
と
い
う
。
そ
の
解
答
は
、
こ
こ
で
は
書
か
な
い
の

教
科
書
著
者随

想
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が
マ
ナ
ー
で
あ
ろ
う
。

　「
無カ
レレ

友ト
ス
ル

二

不ル
レ

如カ
レ

己ニ

者ヲ
一。」
と
い
う
原
則
を
守
り
つ
つ
全
員
が
友
だ
ち
に
な
る
方
法
は
、
実
は
複
数
あ
る
。

　『
論
語
』
憲
問
篇
の
「
下
学
上
達
」
と
い
う
言
葉
は
、「
身
近
な
経
験
や
知
見
か
ら
出
発
し
て
、
深
く
考
え
れ
ば
、
真
理
の

高
み
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
意
だ
と
思
う
。
ふ
つ
う
の
中
学
生
や
高
校
生
で
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ
読
ん
だ
絵
本
と
か
、

漫
画
や
ア
ニ
メ
の
名
言
と
か
、
卑
近
な
知
見
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
『
論
語
』
の
謎
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「
無カ
レレ

友ト
ス
ル二

不ル
レ

如カ
レ

己ニ

者ヲ
一。」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
解
く
ヒ
ン
ト
は
、
日
本
の
昔
話
「
ね
ず
み
の
婿
と
り
」（
明み
ん

の
『
応
諧

録
』
に
同
様
の
寓
話
が
あ
る
）
の
オ
チ
だ
と
か
、
漫
画
の
名
言
「
強
い
と
は
〝
弱
さ
〟
を
知
る
こ
と
。
弱
さ
と
は
〝
臆
病
〟

で
あ
る
こ
と
。
臆
病
と
は
〝
大
事
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
〟
と
い
う
こ
と
。〝
大
事
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
〟
と
い
う
こ
と

は
、〝
強
い
〟
と
い
う
こ
と
。」（
浦
沢
直
樹
『
20
世
紀
少
年
』
第
四
巻
）
の
中
に
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
絵
本
や
ア
ニ
メ

や
電
子
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
世
の
中
の
「
す
ぐ
れ
て
い
る
人
」
の
順
番
は
実
は
「
無
限
ル
ー
プ
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て

い
る
。
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
、
自
分
の
具
体
的
な
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
、
自
分
な
り
の
解
答
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

　
実
際
、
若
い
学
生
に
こ
の
問
題
を
考
え
さ
せ
る
と
、
と
き
ど
き
見
事
な
答
え
が
返
っ
て
き
て
「
後
生
、
畏お
そ

る
べ
し
」
の
感

を
深
く
す
る
。
こ
れ
か
ら
「
無カ
レレ

友ト
ス
ル

二

不ル
レ

如カ
レ

己ニ

者ヲ
一。」
の
問
題
を
考
え
る
人
の
楽
し
み
を
こ
わ
さ
ぬ
た
め
、
解
答
例
は
あ

え
て
書
か
な
い
。

加
藤
　
徹
（
か
と
う
　
と
お
る
）

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）─
─
。
中
国
文
学
・
京
劇
専
攻
。
東

京
都
生
ま
れ
。

主
な
著
書
─
─『
漢
文
力
』（
中
央
公
論
新
社
）『
貝
と
羊
の
中
国

人
』（
新
潮
社
）『
絵
で
読
む
漢
文
』（
朝
日
出
版
社
）『
白
文
攻
略

　
漢
文
法
ひ
と
り
学
び
』（
白
水
社
）
な
ど
。

●
教
科
書
収
録
教
材

　「
漢
文
の
す
す
め
─
─
未
来
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
」

　�

『
新
編
国
語
総
合�

改
訂
版
』［
国
総
347
］
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現
代
に
生
き
る
『
論
語
』

�

加か

地じ

伸の
ぶ

行ゆ
き

　

遠
い
そ
の
昔
、
私
は
大
学
院
学
生
で
あ
っ
た
が
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
、
夜
は
大
阪
府
立
高
津
高
校
定
時
制
の
教
諭

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
語
担
当
の
新
人
教
員
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

そ
し
て
一
週
間
後
、
授
業
方
法
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
生
徒
は
、
昼
間
は
働
き
、
定
時
制
高
校
下
校
後
、
お

そ
ら
く
午
後
十
時
ご
ろ
の
帰
宅
で
あ
ろ
う
か
ら
、
す
ぐ
就
寝
。
も
ち
ろ
ん
、
朝
は
早
い
。
全
日
制
高
校
生
の
よ
う
な
〈
予

習
・
復
習
の
時
間
〉
な
ど
は
な
い
。
と
な
る
と
、
予
習
・
復
習
の
必
要
が
な
い
授
業
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
い
や
、
す

べ
き
で
あ
る
と
思
い
、
そ
う
い
う
授
業
方
式
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
答
は
決
ま
っ
て
い
る
。
目
的
は
、
一
授
業
時
間
（
定
時
制
は
四
十
五
分
）
内
に
、
一
つ

或
い
は
二
つ
の
重
要
な
こ
と
を
〈
完
全
に
〉
理
解
さ
せ
、
予
習
・
復
習
の
必
要
を
な
く
す
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
教
材
の
入
念
な
準
備
が
最
も
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
も
う
一
つ
根
本
的
に
重
要
な

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
生
徒
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

語
弊
を
許
さ
れ
れ
ば
、
あ
え
て
言
お
う
、
教
員
は
〈
芸
人
と
な
り
、
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ウ
を
す
る
〉
こ
と
だ
。

　

と
言
っ
て
も
、
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
に
な
れ
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
漢
文
の
「
鴻
門
の
会
」
な
ど
は
、

講
談
調
で
い
い
。
細
か
な
語
法
や
語
義
な
ど
ど
う
で
も
い
い
、
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
と
を
混
え
て
話
す
途
中
、
と
き
ど
き

教
科
書
著
者随

想
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漢
文
の
語
句
を
拾
っ
て
ぶ
つ
け
る
、
そ
の
語
句
を
み
な
で
唱
和
す
る
、
生
徒
に
役
を
振
っ
て
国
語
で
や
り
と
り
を
さ
せ
る

…
…
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

古
文
の
『
万
葉
集
』
が
教
材
の
と
き
は
、
例
え
ば
古
代
王
朝
の
ド
ラ
マ
を
語
る
。
大お
お

津つ
の

皇み

子こ

の
悲
劇
か
ら
、
二
上
山
の
彼

の
墓
の
意
味
、
そ
し
て
二
上
山
を
挟
ん
で
奈
良
・
大
阪
を
結
ぶ
竹
（
武
）
内
街
道
─
─
折
口
信
夫
の
名
歌
「
大や
ま
と和

よ
り
蒔ま
き

売

り
に
来こ

し
悲
し
子ご

の
帰
り
は
雨
か
竹
内
峠
」
に
至
る
。
大
阪
の
子
な
ら
、
竹
内
峠
の
場
所
は
み
な
知
っ
て
い
る
。

　

現
代
文
が
教
材
の
と
き
は
、
例
え
ば
東
北
ア
ジ
ア
と
欧
米
と
の
比
較
文
化
、
同
じ
東
北
ア
ジ
ア
で
も
日
本
と
中
国
と
の
相

違
、
同
じ
日
本
で
も
関
東
と
関
西
と
の
相
違
、
を
私
は
語
り
続
け
た
。『
枕
草
子
』
の
と
き
、
関
東
ア
ク
セ
ン
ト
と
関
西
ア

ク
セ
ン
ト
の
違
い
で
読
ま
せ
た
。
例
え
ば
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
の
「
春
」
字
。「
ハ
ル
」
を
関
東
で
は
「
ハ
」
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
置
き
、
関
西
で
は
「
ル
」
に
置
く
。
そ
う
し
た
相
違
か
ら
「
ハ
ル
・
ナ
ツ
・
ア
キ
・
フ
ユ
」
す
べ
て
東
と
西
と
で
は
逆

の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
、
ど
ち
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
読
ん
で
も
通
じ
る
が
、
英
語
で
は
そ
う
は
な
ら
な
い

と
い
う
話
に
及
ぶ
。

　

教
員
の
任
務
、
教
育
の
目
的
は
た
だ
一
つ
〈
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
し
高
め
る
〉
こ
と
、
そ
れ
に
尽
き
る
、

と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

と
す
れ
ば
、『
論
語
』
は
絶
好
の
教
材
で
は
な
い
か
。『
論
語
』
ほ
ど
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
物
語
は
ま
た
と
な
い
。
主
人
公

孔
子
の
苦
難
の
生
涯
、
孔
子
を
め
ぐ
る
弟
子
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
在
り
か
た
─
─
私
が
脚
本
家
な
ら
た
ち
ど
こ
ろ
に
書
き
尽

す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
テ
レ
ビ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
キ
ッ
ズ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
〈
論
語
指
導
士
講
座
〉
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
無
料
。
そ
の
全
二
十
四
回
の
講
義
を
す
べ
て
私
が
担
当
し
て
い
る
。
目
的
は
、『
論
語
』

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
古
典
、
さ
ら
に
は
漢
文
担
当
の
全
教
員
に
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
始
め
た
。

　

そ
の
最
終
回
の
講
義
終
盤
に
お
い
て
、
あ
え
て
『
論
語
』
の
一
文
を
取
り
あ
げ
、
あ
る
一
場
面
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ

れ
は
、
今
日
と
異
な
り
、
か
つ
て
は
不
治
の
病
と
さ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
と
な
り
、
だ
れ
に
も
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
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加
地
伸
行
（
か
じ
　
の
ぶ
ゆ
き
）

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）─
─
。
中
国
哲
学
専
攻
。
大
阪
市
生
ま
れ
。

主
な
著
書
─
─�

加
地
伸
行
著
作
集〔
学
術
専
門
書
〕
全
三
巻（
研
文

出
版
）『
儒
教
と
は
何
か
』（
中
央
公
論
新
社
）

『
沈
黙
の
宗
教
─
─
儒
教
』（
筑
摩
書
房
）『
漢
文

法
基
礎
』『
論
語
の
こ
こ
ろ
』（
講
談
社
）
な
ど
。

●
教
科
書
収
録
教
材

　『「
論
語
」
再
説
』　�『
国
語
総
合
古
典
編
改
訂
版
』［
国
総
345
］

『
精
選
国
語
総
合
新
訂
版
』［
国
総
346
］

伯
牛
と
い
う
弟
子
の
家
を
孔
子
が
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
。
孔
子
に
も
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
伯
牛
に
対
し
、
孔
子
は
窓
か
ら

手
を
入
れ
、
伯
牛
の
手
を
握
る
劇
的
シ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
孔
子
と
弟
子
と
の
姿
が
『
論
語
』
の
本
質
を
静
か
に
物
語
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
最
終
回
講
義
に
お
い
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
山
中
伸
弥
氏
と
私
と
の
対
談
（
二
十
数
分
）
を
放
映
し
て
い

る
。
遺
伝
子
が
生
物
体
を
乗
り
換
え
乗
り
換
え
し
て
生
き
続
け
て
い
る
と
い
う
最
新
科
学
生
命
論
と
、
祖
先
以
来
の
生
命
の

連
続
を
柱
と
す
る
儒
教
理
論
と
の
両
論
が
、
奇
し
く
も
一
致
し
て
い
る
と
い
う
、
劇
的
な
〈
最
新
生
命
科
学
理
論
と
古
典
儒

教
理
論
と
の
共
通
真
理
〉
を
二
人
で
語
っ
た
対
談
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
過
去
を
貫
き
、
現
代
に
生
き
る
『
論
語
』
で
な
く

て
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
温
故
知
新
─
─
古
き
を
温
め
て
、
新
し
き
を
知
る
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

私
の
願
い
は
、
実
社
会
か
ら
身
を
引
か
れ
た
高
齢
の
方
々
に
、
相
手
が
成
年
で
あ
れ
、
少
年
・
幼
児
で
あ
れ
、
御
自
宅
の

リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
使
っ
て
塾
を
開
き
、『
論
語
』
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

八
十
歳
─
─
老
齢
の
私
に
は
、
も
う
欲
も
得
も
な
い
。
若
い
生
徒
諸
君
が
虚
心
に
『
論
語
』
に
触
れ
、
そ
こ
か
ら
何
か
を

得
て
ほ
し
い
と
い
う
切
な
る
願
い
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
ま
ず
は
教
育
現
場
に
期
待
い
た
し
た
い
。
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●
特
集
＝『
論
語
』
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う

『
論
語
』
で
は
ぐ
く
む
思
考
力
と
感
性	

塚つ
か

田だ

勝か
つ

郎ろ
う

（
筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校
・
教
科
書
編
集
委
員
）

１　

は
じ
め
に

　

先
日
、
高
等
学
校
の
教
員
の
集
ま
り
で
、
国
語
の
授
業
に
つ
い
て
報

告
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
十
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
「
国
語

総
合
」
や
「
古
典
Ａ
」「
古
典
Ｂ
」
の
教
科
書
全
点
で
、『
論
語
』
が
教

材
化
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
と
、
会
場
か
ら
は
「
そ
れ
ほ
ど
『
論

語
』
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
国
語
科
以
外
の
先
生
の
中
に

は
、「『
論
語
』
の
授
業
の
主
目
的
は
、
孔
子
の
教
え
を
生
徒
に
伝
え
る

こ
と
だ
」
と
錯
覚
し
て
い
る
方
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す
。

　

こ
れ
と
似
た
よ
う
な
現
象
を
、
教
育
実
習
生
の
「
学
習
指
導
計
画
」

の
中
に
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
教
育
実
習
で
『
論
語
』
を
扱
う

と
、
多
く
の
実
習
生
は
「『
論
語
』
の
学
習
を
通
じ
て
、
生
徒
の
人
間

性
を
育
て
る
。」
と
単
元
目
標
に
記
し
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
さ
れ
て
い
る
各
地
の
高
等
学
校
の
シ
ラ
バ
ス
の
中
に
も
、「『
論
語
』

に
よ
り
修
養
の
大
切
さ
を
伝
え
る
。」
な
ど
の
文
言
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
『
論
語
』
が
東
ア
ジ
ア
の
思
想
界
を
代
表
す
る
最
高
の
書
で
あ
る
こ

と
は
、
疑
い
得
な
い
事
実
で
す
。
し
か
し
、
絶
対
の
書
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
先
に
触
れ
た
他
教
科
の
先
生
た
ち
の
錯
覚
や
、『
論
語
』
の

「
学
習
指
導
計
画
」
や
シ
ラ
バ
ス
に
見
ら
れ
る
困
っ
た
文
言
は
、
い
ず

れ
も
「
高
等
学
校
の
漢
文
の
授
業
で
は
、
孔
子
の
思
想
そ
の
も
の
を
、

無
批
判
に
教
え
る
」
と
い
う
誤
解
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

で
は
、『
論
語
』
の
授
業
で
は
、
何
を
目
標
に
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
大
修
館
書
店
『
国
語
総
合　

改
訂
版
』
に
採
ら
れ
て
い
る

『
論
語
』
の
文
章
を
例
に
取
り
な
が
ら
考
え
て
み
ま
す
。

２　

対
比
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
知
る

　
『
論
語
』
に
記
さ
れ
て
い
る
孔
子
の
発
言
に
は
、
対
句
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
筆
も
紙
も
な
く
、
記
録
が
困
難
だ
っ
た
時
代
に
は
、

記
憶
に
よ
る
伝
達
が
主
で
し
た
。『
論
語
』
と
い
う
書
物
も
、
門
人
た

ち
が
記
憶
を
リ
レ
ー
し
、
そ
れ
を
集
成
し
て
で
き
た
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
孔
子
が
対
句
を
意
図
的
に
用
い
た
の
か
、
門
人
た
ち
が
孔
子
の

発
言
を
対
句
的
に
修
正
し
て
記
憶
し
た
の
か
、
さ
だ
か
で
は
あ
り
ま
せ
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ん
が
、
孔
子
の
言
葉
を
保
存
す
る
に
あ
た
っ
て
、
覚
え
や
す
く
、
印
象

に
残
る
対
句
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
は
ず
で
す
。
具
体
例
を
あ
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

Ａ　

子	

曰
、
由
、
誨
二

女	

知
一レ

之	

乎
。

　
　
　

	

知
レ

之	
為
レ

知
レ

之
、

　
　
　

	

不
レ

知	

為
レ

不
レ

知
。

　
　

是	

知	

也
。（
為
政
）

Ｂ　

子	

曰
、

　
　
　

	

学	

而	

不
レ

思
、
則	

罔
。

　
　
　

	

思	

而	

不
レ

学
、
則	

殆
。（
為
政
）

Ｃ　

子	

曰
、

　
　
　

	

其	

身	

正
、　　

不
レ

令	

而	

行
、

　
　
　

	

其	

身	

不
レ

正
、
雖
レ

令	

不
レ

従
。（
子
路
）

Ｄ　

子	

曰
、

　
　
　

	

道
レ

之	

以
レ

政
、
斉
レ

之	

以
レ

刑
、
民	

免	

而	

無
レ

恥
。

　
　
　

	

道
レ

之	

以
レ

徳
、
斉
レ

之	

以
レ

礼
、
有
レ

恥	

且	

格
。（
為
政
）

　

Ａ
は
、「
知
レ

之
為
レ

知
レ

之
」
と
述
べ
る
だ
け
で
も
通
じ
ま
す
。
し
か

し
、「
不
レ

知
為
レ

不
レ

知
」
と
丁
寧
に
添
え
る
こ
と
で
、
ち
が
い
が
よ
り

鮮
明
に
な
り
ま
す
。
対
句
の
効
果
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
な
お
瑣

末
な
こ
と
で
す
が
、「
知
レ

之
為
レ

知
レ

之
」
の
二
つ
の
「
之
」
が
指
示
語

で
は
な
い
こ
と
は
、
対
句
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
容
易
に
説
明
で
き
ま

す
。

　

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
は
、
条
件
や
前
提
を
変
え
る
と
、
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た

結
果
が
生
じ
る
こ
と
を
述
べ
る
対
句
で
す
。

　

Ｂ
は
、「
学
（
学
習
）」
と
「
思
（
思
索
）」
の
位
置
を
入
れ
換
え
る
こ
と

で
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
巧
み
に
説
い
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
で
は
、
為
政
者
自
身
が
「
正
」
で
あ
る
場
合
と
「
不
正
」
で
あ
る

場
合
と
で
は
、
民
の
恥
の
意
識
の
あ
り
方
が
正
反
対
に
な
る
こ
と
が
、

明
確
に
伝
わ
り
ま
す
。

　

Ｄ
で
も
、「
政
（
政
令
や
法
律
）」
や
「
刑
（
刑
罰
）」
に
よ
る
法
治
主

義
に
対
し
て
、「
徳
（
為
政
者
の
仁
徳
）」
や
「
礼
（
集
団
生
活
の
ル
ー

ル
）」
に
よ
る
徳
治
主
義
の
優
位
を
説
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

も
の
を
考
え
る
時
に
は
、
全
体
を
俯
瞰
し
な
が
ら
抽
象
的
に
思
考
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
具
体
的
な
事
実
に
即
し
て
、
類
似
の
も
の
や

相
反
す
る
も
の
を
並
べ
、
比
較
し
な
が
ら
考
察
す
る
過
程
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
対
句
の
構
造
や
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
思
考

法
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

３　

孔
子
の
思
想
の
現
代
性
に
気
づ
く

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
論
語
』
の
授
業
の
目
的
は
、
孔
子
の
教

え
や
儒
家
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

逆
に
、『
論
語
』
を
全
面
的
に
否
定
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先

入
観
を
持
た
ず
に
『
論
語
』
の
文
章
と
向
き
合
い
、
生
徒
が
共
感
で
き
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る
点
と
納
得
で
き
な
い
点
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
か
ら
授
業
を
始
め
る
こ

と
も
可
能
で
し
ょ
う
。

　

為
政
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
述
べ
た
次
の
文
章
は
、
政
治
不
信
の
現
代

に
十
分
に
通
用
し
ま
す
。

　

子
曰ハ
ク、「
為ス
ニレ
政ヲ

以テ
ス
ル
ハ

レ　

徳ヲ、
譬ヘ
バ

	

如シ
ト下

北
辰
居テ
二
其ノ

所ニ
一、
而
衆
星
共フ
ガ上レ

之ニ

。」

	

（
為
政
）

　

ま
た
、「
子
貢
政
を
問
ふ
。」（
顔
淵
）
の
文
章
で
、
孔
子
が
政
治
の

優
先
課
題
は
「
信
（
人
民
に
信
義
の
心
を
持
た
せ
る
こ
と
）・
食
（
生
活
の

安
定
）・
兵
（
軍
備
の
削
減
）」
の
順
で
あ
る
と
し
た
こ
と
も
、
現
代
の

政
治
状
況
と
重
ね
て
興
味
深
く
読
め
ま
す
。
孔
子
の
思
想
の
現
代
性
を

考
え
る
こ
と
は
、『
論
語
』
学
習
の
眼
目
の
一
つ
で
す
。

４　

孔
子
の
人
間
性
に
触
れ
る

　

孔
子
を
完
全
無
欠
の
人
と
考
え
た
り
、
聖
人
扱
い
し
た
り
す
る
こ
と

は
、『
論
語
』
の
正
し
い
読
み
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
孔
子
と
い
え

ど
も
人
の
子
で
あ
り
、
悩
み
や
憂
い
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と

で
、
生
徒
は
孔
子
を
身
近
な
存
在
に
感
じ
る
は
ず
で
す
。

　

例
を
示
し
ま
し
ょ
う
。『
論
語
』
巻
頭
の
文
章
の
一
部
で
す
。

　

人
不シ
テレ

知ラ

而
不
レ

慍ラ

、
不
二

亦タ

君
子ナ
ラ一

乎
。（
学
而
）

　

孔
子
は
不
遇
だ
っ
た
時
代
に
、
世
の
人
が
自
分
の
学
識
や
能
力
を
正

し
く
評
価
し
て
く
れ
な
い
と
、
心
中
に
不
平
不
満
を
持
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
実
体
験
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

「
な
ん
と
ま
あ
君
子
ら
し
い
態
度
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
感
慨
は
共
感

を
得
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
過
去
の
経
験
を
率
直
に
語
る
点
も
、
孔
子
の
人

間
的
な
魅
力
で
す
。

　

子
曰ハ
ク、「
吾
嘗テ

終
日
不
レ

食ラ
ハ、終
夜
不
レ

寝ネ

、以テ	

思フ

。
無シ
レ

益
。
不ル
レ

如カ
レ

学ブ
ニ

	

也
。」（
衛
霊
公
）

　

孔
子
の
人
と
な
り
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
と
孔
子
、
生
徒

と
『
論
語
』
と
の
距
離
は
一
気
に
縮
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

５　

考
え
る
「
種
」
を
蒔
く

　
「
後
生
畏お
そ

る
べ
し
。」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
高
校
生
の

潜
在
的
な
能
力
や
将
来
の
可
能
性
に
は
、
敬
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
彼
ら
は
ま
だ
経
験
や
知
識
が
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
十
五
、六
年
の
経
験
と
知
識
だ
け
に
よ
る
判

断
に
は
、
危
険
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
葉
公
孔
子
に
語
り

て
曰
は
く
、
…
…
。」（
子
路
）
の
文
章
を
学
習
し
た
後
で
、
父
の
罪
状

を
証
言
す
る
こ
と
と
、
父
の
犯
し
た
罪
を
隠
す
こ
と
と
を
比
較
し
て
、

ど
ち
ら
が
正
直
か
を
議
論
し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
高
校
生
に
は

二
千
五
百
年
前
の
社
会
に
関
す
る
知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
ん
な
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に
懸
命
に
議
論
し
て
も
、
結
論
は
出
ず
、
不
毛
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
教
科
書
の
参
考
文
が
有
益
で
す
。「
孔
子

の
こ
ろ
は
、
ま
だ
各
種
共
同
体
が
現
実
に
機
能
し
て
い
た
時
代
で
あ

る
。」
に
始
ま
る
加
地
伸
行
『「
論
語
」
再
説
』
の
一
節
を
参
考
に
す
る

こ
と
で
、
考
え
る
材
料
が
与
え
ら
れ
、
議
論
が
深
ま
り
ま
す
。「
教
科

書
の
参
考
文
の
扱
い
方
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
現
場
の
先
生
の
悩
み

を
耳
に
し
ま
す
が
、
参
考
文
は
教
科
書
本
文
の
理
解
を
深
め
る
上
で
、

大
事
な
ツ
ー
ル
で
す
。
難
し
く
考
え
ず
、
一
読
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

そ
れ
だ
け
で
教
材
の
理
解
度
は
確
実
に
向
上
し
ま
す
。

　

孔
子
が
自
ら
の
精
神
史
を
述
べ
た
「
子
曰
は
く
、『
吾
十
有
五
に
し

て
学
に
志
す
。…
』」
も
、
高
校
生
に
は
実
感
し
に
く
い
文
章
で
し
ょ
う
。

表
面
的
な
理
解
は
で
き
て
も
、
将
来
の
自
分
が
至
る
か
も
し
れ
な
い
境

地
に
思
い
を
及
ぼ
す
こ
と
は
困
難
で
す
。「
今
は
わ
か
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
将
来
必
ず
『
あ
あ
、
こ
う
い
う
こ
と
か
。』
と
実
感
で
き

る
時
が
来
る
。
そ
の
時
に
備
え
て
、
孔
子
の
言
葉
を
何
度
も
読
み
、
心

に
刻
ん
で
お
こ
う
。」
と
教
師
が
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
漢

文
へ
の
親
し
み
の
度
合
い
も
増
す
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
国
語
の
他

の
分
野
や
教
材
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、『
論
語
』
も
今
全
部
を
理

解
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。
教
師
自
身
が
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
、

ゆ
っ
た
り
と
余
裕
の
あ
る
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
『
論
語
』
を
道
徳
や
修
身
、
修
養
の
書
と
し
て
尊
崇
の
対
象
に
す
る

の
で
は
な
く
、
孔
子
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
知
り
、
高
校
生
の
思
考
力

や
感
性
を
養
う
材
料
と
し
て
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

６　

お
わ
り
に

　

授
業
で
『
論
語
』
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
は
、
教
科
書
に
採
ら
れ
て
い

る
部
分
だ
け
で
な
く
、『
論
語
』
全
体
を
視
野
に
置
い
て
教
材
研
究
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
願
い
ま
す
。
し
か
し
、『
論
語
』
全
編
を
通
読

し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
。
注
解
書
の
ほ
か

に
、『
論
語
』
に
関
す
る
評
論
を
一
冊
読
ん
で
み
る
こ
と
を
お
薦
め
し

ま
す
。
新
し
い
も
の
で
は
、
次
の
三
冊
を
推
薦
し
ま
す
。

　

井
波
律
子
『
論
語
入
門
』（
二
〇
一
二
年
、
岩
波
新
書
）

　

小
倉
紀
蔵
『
新
し
い
論
語
』（
二
〇
一
三
年
、
ち
く
ま
新
書
）

　

加
地
伸
行
『
論
語
の
こ
こ
ろ
』（
二
〇
一
五
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）

　

高
橋
和
巳
の
よ
う
に
、『
論
語
』
に
腹
を
立
て
、
壁
に
投
げ
つ
け
る

体
験
は
無
理
と
し
て
も
、
教
師
自
身
が
『
論
語
』
に
対
す
る
先
入
観
や

浅
薄
な
既
成
概
念
を
打
ち
払
い
、
真
摯
な
気
持
ち
で
教
壇
に
立
つ
こ
と

を
望
み
ま
す
。

◦
思
想
単
元
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　
	

『
国
語
総
合	

改
訂
版
古
典
編
』［
国
総
345
］

　

	

『
精
選
国
語
総
合	

新
訂
版
』［
国
総
346
］
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●
特
集
＝『
論
語
』
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う

教
室
の
お
悩
み
解
決
！

『
論
語
』
の
指
導
Ｑ
＆
Ａ
そ
の
１

�

松ま
つ

家い
え

　
滋し
げ
る

�

（
都
立
国
際
高
等
学
校
）　

■
『
論
語
』
は
お
説
教
く
さ
い
？

Ｑ�　
『
論
語
』
を
教
え
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も

お
説
教
く
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
自
分
で
も

い
や
に
な
り
ま
す
。

Ａ　

あ
の
書
き
下
し
に
し
た
訓
読
文
の
調
子
が
そ

う
い
う
感
じ
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
ね
。
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
章
が
そ

う
思
わ
せ
る
よ
う
な
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ

と
も
一
因
で
し
ょ
う
。
で
も
教
え
る
側
に
つ
い
て

言
え
ば
、
孔
子
を
必
要
以
上
に
「
聖
人
」
と
し
て

考
え
す
ぎ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
論
語
』

を
素
直
に
読
ん
で
い
け
ば
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
孔

子
の
姿
を
歪
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

と
思
い
ま
す
。『
論
語
』
述
而
編
の
中
で
孔
子
は

こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

　

�

子
曰
は
く
、「
聖
と
仁
と
の
ご
と
き
は
、
則
ち

吾
豈あ

に
敢あ

へ
て
せ
ん
や
。
抑
そ
も
そ
も

之
を
為
し
て
厭い
と

は
ず
、
人
を
誨を
し

へ
て
倦う

ま
ず
、
則
ち
謂
ふ
べ
き

の
み
。」
と
。
公こ

う

西せ
い

華か

曰
は
く
、「
正
に
唯
だ
弟

子
学
ぶ
こ
と
能あ
た

は
ざ
る
な
り
。」
と
。

孔
子
は
自
身
を
「
聖
人
と
も
仁
者
と
も
思
っ
て
い

な
い
、
た
だ
聖
人
や
仁
者
を
理
想
と
し
て
厭
か
ず

学
び
、
倦
ま
ず
人
に
教
え
て
い
る
だ
け
だ
」
と

言
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
弟
子
の
公
西
華
は
「
そ

れ
が
私
た
ち
に
は
ま
ね
が
で
き
な
い
の
で
す
」
と

応
え
て
い
ま
す
が
。
こ
れ
を
孔
子
の
謙
遜
と
考
え

る
人
も
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て

い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
述
而
編
に
は
こ

う
も
あ
り
ま
す
。

　

�

子
曰
は
く
、「
我
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之

を
知
る
者
に
非
ず
。
古
い
に
し
へを

好
み
、
敏
に
し
て
以

て
之
を
求
む
る
者
な
り
」。

自
身
も
学
び
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
弟
子
た
ち
を

教
え
続
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
孔
子
自
身
の
い
う
自

分
の
姿
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

Ｑ�　
で
も
そ
れ
は
や
は
り
お
説
教
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ　

な
る
ほ
ど
。
で
は
少
し
具
体
的
に
孔
子
が
ど

の
よ
う
に
弟
子
に
接
し
た
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
先
進
編
の
中
に
あ
る
話
。

　

�

子
路
問
ふ
、「
聞
く
が
ま
ま
に
斯
ち
諸こ
れ

を
行
は

ん
か
。」
と
。
子
曰
は
く
、「
父
兄
の
在い
ま

す
有
り
、

如い
か
ん
之
何
ぞ
其
れ
聞
く
が
ま
ま
に
斯
ち
之
を
行
は

ん
。」
と
。
冉ぜ
ん

有い
う

問
ふ
、「
聞
く
が
ま
ま
に
斯
ち

諸
を
行
は
ん
か
。」
と
。
子
曰
は
く
、「
聞
く
が

ま
ま
に
斯
ち
之
を
行
へ
。」
と
。

「
よ
い
こ
と
を
聞
い
た
ら
そ
れ
を
す
ぐ
に
実
行
す

べ
き
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
問
い
に
、
片
や
「
父

兄
が
い
る
の
に
そ
の
意
見
も
聞
か
ず
に
軽
々
し
く

行
動
し
て
は
い
け
な
い
」
と
言
い
、
一
方
で
は

「
す
ぐ
に
行
う
べ
き
だ
」
と
応
え
る
。
言
う
こ
と

が
正
反
対
で
す
ね
。
こ
の
問
答
を
聞
い
て
い
た
他

の
弟
子
が
、
変
だ
と
思
っ
て
孔
子
に
尋
ね
ま
す
。

孔
子
は
「
子
路
は
人
を
差
し
置
い
て
で
も
や
ろ
う

と
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
抑
え
た
の
だ
、
冉
有
は

引
っ
込
み
思
案
だ
か
ら
、
積
極
的
に
出
ろ
と
言
っ

た
の
だ
よ
」
と
言
い
ま
す
。
孔
子
は
ひ
と
り
ひ
と

り
の
弟
子
の
性
格
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
そ
の

う
え
で
教
え
て
ゆ
く
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
単
純
な

お
説
教
と
は
違
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
読

む
方
も
、
ど
う
い
う
と
き
に
、
誰
に
向
か
っ
て
言

わ
れ
た
言
葉
な
の
か
を
ふ
ま
え
る
必
要
が
あ
り
ま
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す
ね
。

Ｑ�　

孔
子
の
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
章
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ　

こ
れ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

章
か
ら
そ
れ
は
分
か
り
ま
す
よ
。
こ
こ
で
は
一
つ

だ
け
、
や
は
り
述
而
編
か
ら
。

　

�

子
は
温
に
し
て
厲は
げ

し
く
、
威
に
し
て
猛
な
ら
ず
、

恭
し
く
し
て
安
し
。

解
説
の
必
要
も
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
あ
る
場
合
に

は
、
孔
子
は
弟
子
に
対
し
て
容
赦
な
く
怒
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
い
ま
例
に
出
し
た
冉
有
、
こ
の
人

が
魯ろ

の
国
の
家
老
の
代
官
に
な
っ
て
人
民
か
ら
不

正
に
税
を
搾
り
取
る
こ
と
を
し
た
と
き
。「
あ
い

つ
は
も
う
我
々
の
仲
間
で
は
な
い
。
諸
君
、
あ
い

つ
を
攻
め
て
い
い
ぞ
」
と
他
の
弟
子
に
言
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
破
門
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
さ

ら
に
有
名
な
の
は
昼
寝
を
し
て
散
々
に
罵
ら
れ
た

宰さ
い

我が

。
こ
の
人
に
対
し
て
孔
子
は
い
く
つ
か
の
章

で
憎
悪
さ
え
も
は
っ
き
り
と
表
し
て
い
ま
す
。
た

だ
ふ
つ
う
は
そ
の
弟
子
の
良
い
面
を
認
め
た
う
え

で
の
叱
責
が
多
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。

■
『
論
語
』
に
生
徒
は
興
味
を
も
つ
の
か

Ｑ�　
『
論
語
』
は
短
い
章
な
の
で
教
え
づ
ら
い
の

で
す
。
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
る
方
が
生
徒
も
興
味
を
持
つ
の
で
す
が
。

Ａ　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
短
い
か
ら
か
え
っ
て
想

像
力
を
働
か
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
ば
の
背
景
に

あ
る
も
の
を
生
徒
と
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る
の
も
楽

し
い
。
そ
れ
と
こ
ん
な
例
も
あ
り
ま
す
。

　

�

子
貢
曰
は
く
、「
我�

人
の
諸こ
れ

を
我
に
加
へ
ん
こ

と
を
欲
せ
ざ
る
は
、
吾
亦ま

た
諸
を
人
に
加
ふ
る

こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
。」
と
。
子
曰
は
く
、

「
賜し

や
、
爾な
ん
ぢ
の
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。」
と
。

（
公
冶
長
編
）

「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
勿な

か
れ
」

と
い
う
こ
と
ば
は
『
論
語
』
の
な
か
で
も
か
な
り

有
名
で
す
ね
。
こ
れ
は
顔
淵
編
に
は
仲
弓
と
い
う

弟
子
が
仁
に
つ
い
て
聞
い
た
と
き
の
答
え
と
し
て

出
て
く
る
の
で
す
が
、
実
は
も
う
一
箇
所
、
衛
霊

公
編
に
も
出
て
く
る
の
で
す
。「
ひ
と
こ
と
だ
け

で
一
生
お
こ
な
っ
て
い
け
る
、
そ
う
い
う
こ
と
ば

は
あ
り
ま
す
か
。」
と
い
う
弟
子
に
、
孔
子
は

「
其
れ
恕
か
。」
と
言
い
、
こ
の
同
じ
こ
と
ば
を
続

け
ま
す
。
こ
の
弟
子
が
他
な
ら
ぬ
子
貢
（
賜
は
、

名
）
な
の
で
す
。
先
生
に
そ
う
言
わ
れ
て
、
で
は

そ
う
し
よ
う
と
決
意
表
明
を
す
る
と
、
孔
子
は

「
そ
れ
は
お
前
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。」
と
言

う
。
考
え
て
み
る
と
こ
れ
は
か
な
り
ひ
ど
い
で
す

よ
ね
。
孔
子
は
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
で

し
ょ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
て
み

る
の
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

Ｑ�　

結
局
『
論
語
』
を
か
な
り
読
ま
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
す
ね
。

Ａ　

時
間
が
あ
れ
ば
全
文
を
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
た
だ
現
在
の
学
校
の
状
況
で
は
そ
れ
は

な
か
な
か
難
し
い
で
し
ょ
う
。
文
庫
本
の
『
論

語
』
に
は
索
引
が
付
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
使
っ
て
、
例
え
ば
ひ
と
り
の
弟
子
を
選
ん
で
、

そ
の
人
が
出
て
く
る
章
を
す
べ
て
読
ん
で
み
る
と

い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
や
る
な
ら
、

子
路
が
断
然
お
す
す
め
で
す
。
こ
の
人
は
中
島
敦

の
『
弟
子
』
と
い
う
小
説
の
主
人
公
で
も
あ
る
の

で
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
登
場
回
数
も
最
も
多

い
。
孔
子
へ
諫
言
も
す
る
し
、
か
ら
か
わ
れ
も
す

る
し
。
か
な
り
の
魅
力
の
あ
る
人
で
す
。
そ
れ
こ

そ
物
語
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
孔
子
と
弟
子
の
人
物
像
に
つ
い
て
は

　�

➡
26
ペ
ー
ジ
「『
論
語
』
が
断
然
お
も
し
ろ
く
な

る
！
女
子
の
た
め
の
人
物
紹
介
」

●
『
論
語
』
を
読
む
に
は

　�

➡
29
ペ
ー
ジ
「
目
的
別
『
論
語
』
を
知
る
た
め
の

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
」

●
さ
ら
な
る
疑
問
に
は

　�

➡
24
ペ
ー
ジ
「『
論
語
』の
指
導
Ｑ
＆
Ａ
そ
の
２
」
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●
特
集
＝『
論
語
』を
も
っ
と
活
用
し
よ
う

【
授
業
実
践
】『
論
語
』�

で
つ
ち
か
う
漢
文
脈�

渡わ
た

辺な
べ

恭き
ょ
う

子こ

　
　
─
─
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
の
試
み�

（
東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校
）

　
私
は
、
今
ま
で
の
教
師
経
験
の
中
で
、「
勉
強
に
あ
ま
り
興
味
を
持

た
な
い
生
徒
た
ち
」
と
、「
い
わ
ゆ
る
進
学
校
と
呼
ば
れ
る
高
校
に
通

う
生
徒
た
ち
」
と
半
分
ず
つ
く
ら
い
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ど

ち
ら
の
生
徒
た
ち
に
も
い
え
る
こ
と
は
、
入
門
期
の
指
導
に
よ
っ
て
、

漢
文
の
好
き
嫌
い
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中

で
も
、
最
初
の
段
階
で
あ
る
「
つ
か
み
」
の
指
導
が
重
要
な
の
で
す
が
、

そ
の
方
法
と
し
て
は
、「
素
読
」
が
一
番
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。「
つ
か
み
」
と
し
て
の
「
素
読
」
は
、
入
門
期
に
限
ら

ず
、
そ
の
内
容
次
第
で
、
ど
の
教
材
で
も
、
ど
の
学
年
で
も
有
効
な
指

導
と
な
り
え
る
の
で
す
。

　
今
の
高
校
生
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、「
漢
文
」
は
も
ち
ろ
ん
、

「
漢
文
脈
の
文
章
」
に
触
れ
る
こ
と
も
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
生
徒
た
ち
が
「
漢
文
」
と
親
し
く
な
る
た
め
に
は
、「
理
解

す
る
前
に
、
ま
ず
身
体
で
覚
え
る
こ
と
」
が
一
番
で
す
。
江
戸
時
代
に
、

寺
子
屋
で
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
「
漢
文
」
を
素
読
し
た
よ
う
に
、

授
業
の
始
め
に
大
き
な
声
で
「
漢
文
」
を
読
む
。「
読
む
」
と
い
う
行

為
そ
れ
だ
け
で
、
漢
文
好
き
の
生
徒
が
増
え
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

１　

漢
文
シ
ャ
ワ
ー

　
か
れ
こ
れ
十
年
以
上
前
か
ら
、
毎
時
間
、
漢
文
の
授
業
の
最
初
十
分

位
で
す
が
、
生
徒
た
ち
に
大
き
な
声
で
漢
文
を
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
前
も
、「
声
に
出
し
て
漢
文
を
読
む
」
こ
と
の
重
要
さ
は
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
大
切
な
授
業
時
間
を
毎
回
「
読
み
」
に
当
て

て
し
ま
う
こ
と
に
、
一
抹
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、「
朗

唱
」
の
大
き
な
効
用
に
つ
い
て
、『
朗
唱
　
漢
詩
漢
文
』（
全
国
漢
文
教

育
学
会
編
）
の
中
で
石
川
忠
久
先
生
や
安
居
聰
子
先
生
が
述
べ
て
お
ら

れ
る
の
を
拝
見
し
て
、
自
分
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
齋
藤
孝
氏

の
『
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
』（
草
思
社
）
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、

世
間
で
も
「
読
む
」
こ
と
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
に
乗
じ
て
、
私
も
授
業
に
「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
決
め
た
の
で
す
。
早
速
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
生
徒
た
ち
が
本

当
に
嬉
し
そ
う
に
読
む
の
に
驚
き
ま
し
た
。
更
に
回
数
を
重
ね
る
と
、

漢
文
が
身
体
に
馴
染
ん
で
、
身
が
引
き
締
ま
る
よ
う
な
美
し
い
「
音

読
」
に
な
る
の
で
す
。
同
時
に
生
徒
の
口
か
ら
「
漢
文
が
好
き
」
と
い
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う
言
葉
も
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
で
読
ま
せ
る
素
材
は
、
学
年
や
目
的
に
よ
っ
て

様
々
で
す
。
一
年
生
に
は
、
主
に
教
科
書
の
教
材
を
使
い
ま
す
。
二
年

生
に
は
、
そ
れ
に
句
法
・
語
法
を
意
識
し
た
短
文
を
加
え
た
り
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
副
教
材
『
明
説
漢
文
』（
尚
文
出
版
）
の
句
法
例
文
を
、

一
年
か
け
て
全
文
「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
と
し
て
授
業
の
始
め
に
「
素

読
」
し
ま
し
た
。
三
年
生
に
は
、
受
験
を
意
識
し
た
「
句
法
」
の
「
漢

文
シ
ャ
ワ
ー
」
例
文
を
作
り
、
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

「
花
子
、
太
郎
に
愛
せ
ら
る
。（
受
身
）」、「
高
校
は
戸
山
高
校
に
若し

く

は
莫な

し
。（
最
上
級
）」
の
よ
う
に
私
が
作
っ
た
例
文
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
毎
回
読
ま
せ
、
実
際
に
そ
の
句
法
・
語
法
を
説
明
す
る
際
に
は
、

馴
染
み
の
あ
る
こ
の
例
文
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

理
解
も
早
く
効
果
的
な
の
で
す
。
し
か
し
、
研
究
授
業
で
こ
の
プ
リ
ン

ト
を
使
っ
た
際
に
、
石
川
忠
久
先
生
か
ら
「
漢
文
を
読
む
こ
と
は
大
変

良
い
。
し
か
し
、
生
徒
が
何
度
も
口
に
す
る
漢
文
は
、
や
は
り
古
来
か

ら
あ
る
美
し
い
漢
文
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
ご
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
、
ま
ず
は
『
論

語
』
で
シ
ャ
ワ
ー
プ
リ
ン
ト
を
作
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

２　
『
論
語
』
の
漢
文
シ
ャ
ワ
ー

　
素
材
を
『
論
語
』
に
決
め
た
の
は
、
日
本
に
早
く
か
ら
伝
え
ら
れ
た

書
物
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
孔
子
の
教
え
に
は
一
生
涯
学
ぶ
こ
と
が

多
く
、
今
は
分
か
ら
な
く
て
も
、
覚
え
て
い
れ
ば
い
つ
か
人
生
の
よ
す

が
と
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
鈴
木
修

次
氏
は
、
そ
の
著
書
『
論
語
と
孔
子
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。「
当
時
の
門
人
た
ち
は
、
孔
子
か
ら
与
え
ら
れ
た
言
葉
を
記
録

す
る
と
い
う
習
慣
は
な
く
、
記
憶
で
覚
え
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
何
度
か

口
ず
さ
み
、
身
体
で
覚
え
さ
せ
た
。
ゆ
え
に
孔
子
は
、
つ
ね
に
自
分
の

レ
ト
リ
ッ
ク
に
、
格
別
の
工
夫
を
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
レ
ト

リ
ッ
ク
の
工
夫
は
、
一
様
で
は
な
い
が
、
口
ず
さ
み
や
す
く
す
る
、
覚

え
や
す
く
す
る
、
少
な
い
音
数
で
こ
と
ば
を
き
わ
め
て
ゆ
く
、
と
い
う

と
こ
ろ
に
ま
ず
第
一
の
工
夫
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
こ
の
点
か

ら
も
、『
論
語
』
は
、「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
教
材
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
、
ど
の
よ
う
に
作
っ
た
か
で
す
が
、
一
枚
の
プ
リ
ン
ト
に

「
本
文
（
白
文
）」「
書
き
下
し
文
」「
口
語
訳
」
を
書
き
、
一
回
に
三
章

載
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。
口
語
訳
は
、
金
谷
治
氏
『
論
語
』

（
岩
波
文
庫
）
を
使
用
。［
参
考
］
と
し
て
、『
論
語
物
語
』
の
著
者
で

あ
る
下
村
湖
人
の
『［
現
代
訳
］
論
語
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
を
添
え
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
原
文
へ
の
関
心
や
下
村
湖
人
の
『
論
語
物
語
』
へ
の

関
心
、
さ
ら
に
は
中
島
敦
の
『
弟
子
』
へ
繫
が
れ
ば
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
章
句
を
載
せ
る
順
序
と
し
て
は
、
初
年
度
は
、

『
論
語
』
の
順
序
通
り
「
学
而
」
か
ら
作
り
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ
資
料
）。

　「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
を
体
験
し
た
生
徒
の
感
想
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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・「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
で
こ
れ
か
ら
や
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
。

・�

授
業
の
初
め
に
や
る
「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
音
読
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
軽
快
な
声
が
眠
さ
を
吹
き
飛
ば
し
た
と
思
い
ま
す
。

・�

先
生
が
、
授
業
の
度
に
「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
を
や
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
テ
ス
ト
勉
強
を

す
る
時
に
な
ぜ
か
全
部
覚
え
て
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
良
い
習
慣
だ
と
思
う
の
で
、
今
後

も
続
け
て
欲
し
い
で
す
。

・�

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
漢
文
で
は
「
身
体
で
覚
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
ま
す
が
、
本
当
に
頭
に
ス
ン
ナ
リ
と
入
っ
て
来
る
の
で
、
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

・�

漢
文
を
み
ん
な
で
音
読
し
た
り
し
て
声
を
出
す
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
授
業
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。『
論
語
』
は
良
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

・�

リ
ズ
ム
で
覚
え
さ
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
全
て
テ
ス
ト
中
で
も
鮮
明
に
蘇
り
良
か
っ
た
。
あ

の
方
法
の
覚
え
方
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

３　

ま
と
め

　
漢
文
は
、
漢
字
ば
か
り
並
ん
で
い
て
難
し
そ
う
だ
と
い
う
先
入
観
か

ら
、
そ
の
含
蓄
あ
る
内
容
に
触
れ
な
い
う
ち
に
、
苦
手
意
識
を
持
つ
生

徒
も
多
い
よ
う
で
す
。
特
に
『
論
語
』
は
、
年
を
経
て
は
じ
め
て
、

「
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
！
」
と
納
得
で
き
る
も
の
も
多
く
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
高
校
時
代
に
は
、
漢
文
に
興
味
を
持
た
せ
る
「
つ

か
み
」
の
指
導
と
し
て
の
「
漢
文
シ
ャ
ワ
ー
」
が
特
に
効
果
的
で
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
効
果
を
高
め
る
の
は
、
教
師
自
身
の
情
熱
だ
と
思
い

ま
す
。
教
師
自
身
が
漢
文
に
対
す
る
興
味
関
心
を
持
ち
、「
漢
文
は
面

白
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
授
業
に
臨
む
こ
と
が
、
生
徒
を
漢
文
好
き
に

す
る
一
番
の
コ
ツ
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

プリント　漢文シャワー①



─ 16── 17─

●
特
集
＝『
論
語
』
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う

【
授
業
実
践
】『
論
語
』
の
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ�

大お
お

村む
ら

勅と
き

夫お

　
　

─
─
思
考
を
図
解
す
る�

（
北
海
道
旭
川
東
高
等
学
校
）

は
じ
め
に

　

二
〇
一
五
年
度
「
国
語
総
合
」
教
科
書
に
お
い
て
、『
論
語
』
や
孔

子
の
思
想
を
扱
っ
て
い
な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
は
い
え
、

『
論
語
』
を
授
業
で
扱
う
難
し
さ
は
い
く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
つ
に
、『
論
語
』
は
非
常
に
魅
力
的
で
あ
り
、
そ
の
内
容
や
思
想

を
教
師
が
語
り
た
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、〝
語
る
〟

授
業
を
し
た
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
と
は
い
え
、
内
容
教
授
と
な

る
だ
け
で
は
、
国
語
科
の
授
業
と
し
て
は
不
十
分
な
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、『
論
語
』
は
非
常
に
素
晴

ら
し
い
書
物
で
あ
り
、
生
き
て
い
く
指
針
と
な
る
に
も
ま
っ
た
く
不
思

議
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
教
科
国
語
は
、
教
材
と
な
る
テ
キ

ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
教
授
が
主
目
的
で
は
な
い
。『
論
語
』
を
教
材

と
し
て
用
い
る
こ
と
で
「
読
む
こ
と
」
な
ど
の
力
を
つ
け
る
こ
と
が
主

目
的
と
な
る
。『
論
語
』
を
ど
う
使
う
か
。
こ
れ
が
難
し
い
。

　

も
う
一
つ
に
、
解
釈
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。
前
述
し
た

〝
語
り
た
く
な
る
心
情
〟
の
一
因
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
テ
キ
ス
ト
そ
の

も
の
だ
け
で
理
解
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
人
口
に
膾

炙
し
て
い
る
「
子
曰
吾
十
有
五
而
志
于
学
」
の
通
釈
を
、『
新
釈
漢
文

体
系
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
〇
）
で
は
「
孔
子
言
う
、「
私
は
十
五
歳

ご
ろ
か
ら
先
王
の
教
え
、
礼
楽
の
学
問
を
し
よ
う
と
決
心
し
た
。」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
校
生
、
漢
文
初
学
者
と
も
言
え
る
彼
ら
に
、

「
学
」
に
つ
い
て
「
先
王
の
教
え
」「
礼
楽
」
な
ど
の
解
釈
は
到
底
望
め

な
い
。
さ
ら
に
、
研
究
者
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
も
、
論
語
の
解
釈
も
い

く
ら
か
変
わ
り
、
そ
れ
は
生
徒
な
ら
ば
尚
の
こ
と
で
あ
る
。
難
し
さ
の

い
く
つ
か
で
あ
る
。

　
『
論
語
』
を
教
材
と
し
て
使
用
し
て
、
ど
ん
な
力
を
つ
け
る
の
か
、

ど
ん
な
言
語
活
動
を
用
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
国
語
総
合
の

ほ
と
ん
ど
に
『
論
語
』
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
一
つ
の
注
目
点
で

あ
る
。

　

本
稿
は
、『
論
語
』
を
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
中
に
も
深
さ
や
広
さ
を
持

つ
も
の
と
し
、
テ
キ
ス
ト
の
含
意
を
読
み
取
る
こ
と
の
教
材
と
し
て

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
目
標
と
し
て
は
、「
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
お
お
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図 1　『精選国語総合 新訂版』［国総346］

ま
か
に
読
み
取
る
。」
と
し
、
読
む
力
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
。
こ
れ
は
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
、
国
語
総
合
「
Ｃ�

読
む
こ

と
」
の
「
イ�
文
章
の
内
容
を
叙
述
に
即
し
て
的
確
に
読
み
取
っ
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
要
約
や
詳
述
を
し
た
り
す
る
こ
と
。」
に
準
拠
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語
活
動
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
内
容
の
「
説
明
」

を
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
先
述
の
と
お
り
、『
論
語
』
理
解

の
難
し
さ
の
た
め
、
ま
た
、
口
頭
で
単
に
説
明
す
る
だ
け
で
は
不
十
分

に
な
る
と
考
え
、
補
助
と
し
て
「
み
る
こ
と
」
を
援
用
し
た
も
の
を
取

り
入
れ
、『
論
語
』
を
図
解
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　
『
論
語
』
を
読
み
、
そ
の
解
釈
を
図
に
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
、

か
つ
、
そ
の
図
を
用
い
つ
つ
受
け
手
に
説
明
す
る
。
受
け
手
は
、
説
明

を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
図
を
み
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
。
こ
の
よ
う
な

一
連
の
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
は

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
、「
み
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
二
六
日
、
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育

課
程
企
画
特
別
部
会
が
ま
と
め
た
「
教
育
課
程
部
会　

論
点
整
理
」
に

共
通
必
履
修
科
目
の
在
り
方
」
と
し
て
「
読
む
こ
と
」
と
併
記
さ
れ
て

い
る
。

授
業
の
流
れ

　

第
一
時　
『
論
語
』
図
解
例
を
ス
ラ
イ
ド
提
示

�

　

グ
ル
ー
プ
で
『
論
語
』
解
釈
お
よ
び
図
作
成

　

第
二
時　

グ
ル
ー
プ
で
『
論
語
』
解
釈
お
よ
び
図
作
成

　

第
三
時　

他
グ
ル
ー
プ
に
説
明
お
よ
び
教
師
に
よ
る
発
問
と
講
義

�

＊
説
明
は
、
四
分
間
で
質
疑
応
答
を
含
ん
で
行
う

実
践
の
実
際

　

実
践
は
三
月
中
旬
に
行
っ
た
。『
論
語
』
図
解
例
に
は
、
大
修
館
書

店
『
精
選
国
語
総
合�

新
訂
版
』
の
も
の
を
使
用
し
た
（
図
１
）。
こ
の

図
解
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
上
の
二
つ
の
図
解
に
よ
り
テ
キ
ス
ト
叙

述
は
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
ま
と
め
と
し
て
下
の

図
解
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
字
面
だ
け
の
表

現
で
な
く
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
解
釈
が
一
歩
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
学
習
者
に
は
そ
の
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド
提
示
し
た
。

　

次
に
、
解
釈
お
よ
び
図
解
対
象
の
『
論
語
』
で
あ
る
が
、
五
つ
の
章

句
を
選
ん
だ
（
次
ペ
ー
ジ
図
２
）。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
学
ぶ
」
と
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い
う
こ
と
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
選
択
し

た
の
は
、
最
終
時
の
発
問
の
際
に
「
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
も
の
は
何

か
」
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
に
よ
る
理
解
・
説
明
を
受
け
て
の

理
解
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
学
習
者
が
今
ま
さ
に

そ
の
状
態
に
あ
る
、「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
が
古
今
に
変
わ
ら
ず
テ
ー

マ
と
な
る
こ
と
を
知
ら
せ
、『
論
語
』
に
親
し
み
を
持
た
せ
る
た
め
で

も
あ
る
。

　

図
解
は
、
基
本
的
な
図
形
の
み
を
用
い
て
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
丸
・
四
角
・
三
角
・
矢
印
・
線
な
ど
で
あ
る
。
漫
画
的
な

絵
や
、
い
わ
ゆ
る
「
棒
人
間
」
な
ど
を
用
い
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

『
論
語
』
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
観
念
を
表
す
た
め
に
は
、
抽
象
化
さ
れ
た

も
の
が
好
ま
し
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
出
来
る
限
り
、
言
葉
を
少
な
く

用
い
る
こ
と
と
し
た
。
言
葉
を
図
へ
と
変
換
す
る
こ
と
が
思
考
を
促
し
、

読
む
力
を
高
め
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

　

図
作
成
時
に
は
、
学
習
者
は
様
々
な
苦
労
を
し
て
い
た
。
取
り
上
げ

た
章
句
に
つ
い
て
今
ま
で
に
見
知
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
も
い
た
た
め
、

な
ん
と
な
く
の
解
釈
は
出
来
た
も
の
の
、
図
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
〝
な
ん
と
な
く
〟
と
い
う
不
十
分
さ
に
苦
心
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

⑤
「
吾
十
有
五
〜
不
踰
矩
。」
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢

で
の
こ
と
、
四
十
歳
に
な
っ
て
迷
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
、
な
ど
は

知
っ
て
い
た
が
、「
と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
い
こ
れ
ら
は
何
を
伝
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」「
何
歳
の
と
こ
ろ
に
重
き
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」

「
そ
の
根
拠
は
何
だ
ろ
う
」
な
ど
と
悩
み
始
め
た
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
図
形
を
用
い
る
こ
と
が
よ
り
効
果
的
だ
ろ
う
と
苦
心
し
て
い
た
。
例

え
ば
、
③
「
吾
嘗
終
日
不
食
〜
不
如
学
也
。」
に
つ
い
て
、
彼
ら
は

「
棒
人
間
を
使
え
れ
ば
、
簡
単
な
の
に
…
」「
い
や
、「
以
思
」
と
か

「
無
益
」
と
か
は
か
え
っ
て
難
し
い
か
も
」
な
ど
と
悩
ん
で
い
た
。
悩

み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
、
図
の
作
成
に
進
ん
で
い
た
。

　

説
明
は
、
自
グ
ル
ー
プ
が
分
散
し
て
、
他
グ
ル
ー
プ
に
作
成
図
（
次

ペ
ー
ジ
図
３
・
４
）
を
も
と
に
し
な
が
ら
行
う
も
の
と
し
た
。
ジ
グ
ソ
ー

法
の
前
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
ま
た
、
説
明
だ
け
で
な
く
、
質
疑

応
答
を
含
め
て
の
四
分
間
の
設
定
と
し
た
。
学
習
者
か
ら
様
々
な
質
疑

（
例
） 

子
曰
、「
学
而
不
思
、
則
罔
。
思
而
不
学
、
則
殆
。」

　
①
子
曰
、「
古
之
学
者
為
己
、
今
之
学
者
為
人
。」

　 

②
子
曰
、「
由
、
誨
女
知
之
乎
。
知
之
為
知
之
、
不
知
為
不

知
。
是
知
也
。」

　 

③
子
曰
、「
吾
嘗
終
日
不
食
、
終
夜
不
寝
、
以
思
。
無
益
。

不
如
学
也
。」

　 

④
子
曰
、「
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。
有
朋
自
遠
方
来
、

不
亦
楽
乎
。
人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎
。」

　
⑤
子
曰
、「
吾
十
有
五
而
志
于
学
。
三
十
而
立
。
四
十
而
不

惑
。
五
十
而
知
天
命
。
六
十
而
耳
順
。
七
十
而
従
心
所
欲
、

不
踰
矩
。」

図 2　図解の対象とした『論語』
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や
感
想
が
出
て
い
た
。「
ど
う
し
て
、
円
形
に
し
た
の
？
」「
最
終
的
に

は
、
孔
子
は
何
を
伝
え
た
い
の
？
」「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
よ
、
あ
り

が
と
う
！
」「
な
る
ほ
ど
、
こ
う
や
っ
て
人
間
は
拡
が
っ
て
い
く
ん
だ

ね
」「『
論
語
』
っ
て
勉
強
に
な
る
ね
」
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
質

疑
や
感
想
に
対
し
て
、
説
明
す
る
側
は
熱
心
に
応
え
て
い
た
。
そ
れ
以

外
に
も
、
教
師
に
対
し
て
「
こ
れ
、
い
い
感
じ
で
し
ょ
！　

見
て
見

て
！
」
な
ど
と
言
っ
て
く
る
者
も
い
た
。
な
お
、
こ
の
後
、「
図
解
の

改
善
を
図
り
た
い
グ
ル
ー
プ
は
、
し
て
も
い
い
よ
」
と
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
半
分
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
改
善
を
し
た
後
に
提
出
を
し
て
き
た
。

ま
と
め

　

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「『
論
語
』
を
読
む
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
す
が
、
図
を
用
い
た
り
、
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
中
で
理
解
が
深

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。」
と
あ
っ
た
。
図
解
お
よ
び
説
明
を
さ
せ
る
こ

と
で
、
学
習
者
は
『
論
語
』
の
内
容
を
集
中
し
て
、
あ
る
い
は
、
メ
タ

認
知
し
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、「
図
解
は
難
し

い
」、
学
習
者
の
感
想
に
は
こ
れ
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、『
論
語
』
の
全

て
が
図
解
に
向
い
て
い
る
と
も
言
え
な
い
。
非
常
に
図
に
し
に
く
い
も

の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
は

い
え
、『
論
語
』
の
図
解

は
、
言
語
活
動
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
し
、
教
師
に
よ
る
講

義
の
補
助
資
料
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
。
図
解
は
、
活
用
の

し
が
い
の
あ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
と
考

え
る
。

図 3　生徒作品例 ⑤章

図 4　生徒作品例 ③章
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２
故
事
と
史
話
　蛇
足 ［
故
事
］

言
葉
の
学
習

　  

次
の
語
句
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
平
仮

名
で
答
え
な
さ
い
（
現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
）。

① 

相 

〔
　
　
　
　
　
　
〕　
互
い
に
。

② 

請
フ 

〔
　
　
　
　
　
　
〕　
…
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

③ 

乃
チ 

〔
　
　
　
　
　
　
〕　
そ
こ
で
。

④ 

能
ク 

〔
　
　
　
　
　
　
〕　
…
で
き
る
。

⑤ 

固
ヨ
リ

 

〔
　
　
　
　
　
　
〕　
も
と
も
と
。
本
来
。

⑥ 

安
ク
ン
ゾ

 

〔
　
　
　
　
　
　
〕　
ど
う
し
て
…
か
。

⑦ 

遂
ニ 

〔
　
　
　
　
　
　
〕　
そ
の
ま
ま
。

⑧ 

終
ニ 

〔
　
　
　
　
　
　
〕　
と
う
と
う
。

本
文
理
解

１ 

上
の （ 

） ①
②
に
書
き
下
し
文
を
補
い
な
さ
い
。

�

〉〉〉ポ
イ
ン
ト
1

２ 

上
の
　
　
　
１
～
６
に
適
切
な
現
代
語
訳
を
補
い

な
さ
い
。

３ 

ふ
き
だ
し
㋐
㋑
に
文
脈
上
省
略
さ
れ
て
い
る
語
句

を
補
い
な
さ
い
。

４�

ⅰ
～
ⅲ
の
「
一
人
」
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の

を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
〉〉〉脚
問

ア
最
初
に
蛇
の
絵
を
描
き
上
げ
た
者
。

イ
二
番
目
に
蛇
の
絵
を
描
き
上
げ
た
者
。

ウ
酒
を
振
る
舞
っ
た
者
。

エ
ひ
と
り
（
と
い
う
人
数
）。

 

ⅰ〔
　
　
　
〕　
ⅱ〔
　
　
　
〕　
ⅲ〔
　
　
　
〕

学
習
の
ま
と
め

１ 

本
文
の
内
容
に
合
う
よ
う
に
ア
～
エ
を
並
べ
替
え

な
さ
い
。

ア
真
っ
先
に
蛇
を
書
き
上
げ
た
者
は
、
酒
を
飲
も

う
と
し
な
が
ら「
蛇
の
足
も
描
け
る
」と
言
っ
た
。

イ
蛇
に
足
を
描
い
た
者
は
酒
を
失
っ
た
。

ウ
も
う
一
人
が
蛇
の
絵
を
描
き
上
げ
、「
蛇
に
は
足

が
な
い
か
ら
描
け
る
は
ず
が
な
い
」と
言
っ
た
。

エ
使
用
人
た
ち
は「
蛇
の
絵
を
最
も
早
く
描
け
た
者

が
酒
を
飲
む
こ
と
に
し
よ
う
」と
言
い
合
っ
た
。

〔
　
　
　
〕→〔
　
　
　
〕→〔
　
　
　
〕→〔
　
　
　
〕

２�

こ
の
話
か
ら
生
ま
れ
た
「
蛇
足
」
と
い
う
語
を
使
っ

て
、
短
文
を
作
り
な
さ
い
。
〉〉〉ポ
イ
ン
ト
2

２
故事と史話

蛇
足 

故
事

▼教科書
p.310

～

p.311

検印

▼
あ
ら
す
じ
　
蛇
の
絵
を
最
初
に
描
き
上
げ
た
者
が
酒
を
飲
む
と
い
う
競
争
で
、
真
っ
先
に
描
き
上
げ
た
者
が
足
を
付
け
足
し
た
た
め

に
酒
を
飲
み
損
ね
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
話
か
ら
余
計
な
付
け
足
し
を
す
る
こ
と
を
「
蛇
足
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

楚そ

ニ　
有リ

二
　

祠ま
つ
ル　
者
一。
賜た

ま
二 フ
　

其ノ

　
舎
　
人ニ

　
卮し

　
酒し

ゆ
一。ヲ

楚
に
祠
る
者
有
り
。		

其
の
舎
人
に
卮
酒
を
賜
ふ
。

楚
の
国
に
神
官
が
い
た
。	

そ
の
使
用
人
た
ち
に
大
杯
に
入
れ
た
酒
を
振
る
舞
う
こ
と
に
な
っ
た
。

舎
　
人
　
相
　
謂い

　
曰い

、ハ
ク

舎
人	

	

相
謂
ひ
て
曰
は
く
、

使
用
人
た
ち
は
、
た
が
い
に
こ
う
言
い
合
っ
た
。

「
数
　
人
　
飲マ

バレ
　

之
ヲ　

不ず
レ
　

足ラ

、ⅰ
一
　
人
　
飲マ

バレ
　

之
ヲ　

有ラ
ンレ

　

余
リ。

「
数
人		

　之
を
飲
ま
ば
足
ら
ず
、	

一
人	

之
を
飲
ま
ば
余
り
有
ら
ん
。

「
こ
の
酒
は
数
人
で
飲
む
に
は		

　
　
　
　
　
　
　、
一
人
で
飲
め
ば		

　
　
　
　
　
　
　。

請
フ　
画ゑ

が
レ キ

テ　

地
ニ　
為つ

く
レ リ
　

蛇
ヲ、
先ま

ヅ　
成

ル　
者
　
飲

マ
ン
ト

レ
　

酒
ヲ。」

請
ふ	

地
に
画
き
て
蛇
を
為
り
、	

先
づ
成
る
者
酒
を
飲
ま
ん
。」と
。

地
面
に
蛇
の
絵
を
描
き
、	

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

が
酒
を
飲
め
る
と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
。」と
。

ⅱ一
　
人
　
蛇
　
先

ヅ　
成

リ、
引

キレ
　

酒
ヲ　
且ま

さ
レ ニ
　

飲
マ
ン
ト

レ
　

之
ヲ。

一
人	

蛇
先
づ
成
り
、		

	
			

酒
を
引
き（
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

一
人
の
者
が
真
っ
先
に
蛇
の
絵
を
描
き
上
げ
、
酒
を
引
き
寄
せ
て	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　。

ヒ
テ

１

２

３

す

４

乃
チ　

左
　
手

モ
テ　

持
シレ

　

卮
ヲ、
右
　
手

モ
テ　

画
キ
テレ

　

蛇
ヲ　

曰ハ
ク、

乃
ち
左
手
も
て
卮
を
持
し
、		

右
手
も
て
蛇
を
画
き
て
曰
は
く
、

そ
こ
で（
余
裕
を
見
せ
て
）、
左
手
で
大
杯
を
持
ち
、
右
手
で
蛇
の
絵
を
描
き
な
が
ら
、

「
吾
　
能

ク　
為

ル
ト

二
　

之
ガ　

足
ヲ一。」

「
吾
能
く
之
が
足
を
為
る
。」と
。

「
私
は
蛇
に
足
を
描
く
こ
と
も
で
き
る
。」と
言
っ
た
。

未い
ま

レ ダ
　

成
ラ、ⅲ
一
　
人
　
之
　
蛇
　
成

ル。
奪

ヒ
テ二

　

其
ノ　
卮

ヲ一
　

曰ハ
ク、

（
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）、
一
人
の
蛇
成
る
。
其
の
卮
を
奪
ひ
て
曰
は
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

　
　
　う
ち
に
、
も
う
一
人
の
蛇
の
絵
が
完
成
し
た
。
大
杯
を
奪
い
取
っ
て
、

「
蛇
　
固

ヨ
リ　
無

シレ
　

足
。
子
　
安

ク
ン
ゾ　
能

ク　
為

ラ
ン
ヤ
ト

二
　

之
ガ　
足

ヲ一。」

「
蛇	

固
よ
り
足
無
し
。
子	

安
く
ん
ぞ
能
く
之
が
足
を
為
ら
ん
や
。」と
。

「
蛇
に
は
も
と
も
と
足
は
な
い
。
あ
な
た
は
な
ぜ
足
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、で
き
る
は
ず
が
な
い
。」と
言
っ
た
。

遂
ニ　
飲

ム二
　

其
ノ　
酒

ヲ一。

遂
に
其
の
酒
を
飲
む
。

（
そ
う
言
う
と
）そ
の
ま
ま
そ
の
酒
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。

為
ル二

　

蛇
ノ　
足

ヲ一
　

者
、
終

ニ　
亡う

し
な

二 フ
　

其
ノ　
酒

ヲ一。

蛇
の
足
を
為
る
者
、		

終
に
其
の
酒
を
亡
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

は
、
と
う
と
う
そ
の
酒
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

ざ

ル
ニ

５

６

且 

「
ま
さ
ニ
…
す
」
と
読
み
、「
い
ま
に
も
…
す

る
」と
い
う
意
味
を
表
す
再
読
文
字
。

未 

「
い
ま
ダ
…
ず
」と
読
み
、「
ま
だ
…
で
な
い
」

と
い
う
意
味
を
表
す
再
読
文
字
。

！	

解
説

㋐
　
　
　
　
　が

㋑
　
　
　
　
　
　
　が

「
指
導
資
料
セ
ッ
ト
」
内
に
、
新
た
な
一
冊
が
加
わ
り
ま
し
た
。

「
学
習
課
題
ノ
ー
ト
」
も
全
面
刷
新
。大
修
館
の「
国
語
総
合
」を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

付
属
資
料
の
ご
案
内

◀教科書コラム対応

教科書 380〜381ページ

4
唐
代
の
詩

［
漢
文
を
読
む
た
め
に
］ 

漢
詩
の
形
式
と
表
現

211

漢
詩
の
種
類

　次
の
空
欄
に
適
切
な
語
句
を
補
い
、
漢
詩
の
種
類
の
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

近
体
詩
（
絶
句
と
律
詩
）

　

　次
の
空
欄
に
適
切
な
語
句
を
補
い
な
さ
い
。

　〔①

　
　
　
　
　〕は
、
唐
代
に
成
立
し
た
厳
格
な
規
則
を
も
つ
詩
形
で
あ
る
。

　〔②

　
　
　
　〕は
、
五
言
（
一
句
五
字
）
ま
た
は
七
言
（
一
句
七
字
）
で
四
句
か

ら
な
る
。〔
③

　
　
　
　〕は
、
五
言
ま
た
は
七
言
で
八
句
か
ら
な
る
。

　〔①
〕の
規
則
の
一
つ
に
、〔
④

　
　
　
　〕が
あ
る
。〔
④
〕と
は
、
詩
の
句
末
に
同

じ
ま
た
は
類
似
の
響
き
を
も
っ
た
文
字
を
配
す
る
こ
と
を
い
う
。
五
言
絶
句
と
五
言

律
詩
で
は〔
⑤

　
　
　
　〕句
末
に
、
七
言
絶
句
と
七
言
律
詩
で
は〔
⑥

　
　
　
　〕句

末
と〔
⑤
〕句
末
に
押
韻
す
る
。
た
だ
し
例
外
も
あ
る
。

　〔①
〕の
技
法
の
一
つ
に
、〔
⑦

　
　
　
　〕が
あ
る
。〔
⑦
〕は
、
二
句
を
並
べ
て
対

に
す
る
技
法
で
あ
る
。〔
③
〕は
、
原
則
と
し
て
第
三
句
と
第
四
句
、
第
五
句
と
第
六

句
に〔
⑦
〕を
置
く
。

　〔⑦
〕の
相
対
す
る
語
に
は
意
味
的
な
関
連
や
対
比
が
あ
る
。
ま
た
、
二
句
の
文
法

的
構
造
が
等
し
く
、
品
詞
の
対
応
に
も
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　〔①
〕は
内
容
も
緊
密
に
構
成
さ
れ
る
。〔
②
〕の
構
成
法
は〔
⑧

　
　
　
　
　
　
　〕

と
呼
ば
れ
る
。〔
⑨

　
　
　
　〕（
第
一
句
）
で
う
た
い
お
こ
し
、〔
⑩

　
　
　
　〕（
第

二
句
）
で
そ
れ
を
受
け
、〔
⑪

　
　
　
　
　
　〕（
第
三
句
）
で
一
転
し
て
展
開
し
、

〔
⑫

　
　
　
　〕（
第
四
句
）
で
総
合
し
て
う
た
い
お
さ
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
唐
代
の
絶
句
に
は
こ
う
し
た
構
成
法
に
よ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

　な
お
、〔
③
〕も
原
則
と
し
て
、〔
⑬

　
　
　〕（
第
一
句
と
第
二
句
）、〔
⑭

　
　
　〕

（
第
三
句
と
第
四
句
）、〔
⑮

　
　
　〕（
第
五
句
と
第
六
句
）、〔
⑯

　
　
　〕（
第
七
句

と
第
八
句
）
が〔
⑧
〕の
構
成
法
に
よ
っ
て
展
開
す
る
。

　さ
ら
に
、
漢
字
一
字
一
字
の
発
音
が
も
つ
高
低
や
昇
降
な
ど
音
調
の
配
列
の
し
か

た
を
、〔
⑰

　
　
　
　〕と
い
う
。〔
⑰
〕は
韻
律
の
美
し
さ
に
か
か
わ
る
規
則
で
、
訓

読
の
際
は
意
識
さ
れ
な
い
。

古
体
詩

　次
の
空
欄
に
適
切
な
語
句
を
補
い
な
さ
い
。

　〔①

　
　
　
　
　〕は
律
詩
の
よ
う
な
厳
し
い
規
則
を
も
た
ず
、
句
数
の
制
限
も
な

い
。
原
則
と
し
て〔
②

　
　
　
　〕句
末
に
は
韻
を
踏
み
、〔
③

　
　
　
　
　
　〕の
場

合
は
通
常
第
一
句
末
も
押
韻
す
る
。
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
同
一
の
韻
を
用
い
る
場

合
は〔
④

　
　
　
　
　
　〕、
途
中
で
韻
の
種
類
を
変
え
る
場
合
は〔
⑤

　
　
　
　〕と

い
う
。〔
⑤
〕の
箇
所
は
意
味
上
も
切
れ
目
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

五
言
句
と
七
言
句
の
意
味
構
造

　次
の
空
欄
に
適
切
な
語
句
を
補
い
な
さ
い
。

　〔①

　
　
　
　〕の
詩
句
は
、
意
味
の
上
か
ら
二
字
＋
三
字
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

ま
た〔
②

　
　
　
　〕の
場
合
は
、四
字（
二
字
＋
二
字
）＋
三
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 

古
体
詩 

 

四
言
古
詩
・
五
言
古
詩
・
七
言
古
詩
・
雑
言
古
詩
な
ど

 
 

 

〔
②

　
　
　
　
　
〕（
五
言
で
四
句
）例「
絶
句
」「
江
雪
」

漢
詩 

 

〔
①

　
　
　
〕 

〔
③

　
　
　
　
　
〕（
七
言
で
四
句
）例「
送
元
二…

」「
山
行
」

 

近
体
詩

 
 

〔
④

　
　
　
〕 

〔
⑤

　
　
　
　
　
〕（
五
言
で
八
句
）例「
春
望
」

 
 

 

〔
⑥

　
　
　
　
　
〕（
七
言
で
八
句
）例「
香
炉
峰
下
、…

」

し
ご
ん

ご
ご
ん

し
ち
ご
ん

ざ
つ
げ
ん 検印

▼教科書
p.380

～

p.381

漢
文
を
読
む
た
め
に 

６

漢
詩
の
形
式
と
表
現

指
導
資
料 

言
語
活
動
編 

―
― 

ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
に
向
け
て

B
５
判
・
2
色
刷

言
語
活
動
に
特
化
し
た
指
導
資
料
が
新
登
場
！

　
●

付
属
資
料
Ｃ
Ｄ

‐

R
O
M

★
●

朗
読
Ｃ
Ｄ　
今
回
か
ら
セ
ッ
ト
内
に
入
り
ま
し
た
。

■
別
売

　
●

学
習
課
題
ノ
ー
ト 

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
●

指
導
資
料
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ

★
●

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

■
指
導
資
料
セ
ッ
ト

　
●

指
導
資
料

★
●

指
導
資
料 

言
語
活
動
編 

―
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
向
け
て

　
●

授
業
展
開
指
導
ノ
ー
ト

　
●

補
助
資
料
集

　
●

 

問
題
集　
「
基
本
」「
標
準
」「
発
展
」
の
難
易
度
別
に
刷
新
。

　

   「
実
力
問
題
集
」
を
新
設
！

『新編国語総合 改訂版』古典編
では、教科書本文・傍訳を掲載。
この一冊だけで授業の予習・復
習ができるようになりました。

身近なところから始められるアク
ティブな授業のアイデアをご紹介。
ワークシートのデータも豊富にご
用意しました。
いつでも、どなたでもアクティ
ブ・ラーニングを始められます。

『精選国語総合 新訂版』には教科書コラムに対応し
たページを新設。新時代に求められる、思考力・判断
力・表現力を楽しみながら身につけることができます。

教
科
書
に
完
全
準
拠
し
た
生
徒
用
ノ
ー
ト
。
コ
ラ
ム
に
対
応
し
た
ワ
ー
ク
、「
実
力
問
題
」

な
ど
も
掲
載
し
、
活
用
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
B
５
判
・
2
色
刷
・
別
冊
「
解
答
・
解
説
編
」
付

［
別
売
］学
習
課
題
ノ
ー
ト 

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

言語活動の手法など、基本を
まとめた資料編も充実させま
した。
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▼
論
考『

論
語
』
と
『
徒
然
草
』

田た

　

口ぐ
ち　

和か
ず　

夫お

（
文
教
大
学
名
誉
教
授
・
教
科
書
編
集
委
員
）

第
十
三
段
の
老
荘

　
　

�　

ひ
と
り
灯
と
も
し
びの

も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、

こ
よ
な
う
な
ぐ
さ
む
わ
ざ
な
る
。

　
　

�　

文
は
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
白
氏
文
集
、
老
子
の
こ
と
ば
、
南

華
の
篇
。
こ
の
国
の
博
士
ど
も
の
書
け
る
物
も
、
い
に
し
へ
の
は
、
あ

は
れ
な
る
事
多
か
り
。（
第
十
三
段
）

　

兼
好
法
師
の
愛
読
書
は
『
文
選
』『
白
氏
文
集
』
に
並
ん
で
、「
老
子
の
こ

と
ば
」（『
老
子
道
徳
経
』）、
と
「
南
華
の
篇
」（『
荘
子
』）
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
『
論
語
』
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
徒
然
草
』
に
は
、
老
荘
以
上
に
『
論

語
』
の
引
用
が
多
い
の
で
あ
る
。「
愛
読
書
に
挙
げ
な
い
の
に
、
そ
の
愛
読

書
以
上
に
引
か
れ
て
い
る
『
論
語
』」
と
い
う
観
点
な
ら
、
少
し
は
物
が
言

え
そ
う
で
あ
る
。

　

最
近
、「
吉
田

0

0

兼
好
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
、
刺
激
的
か

つ
説
得
力
の
あ
る
論
を
展
開
さ
れ
た
小
川
剛た
け

生お

氏
に
、
こ
の
章
段
に
つ
い
て

説
か
れ
た
文
章
が
あ
る
。『
論
語
』
に
進
む
前
に
、
そ
れ
を
引
く
。

　
　

�　

老
子
・
荘
子
は
、
天
衣
無
縫
に
し
て
奇
抜
な
譬
喩
表
現
が
平
安
時
代

よ
り
文
学
者
に
愛
好
さ
れ
て
き
た
。
但
し
日
本
に
は
道
教
が
根
付
い
て

い
な
い
た
め
、
そ
の
思
想
的
な
受
容
と
な
る
と
寥

り
ょ
う

々り
ょ
うた
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
13
段
「
文
は
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
白
氏
文
集
、

老
子
の
こ
と
ば
、
南
華
の
篇
」
と
、
愛
読
書
に
老
荘
を
挙
げ
た
の
は
、

や
は
り
象
徴
的
で
あ
り
、
表
現
に
も
影
響
は
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。

隠
遁
者
の
自
由
な
境
遇
、
あ
る
い
は
何
者
に
も
束
縛
さ
れ
な
い
自
然
な

生
を
称
揚
し
て
い
る
の
は
、
と
り
わ
け
注
意
し
て
よ
い
。

�

（『
新
版
徒
然
草
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
解
説
）

　

最
後
に
「
注
意
」
さ
れ
る
老
荘
と
の
関
わ
り
は
、
兼
好
法
師
の
発
想
の
基

盤
と
結
ぶ
も
の
と
し
て
確
認
し
て
お
い
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
表
現
上
の
影
響

と
し
て
は
、
例
え
ば
第
三
十
八
段
、『
徒
然
草
』
に
は
珍
し
く
漢
文
的
表
現

を
多
用
し
て
、
語
気
鋭
く
主
張
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
が
、「
い
み
じ
か
り

し
賢
人
・
聖
人
、
み
づ
か
ら
賤い
や

し
き
位
に
を
り
、
時
に
あ
は
ず
し
て
や
み
ぬ

る
、
ま
た
多
し
」
は
、
そ
の
名
を
現
さ
な
い
け
れ
ど
も
『
文
選
』
の
「
老

子
・
荘
周
、
吾
之
師
也
。
親
居
賤
職
」
に
依
る
表
現
で
あ
り
、
同
段
の
「
智

恵
出
で
て
は
偽
り
あ
り
」
は
『
老
子
』、「
可
・
不
可
は
一
条
な
り
」
は
『
荘

子
』、「
ま
こ
と
の
人
は
、
智
も
な
く
、
徳
も
な
く
、
功
も
な
く
、
名
も
な

し
」
も
『
荘
子
』
に
依
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
科
書
（『
新
編
古
典
Ｂ
』［
古
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Ｂ
313
］）
で
も
採
用
し
た
第
九
十
七
段
「
小
人
に
財た
か
らあ

り
、
君
子
に
仁
義
あ

り
」
も
、
そ
の
文
章
の
歯
切
れ
良
さ
や
意
表
を
突
く
よ
う
な
発
想
が
『
荘

子
』
騈べ
ん

拇ぼ

篇
に
依
る
な
ど
、
老
荘
の
影
響
は
明
確
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
紫
の
朱あ
け

う
ば
ふ
こ
と
を
悪
む
」
第
二
百
三
十
八
段

　
『
論
語
』
と
い
う
書
名
を
挙
げ
る
こ
と
の
少
な
い
『
徒
然
草
』
の
中
で
、

『
論
語
』
を
明
示
し
た
こ
の
部
分
は
兼
好
法
師
の
自
讃
を
書
き
連
ね
た
中
の

第
二
番
目
で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇
が
ま
だ
皇
太
子
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
兼
好
が

東
宮
御
所
に
い
た
主
筋
の
堀
河
大
納
言
の
許
へ
参
上
し
た
と
こ
ろ
、

　
　

�

論
語
の
四
・
五
・
六
の
巻
を
く
り
ひ
ろ
げ
給
ひ
て
、「
た
だ
今
、
御
所
に

て
、
紫
の
朱
う
ば
ふ
こ
と
を
悪に
く

む
と
い
ふ
文も
ん

を
御
覧
ぜ
ら
れ
た
き
事
あ

り
て
、
御
本
を
御
覧
ず
れ
ど
も
、
御
覧
じ
出
だ
さ
れ
ぬ
な
り
。『
な
ほ

よ
く
ひ
き
見
よ
』
と
仰
せ
事
に
て
、
求
む
る
な
り
」
と
仰
せ
ら
る
る
に
、

「
九
の
巻
の
そ
こ
そ
こ
の
程
に
侍
る
」
と
申
し
た
り
し
か
ば
、「
あ
な
う

れ
し
」
と
て
、
持
て
参
ら
せ
給
ひ
き
。

　

こ
れ
は
『
論
語
』
陽
貨
（
十
巻
本
、
巻
九
）
に
見
え
る
句
で
、
若
い
東
宮

や
堀
河
大
納
言
が
見
付
け
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
の
を
、
お
そ
ら
く
ま
だ
滝

口
の
侍
だ
っ
た
兼
好
が
即
座
に
解
決
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
自
讃

七
箇
条
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
に
は
、
何
か
の
意
味
が
あ
ろ
う
。
兼

好
は
こ
の
後
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
頃
に
出
家
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
滝

口
の
侍
の
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
兼
好
の
存
在
が
こ
の
事
で
改
め
て
確
認
さ

れ
、
評
価
さ
れ
た
と
い
う
事
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私
の
印
象
に
過
ぎ
な
い
が
、「
紫
の
朱
を
奪
う
」
を
切

り
取
っ
て
み
る
と
、『
論
語
』
よ
り
も
『
荘
子
』
あ
た
り
に
あ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
よ
う
な
表
現
に
思
え
る
。
そ
の
た
め
に
兼
好
の
印
象
に
残
っ
て
い

た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
「『
論
語
』
に
あ
る
」
と
指

摘
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
見
え
る
巻
の
「
そ
こ
そ
こ
の
程
」
ま
で
指
摘

す
る
と
い
う
こ
と
は
、『
論
語
』
を
読
み
込
み
、
し
っ
か
り
記
憶
し
て
い
な

け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
『
論
語
』
は
兼
好
法
師
の
愛

読
書
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
論
語
と
い
ふ
文
に
も
侍
る
な
る
」
第
百
八
十
八
段

　

こ
の
段
は
説
経
師
に
な
ろ
う
と
し
た
法
師
の
話
、
碁
を
打
つ
人
の
話
、
東

山
と
西
山
に
行
く
人
の
話
を
通
し
て
、「
一
事
を
励
む
べ
き
こ
と
」
を
強
調

し
た
後
で
、「
ま
す
ほ
の
薄す

す
き、

ま
そ
ほ
の
薄
」
と
い
う
和
歌
の
秘
事
を
尋
ね

よ
う
と
、
雨
を
厭
わ
ず
出
か
け
て
い
っ
た
登
蓮
法
師
の
逸
話
を
引
い
て

　
　

�「
敏と

き
時
は
則
ち
功
あ
り
」
と
ぞ
、
論
語
と
い
ふ
文
に
も
侍
る
な
る
。

こ
の
薄
を
い
ぶ
か
し
く
思
ひ
け
る
や
う
に
、
一
大
事
の
因
縁
を
ぞ
思
ふ

べ
か
り
け
る
。

と
結
ば
れ
る
。
こ
れ
は
『
論
語
』
陽
貨
と
堯
曰
の
二
か
所
に
「
敏
則
有
功
」

と
見
え
る
表
現
で
あ
る
。「
悪
紫
之
奪
朱
」
を
所
在
す
る
個
所
ま
で
指
摘
で

き
た
兼
好
法
師
に
と
っ
て
、「
論
語
と
い
ふ
文
に
も
侍
る
な
る

0

0

0

0

」
と
い
う
表

現
は
、
本
当
は
明
確
に
知
っ
て
い
る
の
に
、
意
図
的
に
お
ぼ
め
か
し
た
も
の

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
本
文
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
依
拠
し
た
三
木
紀

人
氏
『
徒
然
草
全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
の
語
釈
で
は
、

　
　

�
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
「
な
る
」
は
断
定
と
も
伝
聞
と
も
さ
れ
る
。

『
諸
注
集
成
』
は
「
伝
聞
で
は
、
説
得
の
気
魄
が
欠
け
る
。
強
意
の
断

定
説
に
よ
り
た
い
」
と
し
、『
全
注
釈
』
は
伝
聞
と
と
っ
て
「
こ
こ
で

は
、
は
っ
き
り
と
引
用
せ
ず
に
、
婉え
ん

曲き
ょ
くに

引
用
し
て
み
せ
た
の
で
あ

る
」
と
す
る
が
、
後
説
が
妥
当
か
。
兼
好
が
『
論
語
』
に
通
じ
て
い
た
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こ
と
は
本
書
に
明
ら
か
だ
が
、
わ
ざ
と
お
ぼ
め
か
し
て
伝
聞
の
形
で
引

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
の
「
と
い
ふ
文
に
も
」
の
言
い
方
に
も
そ
の

感
じ
が
あ
る
。

と
あ
る
。
私
も
こ
の
三
木
氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
。
で
は
、
な
ぜ
「
お
ぼ
め

か
し
た
」
の
か
。
私
は
兼
好
法
師
の
含
羞
だ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
野
球

の
巨
人
・
阪
神
の
フ
ァ
ン
気
質
を
こ
こ
に
引
く
の
は
突
然
だ
が
、
大
学
の
同

僚
教
師
に
熱
心
な
虎
フ
ァ
ン
が
い
て
、
事
あ
れ
ば
六
甲
お
ろ
し
を
歌
い
上
げ

て
い
た
。
一
方
、
私
は
四
番
バ
ッ
タ
ー
ば
か
り
集
め
る
金
権
ぶ
り
に
辟
易
し

な
が
ら
、
そ
れ
で
も
隠
れ
巨
人
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
私
か
ら
見
る

と
、
兼
好
法
師
に
と
っ
て
、『
論
語
』
は
あ
ま
り
に
四
番
バ
ッ
タ
ー
で
あ
り

過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
れ
は
彼
の
血
肉
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
今
さ
ら
ら
し
く
『
論
語
』
の
こ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
、
な
ど
と
は
恥
ず
か

し
く
て
言
え
な
い
セ
リ
フ
だ
っ
た
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

前
に
引
い
た
二
百
三
十
八
段
の
記
事
に
つ
い
て
も
、
三
木
氏
は
次
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
。

　
　

�

古
典
は
、
少
な
く
と
も
『
徒
然
草
』
執
筆
時
の
兼
好
の
本
領
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
領
域
に
つ
い
て
こ
の
程
度
の
こ
と
を
自
讃
の
種
に

す
る
の
は
気
が
さ
し
た
の
か
、
回
想
部
分
と
同
程
度
の
余
白
を
使
っ
て

弁
解
を
試
み
て
、
小
事
を
自
讃
し
た
前
例
を
述
べ
て
い
る
。

　
「
自
讃
」
は
、
例
え
ば
大
江
匡
房
の
『
江
談
抄
』（『
暮
年
記
』
に
も
あ
る
）

に
「
自
讃
有
十
余
」
と
し
て
「
四
歳
読
書
、
八
歳
通
史
記
」
以
下
を
列
記
し

て
自
讃
す
る
先
例
が
あ
る
が
、
匡
房
ほ
ど
手
放
し
で
は
な
く
、
お
ぼ
め
か
し

た
の
は
、
や
は
り
『
論
語
』
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
た
い
。

　

兼
好
法
師
に
と
っ
て
、
老
荘
は
表
向
き
に
称
揚
で
き
る
、
隠
遁
者
向
き
、

大
人
の
読
み
物
で
あ
っ
た
。
一
方
、『
論
語
』
は
、
誰
も
が
学
ぶ
標
準
の
教

養
書
で
、
知
識
人
な
ら
ば
知
っ
て
い
て
当
た
り
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か

ら
老
荘
は
愛
読
書
と
し
て
名
指
し
さ
れ
、『
論
語
』
は
明
示
せ
ず
に
、
文
章

の
中
に
消
化
さ
れ
て
生
き
た
の
で
あ
る
。

付
　『
論
語
』
の
あ
る
章
段
一
覧

　
『
徒
然
草
全
訳
注
』
の
指
摘
を
主
と
し
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
方
丈

記　

徒
然
草
』（
久
保
田
淳
氏
校
注
）
も
併
せ
て
、『
論
語
』
の
語
句
が
用
い

ら
れ
て
い
る
と
す
る
章
段
を
次
に
一
覧
す
る
。
注
釈
者
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は

一
般
語
句
で
あ
っ
て
、
直
接
に
『
論
語
』
由
来
で
は
な
い
と
認
定
す
る
も
の

も
あ
り
、
あ
ま
り
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
傾
向
は
確
認
で
き
よ
う
。

数
字
は
段
、
そ
の
後
に
『
論
語
』
篇
名
を
記
す
。
念
の
た
め
、
老
荘
関
係
も

（　

）
で
括
っ
て
示
す
。

１
学
而
、（
７
荘
子
）、（
13
老
子
・
荘
子
）、（
38
老
子
・
荘
子
）、
73
述
而
、

85
里
仁
・
陽
貨
、（
93
老
子
）、（
97
荘
子
）、
117
季
氏
、（
121
老
子
）、
122
子
罕
、

129
公
冶
長
・
子
罕
、
130
八
佾
・
公
冶
長
、
142
子
張
・
衛
霊
公
、
151
子
罕
、

167
公
冶
長
、
172
季
氏
、
184
里
仁
、
188
陽
貨
、
211
雍
也
・（
老
子
）、
219
子
罕
、

233
顔
淵
・
衛
霊
公
、
238
陽
貨

　

一
々
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
兼
好
法
師
の
文
章
表
現
の
基
底
に
『
論
語
』

が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

例
え
ば
百
十
七
段
、『
論
語
』
の
「
益
者
三
友
、
損
者
三
友
」
に
依
り
な

が
ら
、「
わ
ろ
き
者
」
は
七
と
す
る
の
を
手
が
か
り
に
、『
徒
然
草
』
か
ら

『
論
語
』
へ
遡
る
な
ど
も
面
白
い
学
習
な
の
で
あ
る
。
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●
特
集
＝『
論
語
』
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う

教
室
の
お
悩
み
解
決
！

『
論
語
』
の
指
導
Ｑ
＆
Ａ
そ
の
２

�

塚つ
か

田だ

勝か
つ

郎ろ
う�

　

�

（
筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校
）　

■「
曰
は
く
…
と
」
に
ま
つ
わ
る
疑
問

Ｑ�　

教
科
書
の
『
論
語
』
の
文
章
は
短
い
も
の
が

多
い
の
で
す
が
、
文
末
の
「
と
」
は
必
要
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　

高
等
学
校
の
教
科
書
で
は
、「
曰
は
く
」「
云

ふ
」「
以お

為も

へ
ら
く
」「
疑
ふ
ら
く
は
」
な
ど
と
訓

読
し
た
時
に
は
、
そ
の
結
び
に
必
ず
「
と
」
を
置

い
て
い
ま
す
。
一
方
、
漢
籍
の
注
釈
書
や
、
一
般

書
で
の
漢
詩
・
漢
文
の
引
用
で
は
、
会
話
文
末
に

「
と
」
を
置
か
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
特

に
『
論
語
』
に
関
す
る
も
の
で
は
、
そ
の
傾
向
が

顕
著
で
す
。

　

会
話
文
末
の
「
と
」
は
、「
曰
は
く
、
…
…
と

い
ふ
。」
と
訓
読
し
て
い
た
名
残
と
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。（
詳
細
は
、
本
誌
第
一
八
四
号
所
載
の
拙
稿

「
訓
読
の
習
慣
と
そ
の
扱
い
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

会
話
文
や
引
用
部
分
に
カ
ギ
括
弧
を
付
さ
な
か
っ

た
時
代
に
は
、
そ
の
範
囲
を
明
示
す
る
た
め
に

「
と
」
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
す
。

　
『
論
語
』
の
訓
読
で
会
話
文
末
の
「
と
」
が
省

略
さ
れ
る
理
由
は
、
質
問
に
あ
る
よ
う
に
、
孔
子

の
発
言
が
短
い
章
が
少
な
く
な
い
こ
と
の
ほ
か
に
、

「
と
」
が
素
読
や
朗
唱
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
等
学
校
の
漢
文

教
育
で
、『
論
語
』
だ
け
を
例
外
扱
い
す
る
こ
と

に
は
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
孔
子
の
発
言
が
短
い

場
合
で
も
、
必
ず
「
曰
は
く
、
…
…
と
。」
と
訓

読
す
る
こ
と
を
定
着
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

Ｑ�　

教
科
書
の
漢
文
を
音
読
す
る
時
に
、
会
話
文

末
の
「
と
」
の
前
に
間
を
置
く
べ
き
か
ど
う
か
、

迷
い
ま
す
。

Ａ　

難
し
い
問
題
で
す
ね
。
先
生
方
は
、
ど
う
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
会
話
文
末
の
「
と
」
の

読
み
方
の
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
ま
し
ょ

う
。『
論
語
』
巻
頭
の
一
章
を
教
室
で
範
読
す
る

と
い
う
設
定
で
す
。
紙
幅
の
都
合
で
、「
不
二

亦

君
子
一
乎
。」
の
部
分
の
み
を
取
り
あ
げ
ま
す
。

　

Ａ　

ま
た
く
ん
し
な
ら
ず
や
□
と
。

　

Ｂ　

ま
た
く
ん
し
な
ら
ず
や
□

と
。

　

Ｃ　

ま
た
く
ん
し
な
ら
ず
や
と
。

　

Ａ
は
、
□
の
箇
所
で
一
音
分
の
間
を
置
く
読
み

方
で
す
。
や
や
間
延
び
し
た
印
象
が
残
る
で
し
ょ

う
。
Ｂ
は
、
□

の
箇
所
で
適
宜
間
を
置
く
読
み
方

で
す
が
、「
適
宜
」
を
数
値
化
で
き
な
い
の
が
苦

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
筆
者
は
割
り
切
っ
て
、
Ｃ
の

よ
う
に
読
ん
で
い
ま
す
。「
と
」
の
前
の
間
の
置

き
方
に
つ
い
て
は
、
経
験
を
重
ね
て
、
自
然
で
自

分
ら
し
い
読
み
方
を
作
り
上
げ
る
ほ
か
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

蛇
足
で
す
が
、
あ
る
研
究
授
業
で
次
の
よ
う
な

読
み
方
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

　

先
生　

ま
た
く
ん
し
な
ら
ず
や
。

　

生
徒　

ま
た
く
ん
し
な
ら
ず
や
。

　

先
生　

と
。

　

生
徒　

と
。

　

こ
の
よ
う
に
「
と
」
だ
け
を
独
立
さ
せ
て
読
む

こ
と
は
不
自
然
で
し
ょ
う
。

Ｑ�　
「
子
曰
は
く
」
は
、
ど
う
現
代
語
訳
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

二
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
け
て
考
え
て
み
ま
す
。

１　

孔
子
の
発
言
が
短
い
章

　

Ａ　

先
生
が
言
っ
た
、「
…
…
。」
と
。
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Ｂ　

先
生
が
言
わ
れ
た
、「
…
…
。」
と
。

　

Ｃ　

先
生
の
言
葉
、「
…
…
。」（
と
）。

２　

問
答
を
記
録
し
た
章

　

Ｄ�　

先
生
が
言
わ
れ
た
、「
…
…
。」
と
。
子
路

が
お
答
え
し
た
、「
…
…
。」
と
。

　

Ｅ　

先
生
、「
…
…
。」
子
路
、「
…
…
。」

　

以
上
が
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
で
し
ょ
う
か
。

「
子
曰
は
く
」
は
訳
さ
ず
、
枕
詞
の
よ
う
に
現
代

語
訳
の
上
に
置
い
た
り
、
会
話
の
末
尾
に

「
…
…
。」（
孔
子
）
と
発
言
者
名
を
記
す
と
い
う

形
も
あ
り
ま
す
が
、
高
校
現
場
で
は
現
実
的
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　

筆
者
は
、
授
業
で
は
Ｂ
と
Ｄ
の
パ
タ
ー
ン
を
用

い
ま
す
。
Ｂ
は
「
お
っ
し
ゃ
っ
た
」
と
も
訳
せ
ま

す
が
、
孔
子
の
神
聖
化
へ
の
さ
さ
や
か
な
抵
抗
と

し
て
、「
言
わ
れ
た
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
子
曰
」
は
古
く
は
「
あ
な
つ
の

た
ま
わ
く
」（「
あ
な
つ
」
は
孔
子
の
意
）
と
読
ま

れ
た
そ
う
で
す
。「
し
の
た
ま
わ
く
」
を
経
て
、

現
在
の
教
科
書
で
は
「
し
い
わ
く
」
に
統
一
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
出
版
物
で
も
「
し
の
の
た

ま
わ
く
」（
小
倉
紀
蔵
『
新
し
い
論
語
』）
と
読
む
も

の
が
あ
る
の
は
、
興
味
深
い
現
象
で
す
。

■
訓
読
は
な
ぜ
変
わ
る
？

Ｑ�　

教
科
書
が
変
わ
る
と
、
訓
読
の
ち
が
い
に
と

ま
ど
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
対
処
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
『
論
語
』
の
有
名
な
章
に
つ
い
て
、
訓
読
の

差
異
と
解
釈
の
関
連
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

Ⅰ　

訓
読
は
異
な
る
が
、
解
釈
は
同
じ
。

Ⅱ　

訓
読
が
異
な
り
、
解
釈
も
異
な
る
。

Ⅲ　

訓
読
は
同
じ
で
も
、
解
釈
は
異
な
る
。

　
「
吾
日
三
省
吾
身
。」
の
「
三
省
吾
身
。」（
学
而

編
）
に
二
と
お
り
の
訓
読
が
あ
る
の
は
、
Ⅰ
の
例

で
す
。「
三
た
び
吾
が
身
を
省
み
る
。」
も
「
吾
が

身
を
三
省
す
。」
も
、「
自
分
の
行
っ
た
こ
と
を
な

ん
ど
も
反
省
す
る
。」
の
意
で
、
解
釈
に
差
は
あ

り
ま
せ
ん
。（「
三
省
」
を
「
三
つ
の
こ
と
を
反
省
す

る
」
と
解
釈
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。）

　

譬
如
下
北
辰
居
二
其
所
一
、而
衆
星
共
上レ

之
。

�

（
為
政
編
）

の
「
共
」
を
、「
共む
か

ふ
」
と
読
む
か
、「
共き
ょ
うす
」
と

読
む
か
は
、
Ⅱ
と
関
わ
り
ま
す
。「
共
」
は
、

「
向
」
の
意
味
で
解
釈
す
れ
ば
「
む
か
う
」
意
で

あ
り
、「
拱
」
の
意
味
で
解
釈
す
れ
ば
「
拱
き
ょ
う

手し
ゅ

の

礼
を
す
る
（
敬
意
を
表
す
）」
意
と
な
り
ま
す
。

　

Ⅲ
の
例
と
し
て
は
、「
川せ
ん

上じ
ょ
うの
嘆た
ん

」（
子し

罕か
ん

編
）

が
あ
り
ま
す
。
短
い
記
述
だ
け
で
は
、
そ
の
言
葉

の
背
景
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
人
間
を
過
去
へ
と
押

し
流
す
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
反
対
に
力
強

く
未
来
へ
と
時
間
が
継
続
す
る
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
が
生
ま
れ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
す
。

　

記
憶
に
頼
ら
ず
に
、
教
科
書
を
熟
読
し
、
訓
読

を
確
認
し
た
上
で
音
読
の
練
習
も
し
っ
か
り
行
い

ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
自
信
を
持
っ
て
授
業
に

臨
み
た
い
も
の
で
す
。

●
孔
子
と
弟
子
の
人
物
像
に
つ
い
て
は

　�

➡
26
ペ
ー
ジ「『
論
語
』が
断
然
お
も
し
ろ
く
な

る
！
女
子
の
た
め
の
人
物
紹
介
」

●『
論
語
』
を
も
っ
と
読
む
に
は

　�

➡
29
ペ
ー
ジ「
目
的
別『
論
語
』を
知
る
た
め
の

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
」

●
も
う
い
ち
ど
疑
問
を
お
さ
ら
い
！

　�

➡
11
ペ
ー
ジ「『
論
語
』の
指
導
Ｑ
＆
Ａ
そ
の
１
」

杏
きょう

壇
だん

礼楽図（『聖
せい

蹟
せき

之図』、部分）
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『
論
語
』
と
聞
け
ば
“
生
徒
が
授
業
に
乗
っ
て
こ
な
い
”
と
お
悩
み
の
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
『
論
語
』
ほ
ど
“
切
り
込
み
方
”
次
第
で
お
も

し
ろ
く
読
め
る
古
典
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
切
り
口
は
、“
孔
子
と
門
人
た
ち

の
性
格
に
つ
い
て
高
校
生
に
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
紹
介
す
る
”
と
い
う
も
の
。

授
業
の
導
入
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
、“
い
る
い
る
、
こ
ん
な
人
！
”“
私

な
ら
こ
の
タ
イ
プ
が
好
き
”
と
、
教
室
が
盛
り
上
が
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

閔び
ん

子し

鶱け
ん

お
っ
と
り
坊
ち
ゃ
ん
タ
イ
プ

   

祐ゆ
う

木き

亜あ

子こ

（
中
国
古
典
研
究
家
）

人
物
紹
介

『論語』が断然おもしろくなる！ 女子のための

子し

路ろ

（
季き

路ろ

）

気
の
い
い
番
長
タ
イ
プ

　

ワ
イ
ル
ド
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
快

男
児
。
間
違
っ
た
こ
と
が
大
キ
ラ
イ
な
正
義
感

の
強
い
人
。
誰
に
対
し
て
も
物
お
じ
せ
ず
話
が

部活
キャプテン

系

聞
レ
一 

以 

知
レ
十
。

（
一を
聞
い
て
以
て
十
を
知
る
。）

不
レ
間
二
於 

其 

父 

母 

昆 

弟 

之 

言
一。

（
其
の
父
母
昆
弟
の
言
を
間
せ
ず
。）

仁 

而 

不
レ
佞
。

（
仁
な
れ
ど
も
佞
な
ら
ず
。）

始 

可
二
与 

言
一レ
詩 

已 

矣
。

（
始
め
て
与
に
詩
を
言
う
べ
き
の
み
。）

子し

貢こ
う

モ
テ
モ
テ
生
徒
会
長
タ
イ
プ

顔が
ん

淵え
ん

（
顔が

ん

回か
い

）

ち
ょ
っ
と
病
弱
な
優
等
生
タ
イ
プ

仲ち
ゅ
う

弓き
ゅ
う

（
冉ぜ

ん

雍よ
う

）

包
容
力
の
あ
る
社
長
タ
イ
プ

孔
子

　

頭
が
良
く
真
面
目
な
勉
強
家
。
で
も
単
な
る
知

識
オ
タ
ク
じ
ゃ
な
い
。
孔
子
の
教
え
を
日
常
生
活
の

中
で
実
行
で
き
た
の
は
弟
子
の
中
で
彼
一
人
。
自
分

に
は
厳
し
く
人
に
は
や
さ
し
く
穏
や
か
に
接
す
る
の

で
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
信
頼
さ
れ
る
。
金
儲
け
や
出
世

な
ん
て
興
味
な
し
。
ひ
た
す
ら
孔
子
を
尊
敬
し
、
楽

し
ん
で
道
を
求
め
る
求
道
者
。
孔
子
の
愛
弟
子
。

　

家
族
思
い
の
優
し
く
穏
や
か
な
性
格
。

金
儲
け
し
た
い
、
偉
く
な
り
た
い
と
い
う
ギ

ラ
ギ
ラ
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
。
い
つ
も
は
無

口
だ
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
正
義
を
貫

く
好
男
子
。 　

思
い
や
り
が
あ
り
度
量
の
大

き
い
人
格
者
。
孔
子
に
“
彼
は

立
派
な
政
治
家
に
な
れ
る
”
と

太
鼓
判
を
押
さ
れ
る
。
口
下
手

で
ひ
か
え
め
な
彼
の
性
格
に
孔

子
は
好
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

頭
は
切
れ
る
し
口
は
立
つ
し
金
儲
け
も
上
手

だ
か
ら
華
や
か
で
目
立
つ
タ
イ
プ
。
幅
広
い
知

識
と
先
を
見
通
す
能
力
を
フ
ル
に
生
か
し
外
交

や
交
渉
事
で
大
活
躍
す
る
。
孔
門
第
一の
金
持

ち
で
才
能
あ
ふ
れ
る
自
信
家
ゆ
え
に
人
を
批
判

し
た
り
貧
し
い
人
を
見
下
し
た
り
す
る
“
上
か

ら
目
線
”の
と
こ
ろ
も
。
と
も
す
る
と
多
弁
で

才
気
ば
し
る
の
を
孔
子
に
た
し
な
め
ら
れ
る
。

　

穏
や
か
で
素

直
、
ひ
か
え
め

で
謙
虚
な
人

柄
。
弟
子
に
対

し
て
厳
し
く
も

愛
情
を
か
け
る

人
情
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
涯
、
仁
を
守
り

道
を
求
め
学
び
続
け
た
情
熱
家
で
も
あ
る
。

メガネ男子
系

いやし系 オトナ男子
系

オレサマ
系

言語

徳行
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学
レ
道 

則 

愛
レ
人
。

（
道
を
学
ぶ
と
き
は
則
ち
人
を
愛
す
。）

為
二
君 

子 

儒
一。

（
君
子
の
儒
と
為
れ
。）

曾そ
う

子し

（
曾そ

う

参し
ん

）

マ
ジ
メ
で
一
途
な
忠
犬
タ
イ
プ

子し

張ち
ょ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な

肉
食
男
子
タ
イ
プ

子し

遊ゆ
う

負
け
ず
嫌
い
な
芸
術
家
タ
イ
プ

子し

夏か

感
性
豊
か
な
学
者
タ
イ
プ

　

礼
儀
正
し
く
音
楽
に
通
じ
た
文
化
人
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
思
考
の
子
張
や
学
問
好
き
の
子
夏
に
ひ

そ
か
な
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
燃
や
す
。
生
真
面
目

過
ぎ
て
孔
子
に
か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
も
。

　

頭
の
回
転
が
速
く
、
あ
ざ
や
か
な
発

想
の
転
換
が
で
き
る
学
者
タ
イ
プ
。
文

学
好
き
だ
が
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
る

学
問
オ
タ
ク
の
面
も
。
孔
子
か
ら“
知

識
バカ
に
な
る
な
”と
釘
を
さ
さ
れ
る
。

　

自
分
の
行
い
や
友
達
と
の
つ
き

あ
い
に
お
い
て
真
心
と
思
い
や
り

を
大
切
に
す
る
善
良
な
人
。
不

器
用
で
呑
み
込
み
は
遅
い
け
ど
孔
子
の
教

え
を
忠
実
に
守
り
、
こ
つ
こ
つ
努
力
す
る
と

こ
ろ
が
彼
の
魅
力
。
心
の
あ
た
た
か
い
親

孝
行
息
子
で
も
あ
る
。

　

仕
官
や
出
世
を
積
極
的
に
求
め

る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
人
。
困
難
な

こ
と
も
努
力
し
て
や
り
遂
げ
る
が

ん
ば
り
屋
だ
が
、
名
声
や
評
判
を

得
よ
う
と
見
栄
を
張
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
孔
子
か
ら
“
何
事
も
行

き
過
ぎ
だ
”と
言
わ
れ
る
。

サブカル
男子系

文学オタク
系

大器晩成
系

ギラギラ系

吾 

日 
三-
二
省 

吾 

身
一。

（
吾
れ
日
に
吾
が
身
を
三
省
す
。）

為
レ
難
レ
能 

也
。

（
能
く
し
難
し
と
為
す
。）

於
レ
従
レ
政 

乎 

何 

有
。

（
政
に
従
う
に
於
い
て
何
か
有
ら
ん
。）

好
レ
勇 

過
レ
我
。

（
勇
を
好
む
こ
と
我
に
過
ぎ
た
り
。）

冉ぜ
ん

求き
ゅ
う

（
冉ぜ

ん

有ゆ
う

）

で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
タ
イ
プ

　

マ
ル
チ
な
才
能
を
持
ち
仕
事
を
テ
キ
パ
キ
と

こ
な
す
実
務
家
。
引
っ
込
み
思
案
な
性
格
か
ら

か
、
失
敗
や
批
判
を
お
そ
れ
て
、
先
に
言
い
訳

を
用
意
す
る
ズ
ル
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
人
の
道
に

外
れ
た
こ
と
を
し
て
孔
子
か
ら
“
お
前
な
ど
仲

間
で
は
な
い
”と
言
わ
れ
た
こ
と
も
。

で
き
る
率
直
で
飾
り
気
の
な
い
性
格
が
彼
の
持

ち
味
。
勇
敢
で
一
本
気
な
男
ら
し
い
性
格
だ
け

ど
ヤ
ボ
で
ガ
サ
ツ
な
面
も
。
無
鉄
砲
で
で
し
ゃ

ば
り
な
と
こ
ろ
が
玉
に
キ
ズ
。
正
直
で
素
直
な

人
柄
が
孔
子
に
愛
さ
れ
る
。

知的クール
系 政治文

学

朽 

木 

不
レ
可
レ
雕 

也
。

（
朽
木
は
雕
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。）

宰さ
い

予よ

（
宰さ

い

我が

）

世
渡
り
上
手
な
お
役
人
タ
イ
プ

語
り
口
さ
わ
や
か
な
弁
論
の
達
人
。
要
領
よ
く

何
で
も
器
用
に
こ
な
す
才
も
あ
る
。
た
だ
、
偉

そ
う
な
こ
と
を
言
う
割
に
は
だ
ら
し
な
く
、
昼

寝
を
し
て
叱
ら
れ
る
な
ど
実
際
の
行
動
が
伴
わ

な
い
の
が
彼
の
欠
点
。“
不
人
情
な
上
に
し
か
っ

て
も
改
め
な
い
男
”と
孔
子
に
匙
を
投
げ
ら
れ
る
。

マイペース
男子系

冉ぜ
ん

伯は
く

牛ぎ
ゅ
う

や
さ
し
い
お
母
さ
ん
タ
イ
プ

斯 

人 

也
、
而 

有
二
斯 

疾
一
也
。

（
斯
の
人
に
し
て
斯
の
疾
有
り
や
。）

　

人
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
思
い
や
り
に
満

ち
た
人
。
そ
の
人
柄
は
“
心
優
し
く
親
切
な

彼
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
る
な
ん
て
運
命
と
し

か
言
え
な
い
”と
孔
子
が
嘆
き
悲
し
む
ほ
ど
。

いい人系
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●
参
考
　
原
文
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳

�

＊〈　

〉
内
は
編
名
・
巻
・
章
を
示
す

【
顔
淵
（
顔
回
）】
が
ん
え
ん
（
が
ん
か
い
）

　

回
也�
聞イ
テレ
一ヲ�
以テ�

知ル
レ
十ヲ
。〈
公
冶
長
五-

九〉

　

回
や
一
を
聞
い
て
以も
つ

て
十
を
知
る
。
訳
回
は

一
を
聞
け
ば
十
を
悟
る
明
敏
な
人
で
す
。（
子
貢
の

言
葉
）

【
子
路
（
季
路
）】
し
ろ
（
き
ろ
）

　

由
也
好ム
コ
ト

レ�

勇ヲ�

過ギ
タ
リレ
我ニ
。〈
公
冶
長
五-

七〉

　

由
や
勇
を
好
む
こ
と
我
に
過
ぎ
た
り
。
訳
由

の
勇
気
の
あ
る
こ
と
は
自
分
以
上
だ
。（
勇
み
立
つ

子
路
の
様
子
を
見
て
）

【
子
貢
】
し
こ
う

　

賜
也
始メ
テ�

可キ
二
与ニ�

言フ一レ
詩ヲ�

已
矣
。〈
学
而
一-

十五〉

　

賜し

や
始
め
て
与と
も

に
詩
を
言
う
べ
き
の
み
。
訳

賜
よ
、
お
前
こ
そ
本
当
に
詩
の
わ
か
る
者
だ
。

（
子
貢
が
「
切
磋
琢
磨
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
に
対
し
て
）

【
冉
求
（
冉
有
）】
ぜ
ん
き
ゅ
う
（
ぜ
ん
ゆ
う
）

　

求
也
芸ア
リ。
於イ
テレ
従フ
ニレ
政ニ�

乎
何カ�

有ラ
ン。〈
雍
也
六-

六〉

　

求
や
芸
あ
り
。
政
に
従
う
に
於
い
て
何
か
有
ら

ん
。
訳
求
は
多
芸
で
あ
る
。
政
治
に
従
事
す
る

こ
と
に
つ
い
て
何
の
問
題
も
な
い
。

【
宰
予
（
宰
我
）】
さ
い
よ
（
さ
い
が
）

　

宰
予
昼
寝ネ
タ
リ。

子
曰ハ
ク、「

朽
木ハ�

不ル
レ
可カ
ラレ

雕ル�

也
。」

〈
公
冶
長
五-

十〉

　

宰
予
昼
寝い

ね
た
り
。
子
曰い

は
く
、「
朽く
ち

木き

は
雕ゑ

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
…
」
と
。
訳
宰
予
が
昼
寝

を
し
た
。
孔
子
は
（
強
く
責
め
て
）「
腐
っ
た
木
に
は

雕
刻
は
で
き
な
い
。（
心
が
腐
っ
た
者
を
教
え
て
も
無
駄

な
こ
と
だ
。）
…
」
と
言
っ
た
。

【
仲
弓
（
冉
雍
）】
ち
ゅ
う
き
ゅ
う
（
ぜ
ん
よ
う
）

　

或ル
ヒ
ト

�

曰ハ
ク、「
雍
也
仁ナ
レ
ド
モ而
不ト
レ
佞ナ
ラ。」
子
曰ハ
ク、「
焉ク
ン
ゾ

�

用ヰ
ン
ヤ
トレ
佞ヲ
。」〈
公
冶
長
五-

五〉

　

或
る
ひ
と
曰
は
く
、「
雍
や
仁
な
れ
ど
も
佞ね
い

な

ら
ず
。」
と
。
子
曰
は
く
、「
焉い
づ

く
ん
ぞ
佞
を
用
い

ん
や
。
…
」
と
。
訳
あ
る
人
が
、「
雍
は
仁
者
だ

が
、
惜
し
い
こ
と
に
弁
才
が
な
い
」
と
仲
弓
を
批

評
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
孔
子
は
、「
何
も
弁
才

の
必
要
は
な
い
。
…
」
と
言
っ
た
。

【
閔
子
鶱
】
び
ん
し
け
ん

　

孝ナ
ル�

哉�

閔
子
騫
。
人
不
レ
間セ
二
於�

其ノ�

父
母
昆
弟

之
言ヲ
一。〈
先
進
十一-

四〉

　

孝
な
る
か
な
閔
子
鶱
。
人�

其
の
父
母
昆
弟
の

言
を
間
せ
ず
。
訳
閔
子
騫
は
孝
行
だ
な
あ
。
父

母
兄
弟
が
閔
子
騫
を
ほ
め
る
言
葉
に
対
し
て
、
世

間
の
人
で
誰
一
人
、
異
議
を
さ
し
は
さ
む
者
が
な

い
。

【
冉
伯
牛
】
ぜ
ん
は
く
ぎ
ゅ
う

　

斯ノ�

人ニ
シ
テ

也
、
而
有ル
二
斯ノ�

疾
一
也
。〈
雍
也
六-

八〉

　

斯こ

の
人
に
し
て
斯
の
疾
や
ま
ひ

有
る
や
。
訳
こ
ん
な

に
立
派
な
人
な
の
に
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
病
気
に

な
っ
て
し
ま
う
と
は
。（
伯
牛
を
見
舞
っ
た
孔
子
の
嘆
き
）

【
子
遊
】
し
ゆ
う

　

君
子
学ブ
ト
キ
ハ

レ�

道ヲ�

則チ�

愛シ
レ

人ヲ
、
小
人
学ブ
ト
キ
ハ

レ�

道ヲ�

則チ�

易キ
レ
使ヒ�

也
。〈
陽
貨
十七-

四〉

　

君
子
道
を
学
ぶ
と
き
は
則す
な
はち
人
を
愛
し
、
小
人

道
を
学
ぶ
と
き
は
則
ち
使
い
易や
す

き
な
り
。
訳
為

政
者
が
礼
楽
の
道
を
学
べ
ば
、
人
民
を
愛
す
る
よ

う
に
な
る
。
人
民
が
礼
楽
を
学
べ
ば
、
従
順
に
な

り
使
い
や
す
く
な
る
。（
武
城
の
町
の
長
官
で
あ
る
子
遊

が
守
っ
て
い
る
孔
子
の
教
え
）

【
子
夏
】
し
か

　

女
為レ
二
君
子ノ
儒ト
一。〈
雍
也
六-

十一〉

　

女な
ん
ぢ

�

君
子
の
儒じ
ゅ

と
為な

れ
。
訳
お
ま
え
は
学
者
と

な
る
か
ら
に
は
、
君
子
の
学
者
に
な
る
が
よ
い
。

【
曾
子
（
曾
参
）】
そ
う
し
（
そ
う
し
ん
）

　

吾�

日ニ�

三-

二
省ス�

吾ガ�

身ヲ
一。〈
学
而
一-

四〉

　

吾わ
れ

日
に
吾わ

が
身
を
三
省
す
。
訳
私
は
毎
日
何

度
も
自
分
自
身
を
反
省
す
る
。（
曾
子
の
言
葉
）

【
子
張
】
し
ち
ょ
う

　

吾ガ�

友
張
也
、
為ス
レ
難シ
トレ
能ク
シ�

也
。
然レ
ド
モ

�

而
未ダ
レ
仁ナ
ラ。

〈
子
張
十九-

十五〉

　

吾
が
友
張
や
、
能
く
し
難
し
と
為
す
。
然し
か

れ
ど

も
未い
ま

だ
仁
な
ら
ず
。
訳
わ
が
友
の
子
張
は
、

我
々
の
及
び
が
た
い
立
派
な
人
材
で
あ
る
が
、
ま

だ
仁
の
道
に
は
十
分
に
達
し
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。（
子
遊
の
言
葉
）
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●
特
集
＝『
論
語
』を
も
っ
と
活
用
し
よ
う

目
的
別『
論
語
』
を
知
る
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド�

平ひ
ら

井い

　
徹と
お
る

�

（
慶
應
義
塾
大
学
）�

■『
論
語
』
本
文
と
訳
・
解
釈
を
読
む
に
は

○
金
谷
治
『
論
語
』
岩
波
文
庫　

一九六三

○
木
村
英
一
『
論
語
』
講
談
社
文
庫　

一九七五

特
に
巻
末
の
解
説
部
分
が
優
れ
て
い
る
。

○
宇
野
哲
人
『
論
語
新
釈
』
講
談
社
学
術
文
庫　

一九八〇　
朱
子
の
新
注
に
よ
る
解
釈
。

○
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
』
上
・
下　

朝
日
選
書　

一九九六

○
加
地
伸
行
『
論
語
』
講
談
社
学
術
文
庫　

二〇〇九

増
補
版　
中
高
生
に
は
ま
ず
、
同
氏
『
論
語
』
選
訳
本

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、

二〇〇四）
を
す
す
め
る
。

○
神
鷹
徳
治
編
『
傍
訓
論
語
』
游
学
社　

二〇一三　

原
典
の
影
印
。
カ
タ
カ
ナ
で
全
て
の
読
み
が
付
さ
れ
、
江
戸

時
代
の
読
み
方
が
具
体
的
に
わ
か
り
、
副
教
材
に
も
使
え
る
。

■『
論
語
』
の
世
界
を
知
る
に
は

○
金
谷
治
『
論
語
の
世
界
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）

日
本
放
送
出
版
協
会　

一九七〇

○
鈴
木
修
次
『
文
学
と
し
て
の
論
語
』
東
京
書
籍

一九七九　
口
承
文
学
、
修
辞
の
側
面
か
ら
照
射
す
る
。

○
鈴
木
修
次
『
論
語
と
孔
子
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

一九八四

○
村
山
吉
廣
『
論
語
名
言
集
』
中
公
文
庫　

一九九九

○
村
山
吉
廣
『
論
語
の
こ
と
ば
』
財
団
法
人
斯し

文ぶ
ん

会か
い

二〇〇二　
村
山
氏
の
両
書
は
、
高
校
生
に
も
十
分
読
み
や
す
い
。

○
一
海
知
義
『
論
語
語
論
』
藤
原
書
店　

二〇〇五　

講
義
録
が
ベ
ー
ス
。
言
語
感
覚
に
対
す
る
冴
え
を
感
じ
る
。

○
𢎭ゆ
は
ず

和
順
『
論
語
─
珠
玉
の
三
十
章
』（
あ
じ
あ

ブ
ッ
ク
ス
）
大
修
館
書
店　

二〇〇七　
英
訳
と
中
訳
つ
き
。

○
加
地
伸
行
『｢
論
語｣

再
説
』
中
公
文
庫　

二〇〇九

○
加
地
伸
行
『
論
語
の
こ
こ
ろ
』
講
談
社
学
術
文

庫　

二〇一五

○
井
波
律
子
『
論
語
入
門
』
岩
波
新
書　

二〇一二

○
湯
浅
邦
弘
『
論
語
─
真
意
を
読
む
』
中
公
新
書

二〇一二　
出
土
資
料
研
究
の
成
果
を
反
映
。

■
孔
子
と
そ
の
時
代
・
社
会
に
つ
い
て
知
る
に
は

○
加
賀
栄
治
「『
論
語
』
の
背
景
─
孔
子
と
そ
の
時

代
」（『
文
化
講
座
講
演
録 

論
語
』
所
収
）
大
東
急

記
念
文
庫　

一九七四

○
常
石
茂
『
論
語
を
読
む
』 

勁
草
書
房　

一九八一

○
李り

長ち
ょ
う

之し

（
守
屋
洋
訳
）『
人
間
孔
子
』　

徳
間
文

庫　

一九八九

○
金
谷
治
『
孔
子
』
講
談
社
学
術
文
庫　

一九九〇　

一
冊
の
文
庫
本
で
は
、
内
容
的
に
最
も
完
備
し
た
も
の
。

○
宇
野
茂
彦
『
孔
子
も
の
が
た
り
─
人
の
道　

天

の
道
』
財
団
法
人
斯
文
会　

一九九五

○
蜂
屋
邦
夫
『
孔
子
─
中
国
の
知
的
源
流
』
講
談

社
現
代
新
書　

一九九七　
堅
実
な
内
容
を
平
易
に
説
き
、

儒
家
の
道
統
に
も
詳
し
く
言
及
す
る
。

○
白
川
静
『
孔
子
伝
』
中
公
文
庫
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｏ

二〇〇三　
儒
の
源
流
と
儒
家
集
団
に
つ
い
て
も
詳
説
。

○
高
木
智
見
『
孔
子
─
我
、
戦
え
ば
則
ち
克
つ
』

（
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
）
山
川
出
版
社　

二〇一三

小
冊
子
な
が
ら
、
最
新
の
研
究
を
踏
ま
え
、
歴
史
的
観
点
か

ら
孔
子
を
位
置
づ
け
る
。

○
加
地
伸
行
『
孔
子
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫　

二〇一六

■
碩
学
が
語
る『
論
語
』の
読
み
方
に
ふ
れ
る
に
は

○
武
者
小
路
実
篤
『
論
語
私
観
』
新
潮
文
庫　

一九五四

＊
国
内
の
著
作
物
で
、
戦
後
刊
行
の
も
の
に
限
っ
て
選
定
し
た
。

＊
版
を
変
え
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
も
の
で
示
し
た
。

＊
で
き
る
だ
け
入
手
し
や
す
い
も
の
と
し
て
、
文
庫
・
新
書
を
多
め
に
採
録
し
た
。
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○
小
倉
芳
彦
「
論
語
耽
読
」（『
古
代
中
国
を
読
む
』

所
収
）
岩
波
新
書　

一九七四　

『
論
語
』
の
読
み
方
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
著
者
の
告
白
。

○
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
に
つ
い
て
』
講
談
社
学
術

文
庫　

一九七六

○
吉
川
幸
次
郎
『
中
国
の
知
恵
─
孔
子
に
つ
い
て
』

ち
く
ま
学
芸
文
庫　

二〇一二

○
桑
原
武
夫
『
論
語
』
ち
く
ま
文
庫　

一九八五　

巻
末
の
「
私
と
『
論
語
』」
が
秀
逸
。

○
駒
田
信
二
『｢

論
語｣

そ
の
裏
お
も
て
』
旺
文

社
文
庫　

一九八五

○
駒
田
信
二
『
論
語
─
聖
人
の
虚
像
と
実
像
』（
同

時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
岩
波
書
店　

一九九三　
駒
田

氏
の
両
書
は
、
複
眼
的
な
思
考
で
、
随
所
に
深
い
洞
察
力
を
示
す
。

○
和
辻
哲
郎
『
孔
子
』
岩
波
文
庫　

一九八八

○
山
本
七
平
『
論
語
の
読
み
方
』
祥
伝
社　

一九九五

○
宮
崎
市
定
『
論
語
の
新
し
い
読
み
方
』（
同
時

代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
岩
波
書
店　

一九九六

○
金
谷
治
『
論
語
と
私
』
展
望
社　

二〇〇一

■「
中
国
史
の
中
の
儒
教
」
に
つ
い
て
知
る
に
は

○
宇
野
精
一
『
儒
教
思
想
』
講
談
社
学
術
文
庫　

一九八四

○
戸
川
芳
郎
・
蜂
屋
邦
夫
・
溝
口
雄
三
『
儒
教

史
』
山
川
出
版
社　

一九八七

○
村
松
暎
『
儒
教
の
毒
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫　

一九九四　

儒
教
の
功
罪
と
思
想
の
陥
穽
を
鋭
く
指
摘
す
る
。

○
浅
野
裕
一
『
孔
子
神
話
』
岩
波
書
店　

一九九七

○
浅
野
裕
一
『
儒
教　

ル
サ
ン
チ
マ
ン
の
宗
教
』

平
凡
社
新
書　

一九九九　
孔
子
と
そ
の
学
派
の
「
怨
念
」

を
軸
に
説
く
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
儒
教
論
。
前
掲
『
孔
子

神
話
』
を
一
般
向
け
に
書
き
改
め
た
も
の
。

○
陳
舜
臣
『
儒
教
三
千
年
』　

中
公
文
庫　

二〇〇九

中
庸
を
得
て
お
り
、
ま
ず
手
に
取
る
べ
き
一
書
。

○
加
地
伸
行
『
沈
黙
の
宗
教
─
儒
教
』
ち
く
ま
学

芸
文
庫　

二〇一一

○
加
地
伸
行
『
儒
教
と
は
何
か 

増
補
版
』
中
公

新
書　

二〇一五

■
図
像
や
史
跡
関
係
の
資
料
を
探
す
に
は

○
孔こ
う

徳と
く

懋ぼ
う

（
和
田
武
司
訳
）『
孔
子
の
末
裔
』
筑
摩

書
房　

一九九一　

近
代
史
の
な
か
で
翻
弄
さ
れ
た
末
裔
の
秘
話
。

○
加
地
伸
行
『
孔
子
画
伝
』
集
英
社　

一九九一　

孔
子
聖
跡
図
に
よ
り
、
そ
の
生
涯
を
描
く
。
大
判
で
カ
ラ
ー

ペ
ー
ジ
も
多
く
、
見
て
い
て
楽
し
い
。

○
江
連
隆
『
論
語
と
孔
子
の
事
典
』
大
修
館
書
店

一九九六　
全
て
に
重
宝
で
座
右
に
置
き
た
い
。

○
坂
田
新
『
論
語
紀
行
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）
日
本
放
送
出
版
協
会　

二〇〇〇　
番
組
取
材

で
孔
子
ゆ
か
り
の
地
を
巡
っ
た
著
者
の
史
跡
案
内
。

○
孔こ
う

祥し
ょ
う

林り
ん

（
三
浦
吉
明
訳
）『
図
説
孔
子
』
国
書

刊
行
会　

二〇一四　
大
判
の
図
版
資
料
。
世
界
に
お
け
る

孔
子
の
思
想
に
つ
い
て
も
紙
幅
を
割
く
。

■
小
説
・
マ
ン
ガ
な
ど
で
楽
し
む
に
は

○
中
島
敦
「
弟
子
」（
ち
く
ま
文
庫
『
全
集
』
な
ど
）

○
黒
須
重
彦
『
論
語
も
の
が
た
り
』
学
燈
社　

一九七三　
小
学
生
の
た
め
の
中
国
文
学
全
集
の
一
冊
で
、
児

童
版
論
語
の
決
定
版
。
新
井
五
郎
の
挿
画
も
素
晴
ら
し
い
。

入
手
し
づ
ら
い
の
が
残
念
。

○
下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』
講
談
社
学
術
文
庫　

一九八一

○
酒
見
賢
一
『
陋
巷
に
在
り
』
全
十
三
巻　

新
潮

文
庫　

一九九二〜
二〇〇二　
霊
能
者
顔
回
の
視
点
か
ら
見

た
孔
子
を
描
く
。
と
に
か
く
お
も
し
ろ
い
。

○
竹
川
弘
太
郎
（
作
）・
も
も
な
り
高た
か
し

（
画
）『
孔

子
』
全
三
巻　

講
談
社
漫
画
文
庫　

一九九九

○
猪い

原は
ら

賽さ
い

（
原
作
）・
李り

志し

清せ
い

（
作
画
）『
孔
子
と
論

語
』
全
三
巻
（
コ
ミ
ッ
ク
文
庫
）
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ

ク
ト
リ
ー　

二〇一〇

■
学
術
的
に
さ
ら
に
極
め
た
い
人
に
は

○
板
野
長
八
「
孔
子
」（『
中
国
古
代
に
お
け
る
人

間
観
の
展
開
』
所
収
）
岩
波
書
店　

一九七二

○
渡
邊
卓
「
孔
子
伝
の
形
成
」（『
古
代
中
国
思
想

の
研
究
』
所
収
）
創
文
社　

一九七三

○
澤
田
多
喜
男
『｢

論
語｣

考
索
』
知
泉
書
館　

二〇〇九



実社会で活きる国語力を伸ばす
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装丁メモ

改訂



古
典 

古
文
編
・
漢
文
編

﹇
古
Ｂ
３
１
０・３
１
１
﹈

古
文
編
、
漢
文
編
の
分
冊
タ
イ
プ
と
す
る
こ
と
で
、
教
材
数
を
大
幅
に
増
や

し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
の
実
情
に
応
じ
て
、
教
材
を
自
由
に
選
び
、

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
文
編
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
材
に
「
文
法
」
の
設
問
を
設
け
、
総
合
的

な
文
法
力
が
身
に
つ
く
識
別
の
問
題
を
中
心
に
、
確
認
し
て
お
き
た
い
ポ
イ

ン
ト
を
網
羅
し
ま
し
た
。

漢
文
編
で
は
、
各
教
材
ご
と
に
「
訓
読
で
注
意
す
る
文
字
」
と
「
句
法
」
を

ま
と
め
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
頻

出
の
八
つ
の
句
形
に
つ
い
て
用
例
付
き
で
丁
寧
に
解
説
し
た
コ
ラ
ム
「
基
本

句
形
の
ま
と
め
」
を
掲
載
し
、
要
点
を
随
時
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

実社会で活きる国語の力をはぐくむ豊富な教材から自由に選べる

特
色教

材
に
即
し
て
要
点
を
確
認
で
き
る
、

文
法
の
設
問

2
教
材
に
即
し
て
要
点
を
確
認
で
き
る
、

句
法
の
ま
と
め

3
時
代
と
ジ
ャ
ン
ル
を
網
羅
し
た
、

充
実
の
教
材
数

1

巻
頭
に
は
古
典
の
学
習
に
有
益
な
図
録
を
11
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
。
模
型

や
写
真
を
効
果
的
に
使
い
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
世
代
の
高
校
生
が
古
典
の
世
界
を

豊
か
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

単
元
末
に
適
宜
書
き
下
ろ
し
コ
ラ
ム
「
古
典
の
窓
」
を
設
け
、
作
品
・
作
者

の
魅
力
や
文
学
史
に
つ
い
て
の
理
解
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

古
典
の
理
解
が
よ
り
深
ま
る「
古
典
の
窓
」

5
新
し
い
発
想
で
ま
と
め
た
、役
立
つ
巻
頭
図
録

4

言
葉
、
伝
統
、
社
会
、
ユ
ー
モ
ア

｜
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
切
り
開
い
て

い
く
高
校
生
の
た
め
に
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
考
え
て
い
く
き
っ
か
け
と

な
る
教
材
を
精
選
し
ま
し
た
。

単
元
末
に
適
宜
「
読
書
の
窓
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
テ
ー
マ
ご
と
に
高
校

生
に
す
す
め
た
い
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
巻
末
の

「
読
書
の
広
場
」
に
は
魅
力
的
な
作
品
を
二
編
収
録
し
、
生
徒
が
す
す
ん
で
読

書
の
世
界
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

全
編
に
わ
た
っ
て
、
美
し
い
写
真
や
魅
力
的
な

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
カ
ラ
ー
で
効
果
的
に
収
録
し
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

特
色本

の
魅
力
を
伝
え
、読
書
の
世
界
を
広
げ
る

「
読
書
の
窓
」「
読
書
の
広
場
」。

2
学
習
意
欲
を
高
め
る

カ
ラ
ー
写
真
、

イ
ラ
ス
ト
多
数
収
録

3
新
鮮
で
親
し
み
や
す
い
教
材
を

テ
ー
マ
別
単
元
で
構
成

1

新
編 

現
代
文 

﹇
現
Ｂ
３
１
１
﹈
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内な
い

藤と
う

　濯あ
ろ
う

　訳

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
す
じ

絵
か
き
を
目
指
し
て
い
た
「
ぼ
く
」
は
、
自
分
の
絵
を
大
人
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
し
か
た

な
し
に
飛
行
機
の
操
縦
士
に
な
り
ま
し
た
。
六
年
前
、
飛
行
機
が
故
障
し
て
「
ぼ
く
」
は
サ
ハ
ラ
砂

漠
の
真
ん
中
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
ほ
か
の
星
か
ら
来
た
と
い
う
不
思
議
な
男

の
子
が
現
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
「
王
子
さ
ま
」
で
し
た
。
話
を
す
る
う
ち
に
、「
ぼ

く
」
は
し
だ
い
に
王
子
さ
ま
の
こ
と
を
知
っ
て
い
き
ま
し
た
。

王
子
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
の
星
は
家
く
ら
い
の
大
き
さ
し
か
な
く
て
、
ト
ゲ
を
も
っ
た

美
し
い
花
が
一
輪
咲
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
花
は
わ
が
ま
ま
で
、自
分
の
美
し
さ
を
鼻
に
か
け
、

注
文
ば
か
り
つ
け
て
王
子
さ
ま
を
困
ら
せ
た
の
で
、
王
子
さ
ま
は
そ
の
星
か
ら
旅
立
っ
た
の
で
し
た
。

い
ば
っ
た
王
さ
ま
の
星
、
う
ぬ
ぼ
れ
男
の
星
、
呑
み
助
の
星
な
ど
を
訪
れ
た
王
子
さ
ま
は
、
七
番
目

に
こ
の
地
球
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
に
巡
り
合
っ
た
の
で
す
。

510
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王
子
さ
ま
は
、
高
い
山
に
登
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

知
っ
て
い
る
山
と
い
え
ば
、
膝
の
高
さ
ぐ
ら
い
の
三
つ
の

火
山
き
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
休
火
山
の
ほ
う
は
、
腰
掛

け
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
王
子
さ
ま
は
「
こ
ん

な
高
い
山
か
ら
な
ら
、
こ
の
星
の
全
体
と
、
住
ん
で
い
る

人
が
、
み
な
、
一
目
で
見
え
る
だ
ろ
う
。」
と
、
考
え
ま

し
た
。
で
も
、ま
る
で
刃や

い
ばを
突
き
立
て
た
よ
う
な
、と
が
っ

た
岩
の
ほ
か
に
は
、
な
ん
に
も
見
え
ま
せ
ん
。

　「こ
ん
に
ち
は
。」
と
、
王
子
さ
ま
は
、
別
に
あ
て
も

な
く
言
い
ま
し
た
。

　「こ
ん
に
ち
は
…
…
こ
ん
に
ち
は
…
…
こ
ん
に
ち
は

…
…
。」
と
、
こ
だ
ま
が
答
え
ま
し
た
。

　「あ
ん
た
、
だ
れ
？
」
と
、
王
子
さ
ま
が
言
い
ま
し
た
。

　「あ
ん
た
、
だ
れ
…
…
あ
ん
た
、
だ
れ
…
…
あ
ん
た
、

だ
れ
…
…
。」
と
、
こ
だ
ま
が
答
え
ま
し
た
。

　「ぼ
く
の
友
達
に
な
っ
て
ね
。
ぼ
く
、
一
人
な
ん
だ
。」

と
、
王
子
さ
ま
が
言
い
ま
し
た
。

　「一
人
な
ん
だ
…
…
一
人
な
ん
だ
…
…
一
人
な
ん
だ

…
…
。」
と
、
こ
だ
ま
が
答
え
ま
し
た
。

王
子
さ
ま
は
、
そ
の
と
き
考
え
ま
し
た
。

　「な
ん
て
、
変
な
星
だ
ろ
う
、
か
ら
か
ら
で
、
と
ん
が

り
だ
ら
け
で
、
塩
っ
気
だ
ら
け
だ
。
そ
れ
に
、
人
間
に
、

味
が
な
い
。
人
の
言
う
こ
と
お
う
む
返
し
に
す
る
き
り
だ

…
…
。
ぼ
く
の
星
に
は
、
花
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

花
は
、
い
つ
も
、
こ
っ
ち
か
ら
な
ん
に
も
言
わ
な
い
う
ち

に
、
も
の
を
言
っ
て
た
ん
だ
が
な
あ
…
…
。」

　
　
　
　
　
　
　＊

と
こ
ろ
で
、
王
子
さ
ま
が
、
砂
原
と
、
岩
と
雪
を
踏
み

分
け
て
、
長
い
こ
と
歩
い
て
い
ま
す
と
、
や
っ
と
、
一
本

の
道
を
見
つ
け
ま
し
た
。
道
と
い
う
も
の
は
、
み
な
、
人

の
い
る
と
こ
ろ
へ
、
通
じ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

　「こ
ん
に
ち
は
。」
と
、
王
子
さ
ま
が
言
い
ま
し
た
。

そ
こ
は
、
バ
ラ
の
花
の
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
る
庭
で
し
た
。

　「こ
ん
に
ち
は
。」
と
、
バ
ラ
の
花
た
ち
が
言
い
ま
し
た
。
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訳

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
す
じ

絵
か
き
を
目
指
し
て
い
た
「
ぼ
く
」
は
、
自
分
の
絵
を
大
人
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
し
か
た

な
し
に
飛
行
機
の
操
縦
士
に
な
り
ま
し
た
。
六
年
前
、
飛
行
機
が
故
障
し
て
「
ぼ
く
」
は
サ
ハ
ラ
砂

漠
の
真
ん
中
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
ほ
か
の
星
か
ら
来
た
と
い
う
不
思
議
な
男

の
子
が
現
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
「
王
子
さ
ま
」
で
し
た
。
話
を
す
る
う
ち
に
、「
ぼ

く
」
は
し
だ
い
に
王
子
さ
ま
の
こ
と
を
知
っ
て
い
き
ま
し
た
。

王
子
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
の
星
は
家
く
ら
い
の
大
き
さ
し
か
な
く
て
、
ト
ゲ
を
も
っ
た

美
し
い
花
が
一
輪
咲
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
花
は
わ
が
ま
ま
で
、自
分
の
美
し
さ
を
鼻
に
か
け
、

注
文
ば
か
り
つ
け
て
王
子
さ
ま
を
困
ら
せ
た
の
で
、
王
子
さ
ま
は
そ
の
星
か
ら
旅
立
っ
た
の
で
し
た
。

い
ば
っ
た
王
さ
ま
の
星
、
う
ぬ
ぼ
れ
男
の
星
、
呑
み
助
の
星
な
ど
を
訪
れ
た
王
子
さ
ま
は
、
七
番
目

に
こ
の
地
球
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
に
巡
り
合
っ
た
の
で
す
。
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王
子
さ
ま
は
、
高
い
山
に
登
り
ま
し
た
。
こ
れ

知
っ
て
い
る
山
と
い
え
ば
、
膝
の
高
さ
ぐ
ら
い

火
山
き
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
休
火
山
の
ほ
う
は

け
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
王
子
さ
ま
は

な
高
い
山
か
ら
な
ら
、
こ
の
星
の
全
体
と
、
住
ん

人
が
、
み
な
、
一
目
で
見
え
る
だ
ろ
う
。」
と
、

し
た
。
で
も
、ま
る
で
刃や

い
ばを
突
き
立
て
た
よ
う
な

た
岩
の
ほ
か
に
は
、
な
ん
に
も
見
え
ま
せ
ん
。

「
こ
ん
に
ち
は
。」
と
、
王
子
さ
ま
は
、
別
に

な
く
言
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
…
…
こ
ん
に
ち
は
…
…
こ
ん

…
…
。」
と
、
こ
だ
ま
が
答
え
ま
し
た
。

「
あ
ん
た
、
だ
れ
？
」
と
、
王
子
さ
ま
が
言
い

「
あ
ん
た
、
だ
れ
…
…
あ
ん
た
、
だ
れ
…
…
あ

だ
れ
…
…
。」
と
、
こ
だ
ま
が
答
え
ま
し
た
。

「
ぼ
く
の
友
達
に
な
っ
て
ね
。
ぼ
く
、
一
人
な

と
、
王
子
さ
ま
が
言
い
ま
し
た
。

読書の窓
読書の広場

に
こ
の
地
球
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
に
巡
り
合
っ
た
の
で
す
。

れのははん、なにんいあな
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510

鉄ぽ

っ

ぽ

や

道
員 

浅あ
さ

田だ

　
次じ

郎ろ
う

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
す
じ

　佐さ

藤と
う

乙お
と

松ま
つ

は
、
北
海
道
の
小
さ
な
駅
の
鉄
道
員
で
あ
る
。
彼
は
一
七
年
前
に
一
人
娘
の
雪
子
（
ユ
ッ
コ
）
を

亡
く
し
た
日
も
、
二
年
前
に
愛
す
る
妻
を
亡
く
し
た
日
も
、
駅
に
立
ち
続
け
た
。
そ
ん
な
乙
松
も
こ
の
三
月
に

廃
線
と
な
る
幌ほ
ろ

舞ま
い

線
（
物
語
中
の
架
空
の
路
線
名
）
と
と
も
に
、
定
年
を
迎
え
る
。

　そ
の
年
の
正
月
明
け
の
日
の
夕
方
、
こ
の
春
小
学
校
に
上
が
る
と
い
う
女
の
子
が
、
真
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ
っ
て
幌
舞
駅
に
や
っ
て
来
る
。 

ひ
と
し
き
り
乙
松
の
周
り
に
ま
と
わ
り

つ
い
て
離
れ
な
い
で
い
た
が
、 

人
形
を
置
い
た
ま
ま
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

　そ
の
日
の
深
夜
、
今
度
は
こ
の
春
中
学
校
に
上
が
る
と
い
う
少
女
が
、
妹
の
忘
れ

て
い
っ
た
人
形
を
取
り
に
や
っ
て
来
る
。
そ
の
少
女
は
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
乙
松
に

口
移
し
に
す
る
と
「
駅
長
さ
ん
と
、
キ
ス
し
ち
ゃ
っ
た
。」
と
言
い
残
し
て
帰
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
日
の
夕
方
…
…
。
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午
後
に
な
っ
て
ま
た
降
り
出
し
た
雪
が
、
①ボ

タ
山
の
影
を
お
ぼ
ろ
に
隠
す
ほ
ど
繁し

げ

く
な
っ
た
。
音
の
な
い

世
界
に
レ
ー
ル
の
軋き

し

み
と
も
聞
き
ま
が
う
耳
鳴
り
が
や
っ
て
き
て
、
乙
松
は
真
白
な
坊
主
頭
を
抱
え
た
。

ふ
と
、
出
札
口
の
ガ
ラ
ス
が
叩た

た

か
れ
て
乙
松
は
頭
を
上
げ
た
。
お
さ
げ
髪
の
女
子
高
生
が
、
②ギ

ャ
バ
地
の

コ
ー
ト
の
雪
を
払
っ
て
い
た
。

　「こ
ん
に
ち
は
、
駅
長
さ
ん
。」

て
い
ね
い
に
頭
を
下
げ
る
し
ぐ
さ
に
見
覚
え
が
あ
る
。
ゆ
う
べ
の
子
供
た
ち
の
、
ま
た
そ
の
上
の
姉
が
忘

れ
物
を
取
り
に
来
た
の
だ
と
気
付
く
と
、
乙
松
の
心
は
た
ち
ま
ち
晴
れ
た
。

　「あ
れ
え
、
あ
ん
た
ま
た
姉
さ
ん
か
ね
。」

　「わ
か
り
ま
す
か
？
」

ミ
ト
ン
の
手
袋
を
頰
に
当
て
て
、
少
女
は
お
か
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

　「わ
か
る
も
な
ん
も
、
声
か
ら
顔
か
ら
そ
っ
く
り
だ
べ
や
。」

　「き
の
う
は
失
礼
し
ま
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
、
駅
長
さ
ん
。」

　「な
ん
も
。
遊
ん
で
も
ら
っ
た
の
は
こ
っ
ち
だ
べ
や
。
さ
、
お
入
り
。
そ
こ
は
風
が
抜
け
る
で
。」

少
女
は
待
合
室
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
わ
た
し
、
太
い
梁は

り

や
古
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。

横
顔
が
輝
く
ば
か
り
に
美
し
い
。

　「み
ん
な
し
て
、
親お

や

御ご

さ
ん
の
里
帰
り
だ
か
ね
。」

　「は
い
。」
と
、
少
女
は
腰
ま
で
届
く
お
さ
げ
髪
を
縄
の
よ
う
に
振
っ
て
見
返
っ
た
。

は
は
あ
、
と
乙
松
は
よ
う
や
く
気
付
い
た
。

①
ボ
タ
山

　炭
鉱
で
石

炭
を
と
っ
た
後
に
残

る
岩
石
や
粗
悪
な
石

炭
を
、
山
の
よ
う
に

積
み
上
げ
た
も
の
。

②
ギ
ャ
バ

　ギ
ャ
バ
ジ

ン
の
こ
と
。
主
と
し

て
コ
ー
ト
に
用
い
ら

れ
る
厚
手
の
織
物
。

に
こ
の
地
球
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
に
巡
り
合
っ
た
の
で
す
。

れ
ま

の
三

は
、

は
「

ん
で

、
考

な
、と

に
あ

ん
に

い
ま
し

あ
ん

な
ん
だ

鉄ぽ

っ

ぽ

や

道
員

浅あ
さ

田だ

次じ

郎ろ
う

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
す
じ

佐さ

藤と
う

乙お
と

松ま
つ

は
、
北
海
道
の
小
さ
な
駅
の
鉄
道
員
で
あ
る
。
彼
は
一
七
年
前
に
一
人
娘
の
雪
子
（
ユ
ッ
コ
）
を

亡
く
し
た
日
も
、
二
年
前
に
愛
す
る
妻
を
亡
く
し
た
日
も
、
駅
に
立
ち
続
け
た
。
そ
ん
な
乙
松松
も
こ
の
三
月
に

廃
線
と
な
る
幌ほ
ろ

舞ま
い

線
（
物
語
中
の
架
空
の
路
線
名
）
と
と
も
に
、
定
年
を
迎
え
るる
。

そ
の
年
の
正
月
明
け
の
日
の
夕
方
、
こ
の
春
小
学
校
に
上
が
る
と
い
う
女
の
子子
が
、
真
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ
っ
て
幌
舞
駅
に
や
っ
て
来
る
。
ひ
と
し
き
り
乙
松
の
周
り
に
ま
と
わ
り

つ
い
て
離
れ
な
い
で
い
た
が
、
人
形
を
置
い
た
ま
ま
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
日
の
深
夜
、
今
度
は
こ
の
春
中
学
校
に
上
が
る
と
い
う
少
女
が
、
妹
の
忘忘
れ

て
い
っ
た
人
形
を
取
り
に
や
っ
て
来
る
。
そ
の
少
女
は
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
乙
松
に

口
移
し
に
す
る
と
「
駅
長
さ
ん
と
、
キ
ス
し
ち
ゃ
っ
た
。」
と
言
い
残
し
て
帰
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
日
の
夕
方
…
…
。

午
後
に
な
っ
て
ま
た
降
り
出
し
た
雪
が
、
①ボ

タ

世
界
に
レ
ー
ル
の
軋き

し

み
と
も
聞
き
ま
が
う
耳
鳴
り

ふ
と
、
出
札
口
の
ガ
ラ
ス
が
叩た

た

か
れ
て
乙
松
は

コ
ー
ト
の
雪
を
払
っ
て
い
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
、
駅
長
さ
ん
。」

て
い
ね
い
に
頭
を
下
げ
る
し
ぐ
さ
に
見
覚
え
が

れ
物
を
取
り
に
来
た
の
だ
と
気
付
く
と
、
乙
松
の

「
あ
れ
え
、
あ
ん
た
ま
た
姉
さ
ん
か
ね
。」

「
わ
か
り
ま
す
か
？
」

ミ
ト
ン
の
手
袋
を
頰
に
当
て
て
、
少
女
は
お
か

「
わ
か
る
も
な
ん
も
、
声
か
ら
顔
か
ら
そ
っ
く
り

「
き
の
う
は
失
礼
し
ま
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
、

「
な
ん
も
。
遊
ん
で
も
ら
っ
た
の
は
こ
っ
ち
だ
べ

少
女
は
待
合
室
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
わ
た
し
、

横
顔
が
輝
く
ば
か
り
に
美
し
い
。

「
み
ん
な
し
て
、
親お

や

御ご

さ
ん
の
里
帰
り
だ
か
ね
。

「
は
い
。」
と
、
少
女
は
腰
ま
で
届
く
お
さ
げ
髪

は
は
あ
、
と
乙
松
は
よ
う
や
く
気
付
い
た
。

ま「で考としだ

山
の

り
が
や

頭
を

あ
る

心
は

し
そ

り
だ
べ

駅
長

べ
や
。

太
い

」
髪
を
縄

星の王子さま
サン・テグジュペリ

鉄 道 員
浅 田 次 郎

広 が る 読 書 の 世 界 、 多 彩 な 本 の 魅 力

チェックリスト

「読書の窓」で
出会った本

浅 田 次 郎

フ
ョ
ー
ド
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

『
罪
と
罰
』

武む

者し
ゃ
の

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ『

友
情
』

手て

塚づ
か

治お
さ

虫む
『
火
の
鳥
』

井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ『
黒
い
雨
』

Ｊ
・Ｄ・サ
リ
ン
ジ
ャ
ー

『
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー・
イ
ン・
ザ
・
ラ
イ
』

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き『
三
四
郎
』

中な
か

勘か
ん

助す
け『

銀
の
匙さ

じ

』

ミ
ヒ
ャ
エ
ル・エ
ン
デ『
モ
モ
』

呉ご

承し
ょ
う

恩お
ん『
西
遊
記
』

司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う『
坂
の
上
の
雲
』

ジ
ャ
ン・ア
ン
リ・フ
ァ
ー
ブ
ル

『
完
訳 

フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』

呉く
れ

茂し
げ

一い
ち『

ギ
リ
シ
ア
神
話
』

池い
け

内う
ち

了さ
と
る

編

『
雪
は
天
か
ら
の
手
紙 

中な
か

谷や

宇う

吉き
ち

郎ろ
う

エ
ッ
セ
イ
集
』

谷た
に

川か
わ

俊し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』

Ｊ
・Ｒ・Ｒ・ト
ー
ル
キ
ン『
指
輪
物
語
』

井い
の

上う
え

雄た
け

彦ひ
こ『
バ
ガ
ボ
ン
ド
』

大や
ま
と和
和わ

紀き
『
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
』

貧
し
い
若
者
ラ
ス
コ
ー
リ

ニ
コ
フ
は
、
強
欲
な
金

貸
し
の
老
婆
を
殺
害
し
て

金
を
奪
い
、
世
の
中
に
役

立
て
よ
う
と
考
え
る
が
…
。

心
理
描
写
が
圧
巻
の
長
編
。

脚
本
家
の
野
島
は
、
親
友

で
あ
る
作
家
、
大
宮
の
い

と
こ
、杉
子
に
恋
を
す
る
。

し
か
し
杉
子
は
大
宮
に
心

ひ
か
れ
て
い
て
…
。
友
情

と
恋
愛
の
葛
藤
を
描
く
。

永
遠
の
命
を
も
つ
「
火
の

鳥
」を
テ
ー
マ
に
、
古
代
か

ら
未
来
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

人
物
が
運
命
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
生
き
る
姿
を
描
い

た
、手
塚
治
虫
の
代
表
作
。

被
爆
者
だ
と
う
わ
さ
さ
れ

て
縁
談
が
ま
と
ま
ら
な
い

主
人
公
の
姪め
い

。
主
人
公
が

奔
走
す
る
が
…
。
原
爆
に

運
命
を
狂
わ
さ
れ
た
一
般

市
民
の
生
活
を
描
く
。

高
校
を
退
学
処
分
に
な
っ

た
主
人
公
は
、「
イ
ン
チ
キ
」

な
大
人
の
世
界
に
反
発
し

て
…
。
若
者
の
繊
細
な
内

面
を
生
き
生
き
と
描
く
。

熊
本
か
ら
上
京
し
大
学
に

入
学
し
た
主
人
公
、
小
川

三
四
郎
が
、
謎
め
い
た
教

師
に
ひ
か
れ
た
り
都
会
の

女
性
に
翻
弄
さ
れ
た
り
し

な
が
ら
成
長
し
て
い
く
。

な
か
な
か
開
か
な
い
引
き

出
し
か
ら
出
て
き
た
銀
の

匙
の
思
い
出
な
ど
、
子
ど

も
の
繊
細
な
感
情
の
世
界

を
み
ず
み
ず
し
く
描
き
出

し
た
、
自
伝
的
小
説
。

時
間
泥
棒
に
奪
わ
れ
た

人
々
の
時
間
を
取
り
戻
す

た
め
、
不
思
議
な
力
を
も

つ
少
女
、
モ
モ
の
冒
険
が

始
ま
る
。
想
像
力
の
大
切

さ
を
描
く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

孫そ
ん

悟ご

空く
う

が
猪ち

ょ

八は
っ

戒か
い

や
沙さ

悟ご

浄じ
ょ
うと
と
も
に
三さ
ん

蔵ぞ
う

法
師
を

守
っ
て
天て
ん

竺じ
く

を
目
指
す
。

長
大
な
中
国
の
古
典
的
小

説
を
、
読
み
や
す
く
ま
と

め
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
。

明
治
維
新
後
の
急
激
な
社

会
変
化
の
中
を
生
き
た

人
々
の
姿
を
、
日
露
戦
争

で
活
躍
し
た
軍
人
、
秋
山

好よ
し

古ふ
る
・
真さ

ね

之ゆ
き

兄
弟
と
俳
人

正
岡
子
規
を
軸
に
描
く
。

ふ
ん
を
玉
に
し
て
転
が
す

ふ
ん
虫
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
昆
虫
の
生
態
を
微

細
な
観
察
を
と
お
し
て
描

き
出
す
。
図
版
も
美
し
い
。

西
欧
文
化
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
現
代
の
私
た
ち

の
生
活
に
も
浸
透
し
て
い

る
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
物

語
。
そ
の
全
体
像
を
ま
と

め
た
一
冊
。

雪
の
結
晶
の
美
し
さ
に
魅

せ
ら
れ
た
物
理
学
者
の

エ
ッ
セ
イ
集
。
科
学
の
お

も
し
ろ
さ
、
科
学
へ
の
情

熱
を
平
易
に
つ
づ
る
。

や
さ
し
い
言
葉
で
繊
細
な

感
受
性
を
包
み
、
半
世
紀

以
上
愛
さ
れ
続
け
て
き
た

詩
人
の
デ
ビ
ュ
ー
詩
集
。

表
題
作
を
は
じ
め「
ネ
ロ
」

「
は
る
」
な
ど
を
収
め
る
。

異
世
界
を
舞
台
に
し
た

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
絶
大
な

魔
力
を
も
つ
指
輪
の
争
奪

を
軸
に
、
妖
精
や
剣
士
、

魔
法
使
い
た
ち
の
活
躍
を

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
く
。

吉よ
し

川か
わ

英え
い

治じ

の
小
説
「
宮み

や

本も
と

武む

蔵さ
し

」
が
原
作
。
武
蔵
が

剣
豪
と
し
て
成
長
し
て
い

く
姿
や
、
ラ
イ
バ
ル
佐
々

木
小
次
郎
の
生
涯
を
、
迫

力
あ
る
筆
致
で
描
く
漫
画
。

千
年
前
に
書
か
れ
た
『
源

氏
物
語
』
の
世
界
を
美
し

い
漫
画
で
再
現
。
光
源
氏

を
は
じ
め
と
し
た
平
安
貴

族
た
ち
の
愛
憎
渦
巻
く
人

間
模
様
を
華
麗
に
描
く
。

神
話
、
世
界
文
学
の
名
作
、

詩
、
科
学
エ
ッ
セ
イ
、
漫
画

…
。
本
の
お
も
し
ろ
さ
は

洋
の
東
西
を
超
え
、
時
代

を
超
え
て
人
の
心
を
打
つ
。

人
生
観
が
変
わ
る
よ
う
な

本
と
の
出
会
い
は
、
一
生
の

財
産
に
な
る
だ
ろ
う
。

読 書 の 窓  5
世界の古典から
日本の漫画まで

278ページ

▲

296ページ

▲

310ページ

▲

⃝

「
読
書
の
窓
」
の
各
ペ
ー
ジ
で

は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま

な
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
読
書
の
広
場
」に
は
、
魅
力

的
な
作
品
が
二
編
載
っ
て
い
ま

す
。
本
の
世
界
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

読 書 の 窓 1
現代の

小説を読む

48ページ

▲

読 書 の 窓 2
多様なジャンルの
本に手を伸ばそう

82ページ

▲

読 書 の 窓 3
自然へのまなざし
科学への好奇心

116ページ

▲

読 書 の 窓 4
社会、仕事、人生

を考える本

230ページ

▲

読
書
の
広
場

読
書
の
窓

5101520255101520

●④●⑤

読書の広場296

510

単元末に適宜「読書の窓」を設けて本を
紹介。また、巻末の「読書の広場」には
魅力的な読み物として「星の王子さま」
「鉄

ぽ っ ぽ や

道員」を収録して、生徒がすすんで
読書の世界を広げられるようにしました。

「
読
書
の
広
場
」
に
は
魅
力
的
な
作
品
を
二
編
収
録
し
、
生
徒
が
す
す
ん
で
読

●①●②

【
雲
】
【
風
】

【
雨
】
【
雪
】

自
然
と

響
き
合
う

日
本
語

日
本
語
に
は
、人
々
が
自
然
と

深
く
接
す
る
な
か
で
生
ま
れ

て
き
た
言
葉
が
、数
多
く
受

け
継
が
れ
て
い
る
。身
近
な
自

然
と
か
か
わ
り
の
深
い
言
葉

を
、自
分
で
も
調
べ
て
み
よ
う
。

「
言
葉
は
変
わ
る
も
の
、さ
れ
ど
伝

承
す
べ
き
も
の
」50
〜
56
ペー
ジ
参
照

な
み
雲

入
道
雲

と
よ
は
た
雲

ひ
つ
じ
雲

い
わ
し
雲

春
一
番

東こ

風ち
薫く

ん

風ぷ
う

順
風

山
背

野
分

雁か
り

渡わ
た

し

つ
む
じ
風

玉た
ま

風か
ぜ

木
枯
ら
し

あ
わ
雪

あ
わ
雪

あ
わ
雪

あ
わ
雪

な
ご
り
雪

な
ご
り
雪

な
ご
り
雪

な
ご
り
雪

な
ご
り
雪

な
ご
り
雪

さ
さ
め
雪

さ
さ
め
雪

さ
さ
め
雪

さ
さ
め
雪

さ
さ
め
雪

さ
さ
め
雪

こ
な
雪

こ
な
雪

こ
な
雪

こ
な
雪

こ
な
雪

ぼ
た
ん
雪

ぼ
た
ん
雪

ぼ
た
ん
雪

ぼ
た
ん
雪

ぼ
た
ん
雪

根
雪
根
雪
根
雪

べ
た
雪

べ
た
雪

べ
た
雪

べ
た
雪

べ
た
雪

は
だ
れ
雪

は
だ
れ
雪

は
だ
れ
雪

は
だ
れ
雪

は
だ
れ
雪

風
花
風
花
風
花

綿
帽
子

綿
帽
子

綿
帽
子

綿
帽
子

土
砂
降
り

狐
の
嫁
入
り

に
わ
か
雨

夕
立
ち

村
雨

時
雨

あ
わ
雪

な
ご
り
雪

さ
さ
め
雪

こ
な
雪

ぼ
た
ん
雪

根
雪

べ
た
雪

は
だ
れ
雪

風
花

綿
帽
子

春
雨

五
月
雨

梅
雨

土
砂
降
り

狐き
つ
ねの
嫁
入
り

に
わ
か
雨

夕
立
ち

村
雨

秋
雨

時
雨

よ
こ
雲

お
ぼ
ろ
雲

飛
行
機
雲

は
ね
雲

な
み
雲

入
道
雲

と
よ
は
た
雲

ひ
つ
じ
雲

い
わ
し
雲

わ
た
雲

古文編・漢文編と
も、本文理解に必
要な地図・系図な
どの資料のほか、
絵巻・さし絵なども
カラーで効果的に
収録しています。

⑪

春
の
七
草

せ
り
な
づ
な
ご
ぎ
よ
う
は
こ
べ
ら
ほ
と
け
の
ざ

す
ず
な
す
ず
し
ろ
こ
れ
ぞ
七
草

　
　
　
　作
者
未
詳

秋
の
七
草

萩は
ぎ

の
花
尾を

花ば
な

葛く
ず

花ば
な

な
で
し
こ
の
花

女を
み
な
へ
し

郎
花
ま
た
藤ふ

ぢ
ば
か
ま袴

あ
さ
が
ほ
の
花 

　山や
ま
の

上う
え
の

憶お
く

良ら

（
万
葉
集
）

夏冬

秋 春

光
源
氏
の
邸
宅
︑六
条
院

栄
華
を
極
め
た
光
源
氏
は
、
広
大
な

邸
宅
を
四
つ
の
町
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
に
四
季
の
植
物
を
植
え
て
趣
向
を

凝
ら
し
た
庭
を
造
っ
た
。

橘
たちばな

桃

卯
う

の花

藤

松

菊

白梅

紫式部

古
典
の
植
物

『
源
氏
物
語
』

↓
一
〇
〇
ペ
ー
ジ

基本句形のまとめ　84

51015

　漢
文
の
学
習
で
は
、
漢
字
の
意
味
と
語
順
に
注
意
す
る
こ
と
が
大

切
だ
が
、
句
形
の
知
識
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
基
本
的
な
八

つ
の
句
形
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。付
録「
重
要
句
形
の
整
理
」（
一
六
八

〜
一
七
九
ペ
ー
ジ
）
も
、
参
照
し
な
が
ら
学
習
し
よ
う
。

　ま
ず
、
漢
文
に
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
否
定
の
形
と
禁
止
の
形
を

見
て
み
よ
う
。
い
ず
れ
も
、
日
本
語
と
語
順
が
大
き
く
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　否
定
は
、
下
の
語
や
句
の
内
容
を
、「
…
な
い
」

と
打
ち
消
す
形
で
あ
る
。

金
陵ノ

安
楽
寺ノ

四
白
竜ハ

、不
点ゼ
二

眼
睛ヲ
一。 

（
九・
３
）

　
　
　
　
　金き

ん

陵り
よ
うの
安あ

ん

楽ら
く

寺じ

の
四し

白は
く

竜り
よ
うは
、
眼が

ん

睛せ
い

を
点て

ん

ぜ
ず
。

　
　
　
　
　金
陵
の
安
楽
寺
の
四
頭
の
白
竜
に
は
、
ひ
と
み
を
描
き
入
れ

な
か
っ
た
。

　日
本
語
で
は
「
点
ぜ
ず
」
の
よ
う
に
助
動
詞
の
「
ず
」
が
述
語
の

「
点
ず
」
の
後
に
置
か
れ
る
の
に
対
し
、
漢
文
で
は
否
定
の
助
字
の

「
不
」
が
述
語
の
「
点
」
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
漢

文
で
は
否
定
の
助
字
は
基
本
的
に
述
語
の
前
に
置
か
れ
る
こ
と
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　こ
の
「
不
」
と
同
様
に
否
定
の
助
字
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
の

が
「
未
」
で
あ
る
。

二
竜ノ

未ダ

点ゼ

眼ヲ

者ハ

、見ニ

在リ

。 

（
九・
５
〜
６
）

　
　
　
　
　二に

竜り
よ
うの
未い

ま

だ
眼め

を
点て

ん

ぜ
ざ
る
者も

の

は
、
見げ

ん

に
在あ

り
。

　
　
　
　
　二
頭
の
竜
で
ま
だ
ひ
と
み
を
描
き
入
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

今
も
残
っ
て
い
る
。

　こ
の
「
未
」
は
、
こ
と
が
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
、
動
作
が

ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
、訓
読
で
は
「
い
ま
ダ
…
ず
」

と
再
読
す
る
。

　「不
」
や
「
未
」
が
主
に
動
詞
や
形
容
詞
を
否
定
す
る
の
に
対
し
て
、

名
詞
あ
る
い
は
名
詞
句
の
否
定
に
用
い
ら
れ
る
の
が
「
非
」
で
あ
る
。

否

　
定

書
き
下
し
文

現
代
語
訳

ル

書
き
下
し
文

現
代
語
訳

基
本
句
形
の
ま
と
め
１

否
定
と
禁
止

85　否定と禁止

510

若ハ

非ズ
二

吾ガ

故
人ニ
一

乎
。 

（
四
五・
８
）

　
　
　
　
　若な

ん
ぢは
吾わ

が
故こ

人じ
ん

に
非あ

ら

ず
や
。

　
　
　
　
　お
前
は
私
の
旧
友
で
は
な
い
か
。

　「非
」
は
、訓
読
で
は
「
…
ニ
あ
ら
ズ
」
と
「
ニ
」
を
添
え
て
読
む
。

　否
定
の
形
で
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、「
無
」
で
あ
る
。「
無
」
は

「
有
」
の
反
対
の
意
味
で
、「
…
が
な
い
」
こ
と
を
意
味
し
、
訓
読
で

は
「
…
な
シ
」
と
読
む
。

　馬
無ク

シ
テ　故

、亡ゲ
テ

　而
入ル

胡ニ

。 

（
一
四・
３
）

　
　
　
　
　馬う

ま

故ゆ
ゑ

無な

く
し
て
、
亡に

げ
て
胡こ

に
入い

る
。

　
　
　
　
　馬
が
理
由
も
な
く
逃
げ
て
、
北
方
の
異
民
族
の
地
に
行
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　否
定
の
助
字
に
は
、「
不
」「
未
」「
非
」「
無
」
の

ほ
か
に
、「
弗
」「
莫
」
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　禁
止
は
、「
…
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
味

を
表
す
形
で
あ
る
。
訓
読
で
は
「
…
ス
ル
（
コ
ト
）

な
カ
レ
」
と
形
容
詞
「
な
し
」
の
命
令
形
で
読
む
。

　毋カ
レ二

妄
言ス

ル一。 

（
三
三・
３
）

　
　
　
　
　妄ま

う

言げ
ん

す
る
毋な

か
れ
。

　
　
　
　
　で
た
ら
め
を
言
う
な
。

　行
人
莫カ

レ

問フ

当
年ノ

事ヲ 

（
二
六・
８
）

　
　
　
　
　行か

う

人じ
ん

問と

ふ
莫な

か
れ
当た

う

年ね
ん

の
事こ

と

を

　
　
　
　
　旅
人
よ
、
当
時
の
こ
と
な
ど
聞
い
て
く
れ
る
な
。

　
　
　
　
　
　
　禁
止
の
助
字
に
は
、「
毋
」「
莫
」
の
ほ
か
に
、「
無
」

「
勿
」
な
ど
が
あ
る
。
否
定
の
形
で
は
「
毋な

し
」「
莫な

し
」
と
読
み
、
禁
止
の
形
で
は
「
毋な

か
れ
」「
莫な

か
れ
」
と
読
む
。

書
き
下
し
文

現
代
語
訳

書
き
下
し
文

現
代
語
訳

禁

　
止

書
き
下
し
文

現
代
語
訳

書
き
下
し
文

現
代
語
訳

大修館A5 3.indd   4-5 2013/04/25   15:44

国
語
総
合 

改
訂
版 

現
代
文
編 

古
典
編

［
国
総
３
４
４・３
４
５
］

豊富な教材で系統的な指導ができる教科書

読みやすい分量の
教材を増補。教材
理解に役立つ図版
も豊富に収録。

生徒の興味と学び
を広げる読み物コ
ラムを新設。

入
試
を
意
識
し
た
単
元
の
増
補
や
、
入
門
単
元
、
教
材
化
の
刷
新
を

行
い
ま
し
た
。
コ
ラ
ム
は
、
基
礎
知
識
を
ま
と
め
た
「
古
文
を
読
む

た
め
に
」「
漢
文
を
読
む
た
め
に
」、
古
典
の
世
界
を
広
げ
る
「
古
文

の
窓
」「
漢
文
の
窓
」
の
二
本
立
て
と
し
ま
し
た
。

古
典
の
単
元
増
補
、教
材
化
の
刷
新

3

P
O
I
N
T

現
代
文
編
の
各
単
元
末
に
設
置
し
た
コ
ラ
ム
「
評
論
の
視
点
」「
文
学

の
視
点
」
は
、
単
元
テ
ー
マ
の
深
い
理
解
を
誘
う
内
容
で
、
重
要
キ
ー

ワ
ー
ド
も
習
得
で
き
ま
す
。

評
論
、
小
説
を
よ
り
深
く
理
解
す
る 

た
め
に
役
立
つ
コ
ラ
ム
を
11
本
掲
載

2

P
O
I
N
T

現
代
文
編
で
は
評
論
単
元
を
２
単
元
増
補
、
評
論
教
材
数
14
本
か
ら

18
本
に
増
補
。
入
試
を
意
識
し
て
精
選
し
た
新
規
教
材
８
本
を
収
録
。

い
っ
そ
う
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

主
要
テ
ー
マ
を
押
さ
え
た
、 

評
論
教
材
の
さ
ら
な
る
充
実

1

P
O
I
N
T



72 いくさと人間

日
記
へ
の
招
待

　
平
安
時
代
末
期
か
ら
、
武
士
の
世
の
中
に
な
る

と
、
武
士
集
団
の
戦
い
を
描
い
た
作
品
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
軍
記
物
語
と
い
い
、
そ

の
代
表
作
が
、平
家
の
繁
栄
と
滅
亡
を
描
い
た『
平

家
物
語
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
激
し
い
戦
い
の

様
子
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
男
女
の

愛
や
主
従
の
思
い
と
い
う
人
間
の
真
情
が
、
力
強

く
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

軍
記
物
語
へ
の
招
待

源義経の一代記

義
ぎ

経
けい

記
き

作者●未詳
成立●室町時代中期
　 源

みなもとの

義
よし

経
つね

が牛若丸と呼ばれ
て鞍

くら

馬
ま

（京都市郊外）で修行
する少年時代から、平家一門
を滅ぼした後、兄頼

より

朝
とも

との不
和から奥州藤原氏のもとに逃
れ、やがてそこで自害するま
での生涯を描いたもの。

1183年5月

俱
く

利
り

伽
か

羅
ら

谷
だに

の戦い
木曾義仲、平家軍に大勝。

1180年10月

富
ふ

士
じ

川
がわ

の戦い
平家軍、戦わずして
逃げ帰る。

平泉

鎌倉

木曽

73 軍記物語への招待

一
〇
〇
〇
▼

一
五
〇
〇
▼

二
〇
〇
〇
▼ 

奈良平安鎌倉室町江戸

軍記物語の最高傑作

平
へい

家
け

物語 作者●未詳
成立●鎌倉時代初期

　平家一門の栄華と没落・滅亡を描いた軍記物語。琵
び

琶
わ

法師
によって語り伝えられたり、書き加えられたりして、多数の
異本が生じた。文章は和漢混交文体で、リズム感があり、語
り物としての特色がよく表れている。能・浄

じょう

瑠
る

璃
り

・歌
か

舞
ぶ

伎
き

などの芸能、近世から現代までの文芸に多大な影響をおよぼ
した。

将し
ょ
う

門も
ん

記き

太
平
記

平
家
物
語

義
経
記

1184年1月

宇
う

治
じ

川
がわ

の戦い
源義経、源義仲の
軍を破る。

1184年2月

一
いち

ノ
の

谷
たに

の戦い

源義経、鵯
ひよどり

越
ごえ

を下って
急襲、平家軍を破る。

1185年3月

壇
だん

の浦
うら

の戦い
源平最後の戦い。
平家滅亡。

1185年2月

屋
や

島
しま

の戦い
源義経、屋島で
平家軍を破る。

京

源義経の進路
源義

よし

仲
なか

の進路

各
単
元
の
最
初
に
、
そ
の
単
元
で
扱
う
作
品
の
概
略
や
魅
力
を
、
年
表
や
図

解
を
ま
じ
え
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
描
き
出
し
た
特
集
ペ
ー
ジ
「
古
典
へ
の
招

待
」
を
設
け
ま
し
た
。

教
材
は
基
本
的
か
つ
生
徒
の
感
性
に
訴
え
る
も
の
を
厳
選
。
大
岡
信
「
百
人

一
首
の
恋
の
歌
」
の
後
に
折
込
で
全
首
掲
載
し
た
「
百
人
一
首
」、
蕪
村
の

絵
と
読
む
「
奥
の
細
道
」、
安
野
光
雅
の
挿
画
が
印
象
的
な
「
三
国
志
」
な

ど
、
教
材
化
や
見
せ
方
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

巻
頭
に
は
古
典
の
学
習
に
有
益
な
図
録
を
11
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
。
模
型

や
写
真
を
効
果
的
に
使
い
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
世
代
の
高
校
生
が
古
典
の
世
界
を

豊
か
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

特
色生

徒
を
引
き
込
む
教
材
、斬
新
な
教
材
化

2
新
し
い
発
想
で
ま
と
め
た
、役
立
つ
巻
頭
図
録

3
古
典
の
世
界
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
立
ち
上
が
る
、

「
古
典
へ
の
招
待
」

1 二
・
三
年
次
の
古
典
学
習
に
必
要
な
教
材
を
精
選
し
て
一
冊
に
ま
と
め
た
、

二
部
構
成
の
教
科
書
。
古
文
編
で
は
『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』『
大
鏡
』
を

中
心
に
、
漢
文
編
で
は
「
小
説
」
単
元
を
は
じ
め
と
し
た
読
み
応
え
の
あ
る

ま
と
ま
っ
た
文
章
教
材
を
充
実
さ
せ
、
大
学
入
試
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
材
に
、
古
文
編
で
は
文
法
の
設
問
、
漢
文
編
で
は
「
訓
読

で
注
意
す
る
文
字
」
と
「
句
法
」
を
ま
と
め
、
教
材
に
即
し
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
漢
文
編
に
は
頻
出
の
八
つ

の
句
形
を
解
説
し
た
コ
ラ
ム
「
基
本
句
形
の
ま
と
め
」
を
掲
載
し
、
要
点
を

随
時
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

巻
頭
に
は
古
典
の
学
習
に
有
益
な
図
録
を
11
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
。
模
型

や
写
真
を
効
果
的
に
使
い
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
世
代
の
高
校
生
が
古
典
の
世
界
を

豊
か
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

特
色教

材
に
即
し
て
文
法
・
句
法
の
要
点
を

確
認
で
き
る

2
新
し
い
発
想
で
ま
と
め
た
、

役
立
つ
巻
頭
図
録

3
重
要
な
作
品
を
精
選
、

効
率
的
に
古
典
を
学
べ
る

1

入試を見据えた2年間履修に古典の楽しさを伝える、新時代の教科書

①

11

5

6

7

13

12

17

14

20

18

15

⑦ 応
おう

天
てん

門
もん

⑤ 大
だいごくでん

極殿を模して造られた現在の平安神宮正殿

① 紫
し

宸
しん

殿
でん

⑬ 神
しんせんえん

泉苑

⑰ 東
とう

寺
じ

大だ
い

内だ
い

裏り

平
安
京

内だ
い

裏り
1

2

天
皇
の
居
所（
内
裏
）と

さ
ま
ざ
ま
な
官
庁
が

あ
る
区
域
。

天
皇
の
居
所
。

鴨
かも

川
がわ

九条大路

一条大路

二条大路

古
典
の
舞
台

3
4

左
京

朱す
ざ
く雀

大
路

②

11

5

6

7

10

9

13

12

17

14

20

18

16 15

19

⑫ 冷
れいぜいいん

泉院

⑬ 神
しんせんえん

泉苑

⑭ 朱
す ざ く

雀院
いん

⑮ 東
ひがしのいち

市

⑯ 西
にしのいち

市

⑰ 東
とう

寺
じ

⑱ 西
さい

寺
じ

⑲ 仁
にん

和
な

寺
じ

⑳ 羅
ら

城
じょう

門
もん

⑤ 大
だいごくでん

極殿

⑥ 八
はっ

省
しょう

院
いん

（朝
ちょう

堂
どう

院
いん

）

⑦ 応
おう

天
てん

門
もん

⑧ 豊
ぶ

楽
らく

殿
でん

⑨ 豊
ぶ

楽
らく

院
いん

⑩ 宴
えん

の松
まつばら

原

⑪ 朱
すざくもん

雀門

① 紫
し

宸
しん

殿
でん

② 清
せいりょうでん

涼 殿

③ 桐
きり

壺
つぼ

④ 藤
ふじ

壺
つぼ

⑳ 羅
ら

城
じょう

門
もん

⑲ 仁
にん

和
な

寺
じ

⑧ 豊
ぶ

楽
らく

殿
でん

② 清
せいりょうでん

涼殿④ 藤
ふじ

壺
つぼ

1

2

一

桂
かつら

川
がわ

4

8

右
京 朱す

ざ
く雀
大
路

での生涯を描いたもの。逃げ帰る。軍を破る。源義仲の進路

百
人
一
首

奥お
く

山や
ま

に
紅も

み
ぢ葉

踏ふ

み
わ
け
鳴な

く
鹿し

か

の

声こ
ゑ

聞き

く
時と
き

ぞ
秋あ
き

は
か
な
し
き

猿さ
る

丸ま
る

大だ
い

夫ふ

田た

子ご

の
浦う

ら
に
う
ち
出い

で
て
み
れ
ば
白し

ろ

妙た
へ

の

富ふ

士じ

の
高た
か

嶺ね

に
雪ゆ
き

は
降ふ

り
つ
つ

山や
ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

あ
し
ひ
き
の
山や
ま

鳥ど
り

の
尾を

の
し
だ
り
尾を

の

な
が
な
が
し
夜よ

を
ひ
と
り
か
も
寝ね

む

柿か
き
の

本も
と
の

人ひ
と

麻ま

呂ろ

春は
る

過す

ぎ
て
夏な

つ

来き

に
け
ら
し
白し

ろ

妙た
へ

の

衣こ
ろ
もほ

す
て
ふ
天あ

ま

の
香か

具ぐ

山や
ま

持ぢ

統と
う

天
皇

秋あ
き

の
田た

の
か
り
ほ
の
庵い

ほ

の
苫と

ま

を
あ
ら
み

わ
が
衣こ

ろ
も

手で

は
露つ

ゆ

に
ぬ
れ
つ
つ

天て
ん

智ぢ

天
皇

こ
れ
や
こ
の
行ゆ

く
も
帰か

へ

る
も
別わ

か

れ
て
は

知し

る
も
知し

ら
ぬ
も
逢あ
ふ

坂さ
か

の
関せ
き

蟬せ
み

丸ま
る

花は
な

の
色い
ろ

は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に

わ
が
身み

世よ

に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に小を

野の
の

小こ

町ま
ち

わ
が
庵い

ほ

は
都み

や
この

た
つ
み
し
か
ぞ
住す

む

世よ

を
う
ぢ
山や
ま

と
人ひ
と

は
い
ふ
な
り

喜き

撰せ
ん

法
師

天あ
ま

の
原は

ら

ふ
り
さ
け
見み

れ
ば
春か

す
が日

な
る

三み

笠か
さ

の
山や

ま

に
出い

で
し
月つ

き

か
も

安あ

倍べ
の

仲な
か

麻ま

呂ろ

か
さ
さ
ぎ
の
渡わ
た

せ
る
橋は
し

に
置お

く
霜し
も

の

白し
ろ

き
を
見み

れ
ば
夜よ

ぞ
更ふ

け
に
け
る

中ち
ゆ
う

納な

言ご
ん

家や
か

持も
ち

5 4 3 2 1

10 9 8 7 6

難な
に

波は

潟が
た

短み
じ
かき
葦あ
し

の
ふ
し
の
間ま

も

逢あ

は
で
こ
の
世よ

を
過す

ぐ
し
て
よ
と
や伊い

勢せ

君き
み

が
た
め
春は
る

の
野の

に
出い

で
て
若わ
か

菜な

摘つ

む

わ
が
衣こ
ろ
も

手で

に
雪ゆ
き

は
降ふ

り
つ
つ

光く
わ
う

孝か
う

天
皇

わ
び
ぬ
れ
ば
今い
ま

は
た
同お
な

じ
難な
に

波は

な
る

み
を
つ
く
し
て
も
逢あ

は
む
と
ぞ
思お
も

ふ
元も

と

良よ
し

親し
ん

王わ
う

立た

ち
別わ
か

れ
い
な
ば
の
山や
ま

の
峰み
ね

に
生お

ふ
る

ま
つ
と
し
聞き

か
ば
今い
ま

帰か
へ

り
来こ

む中
納
言
行ゆ

き

平ひ
ら

陸み
ち

奥の
く

の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
誰た
れ

ゆ
ゑ
に

乱み
だ

れ
そ
め
に
し
我わ
れ

な
ら
な
く
に河か

は

原ら
の

左
大
臣

筑つ
く

波ば

嶺ね

の
峰み
ね

よ
り
落お

つ
る
み
な
の
川が
は

恋こ
ひ

ぞ
積つ

も
り
て
淵ふ
ち

と
な
り
ぬ
る

陽や
う

成ぜ
い

院

住す
み

の
江え

の
岸き
し

に
寄よ

る
波な
み

よ
る
さ
へ
や

夢ゆ
め

の
通か
よ
ひ

路ぢ

人ひ
と

目め

よ
く
ら
む藤ふ

ぢ

原は
ら
の

敏と
し

行ゆ
き

朝
臣

天あ
ま

つ
風か
ぜ

雲く
も

の
通か
よ

ひ
路ぢ

吹ふ

き
と
ぢ
よ

を
と
め
の
姿す
が
たし
ば
し
と
ど
め
む僧そ

う

正じ
や
う

遍へ
ん

昭ぜ
う

ち
は
や
ぶ
る
神か

み

代よ

も
聞き

か
ず
竜た

つ

田た

川が
は

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水み
づ

く
く
る
と
は

在あ
り

原は
ら
の

業な
り

平ひ
ら

朝あ

臣そ
ん

わ
た
の
原は

ら

八や

十そ

島し
ま

か
け
て
漕こ

ぎ
出い

で
ぬ
と

人ひ
と

に
は
告つ

げ
よ
海あ

人ま

の
釣つ

り
ぶ
ね舟

参
議

篁
た
か
む
ら

名な

に
し
負お

は
ば
逢あ
ふ

坂さ
か

山や
ま

の
さ
ね
か
づ
ら

人ひ
と

に
知し

ら
れ
で
く
る
よ
し
も
が
な

三さ
ん

条で
う
の

右
大
臣

小を

倉ぐ
ら

山や
ま

峰み
ね

の
も
み
ぢ
葉ば

心こ
こ
ろあ
ら
ば

今い
ま

ひ
と
た
び
の
み
ゆ
き
待ま

た
な
む

貞て
い

信し
ん

公

こ
の
た
び
は
幣ぬ
さ

も
と
り
あ
へ
ず
手た

向む
け

山や
ま

紅も
み
ぢ葉
の
錦に
し
き

神か
み

の
ま
に
ま
に

菅く
わ
ん

家け

月つ
き

見み

れ
ば
千ち

ぢ々

に
物も
の

こ
そ
か
な
し
け
れ

わ
が
身み

ひ
と
つ
の
秋あ
き

に
は
あ
ら
ね
ど

大お
ほ

江え
の

千ち

里さ
と

吹ふ

く
か
ら
に
秋あ
き

の
草く
さ

木き

の
し
を
る
れ
ば

む
べ
山や
ま

風か
ぜ

を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む文ふ

ん

屋や
の

康や
す

秀ひ
で

今い
ま

来こ

む
と
言い

ひ
し
ば
か
り
に
長な

が

月つ
き

の

有あ
り

明あ
け

の
月つ
き

を
待ま

ち
出い

で
つ
る
か
な素そ

性せ
い

法
師
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人ひ
と

は
い
さ
心こ
こ
ろも
知し

ら
ず
ふ
る
さ
と
は

花は
な

ぞ
昔む

か
しの

香か

に
に
ほ
ひ
け
る

紀
貫つ

ら

之ゆ
き

風か
ぜ

を
い
た
み
岩い

は

う
つ
波な

み

の
お
の
れ
の
み

砕く
だ

け
て
物も

の

を
思お

も

ふ
こ
ろ
か
な

源
重し

げ

之ゆ
き

心こ
こ
ろあ
て
に
折を

ら
ば
や
折を

ら
む
初は
つ

霜し
も

の

置お

き
ま
ど
は
せ
る
白し

ら

菊ぎ
く

の
花は

な凡お
ほ
し

河か
ふ

内ち
の

躬み

恒つ
ね

逢あ

ふ
こ
と
の
絶た

え
て
し
な
く
は
な
か
な
か
に

人ひ
と

を
も
身み

を
も
恨う

ら

み
ざ
ら
ま
し中

納
言
朝あ

さ

忠た
だ

夏な
つ

の
夜よ

は
ま
だ
宵よ
ひ

な
が
ら
明あ

け
ぬ
る
を

雲く
も

の
い
づ
こ
に
月つ
き

宿や
ど

る
ら
む清き

よ

原は
ら
の

深ふ
か

養や

父ぶ

み
か
き
も
り
衛ゑ

士じ

の
た
く
火ひ

の
夜よ
る
は
燃も

え

昼ひ
る

は
消き

え
つ
つ
物も

の

を
こ
そ
思お

も

へ

大お
ほ

中な
か

臣と
み
の

能よ
し

宣の
ぶ

朝
臣

有あ
り

明あ
け

の
つ
れ
な
く
見み

え
し
別わ
か

れ
よ
り

暁あ
か
つ
きば
か
り
憂う

き
も
の
は
な
し

壬み

生ぶ
の

忠た
だ

岑み
ね

あ
は
れ
と
も
言い

ふ
べ
き
人ひ
と

は
思お
も

ほ
え
で

身み

の
い
た
づ
ら
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な謙け

ん

徳と
く

公

誰た
れ

を
か
も
知し

る
人ひ
と

に
せ
む
高た
か

砂さ
ご

の

松ま
つ

も
昔む
か
しの
友と
も

な
ら
な
く
に

藤
原
興お

き

風か
ぜ

逢あ

ひ
見み

て
の
後の
ち

の
心こ
こ
ろに
く
ら
ぶ
れ
ば

昔む
か
しは
物も
の

を
思お
も

は
ざ
り
け
り

権ご
ん

中
納
言
敦あ

つ

忠た
だ

ひ
さ
か
た
の
光ひ
か
りの
ど
け
き
春は
る

の
日ひ

に

し
づ
心ご
こ
ろな
く
花は
な

の
散ち

る
ら
む

紀き
の

友と
も

則の
り

契ち
ぎ

り
き
な
か
た
み
に
袖そ
で

を
し
ぼ
り
つ
つ

末す
ゑ

の
松ま
つ

山や
ま

波な
み

越こ

さ
じ
と
は

清
原
元も

と

輔す
け

山や
ま

川が
は

に
風か
ぜ

の
か
け
た
る
し
が
ら
み
は

流な
が

れ
も
あ
へ
ぬ
紅も
み
ぢ葉
な
り
け
り春は

る

道み
ち
の

列つ
ら

樹き

八や

重へ

葎む
ぐ
ら

茂し
げ

れ
る
宿や
ど

の
さ
び
し
き
に

人ひ
と

こ
そ
見み

え
ね
秋あ
き

は
来き

に
け
り恵ゑ

慶ぎ
や
う

法
師

山や
ま

里ざ
と

は
冬ふ
ゆ

ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る

人ひ
と

目め

も
草く
さ

も
か
れ
ぬ
と
思お
も

へ
ば

源み
な
も
と
の

宗む
ね

于ゆ
き

朝
臣

恋こ
ひ
す
て
ふ
わ
が
名な

は
ま
だ
き
立た

ち
に
け
り

人ひ
と

知し

れ
ず
こ
そ
思お
も

ひ
そ
め
し
か

壬
生
忠た

だ

見み

朝あ
さ

ぼ
ら
け
有あ
り

明あ
け

の
月つ
き

と
見み

る
ま
で
に

吉よ
し

野の

の
里さ
と

に
降ふ

れ
る
白し
ら

雪ゆ
き

坂さ
か
の

上う
へ
の

是こ
れ

則の
り

由ゆ

良ら

の
門と

を
渡わ
た

る
舟ふ
な

人び
と

か
ぢ
を
絶た

え

行ゆ
く
へ方
も
知し

ら
ぬ
恋こ
ひ

の
道み
ち

か
な

曾そ

禰ね
の

好よ
し

忠た
だ

み
か
の
原は

ら

わ
き
て
流な

が

る
る
い
づ
み
川が

は

い
つ
見み

き
と
て
か
恋こ

ひ

し
か
る
ら
む

中
納
言
兼か

ね

輔す
け

忍し
の

ぶ
れ
ど
色い
ろ

に
出い

で
に
け
り
わ
が
恋こ
ひ

は

物も
の

や
思お
も

ふ
と
人ひ
と

の
問と

ふ
ま
で

平た
ひ
ら
の

兼か
ね

盛も
り

忘わ
す

れ
じ
の
行ゆ

く
末す

ゑ

ま
で
は
か
た
け
れ
ば

今け

ふ日
を
限か

ぎ

り
の
命い

の
ちと

も
が
な

儀ぎ

同ど
う

三さ
ん

司し
の

母

浅あ
さ

茅ぢ

生ふ

の
小を

野の

の
篠し
の

原は
ら

し
の
ぶ
れ
ど

あ
ま
り
て
な
ど
か
人ひ
と

の
恋こ
ひ

し
き

参
議
等

ひ
と
し

滝た
き

の
音お
と

は
絶た

え
て
久ひ
さ

し
く
な
り
ぬ
れ
ど

名な

こ
そ
流な

が

れ
て
な
ほ
聞き

こ
え
け
れ

大
納
言
公き

ん

任た
ふ

嘆な
げ
き
つ
つ
ひ
と
り
寝ぬ

る
夜よ

の
あ
く
る
ま
は

い
か
に
久ひ
さ

し
き
も
の
と
か
は
知し

る

右
大
将
道み

ち

綱つ
な
の

母は
は

明あ

け
ぬ
れ
ば
暮く

る
る
も
の
と
は
知し

り
な
が
ら

な
ほ
恨う
ら

め
し
き
朝あ
さ

ぼ
ら
け
か
な

藤
原
道み

ち

信の
ぶ

朝
臣

忘わ
す

ら
る
る
身み

を
ば
思お
も

は
ず
誓ち
か

ひ
て
し

人ひ
と

の
命い
の
ちの
惜を

し
く
も
あ
る
か
な

右う

近こ
ん

か
く
と
だ
に
え
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し
も
草ぐ
さ

さ
し
も
知し

ら
じ
な
燃も

ゆ
る
思お
も

ひ
を

藤
原
実さ

ね

方か
た

朝
臣

白し
ら

露つ
ゆ

に
風か
ぜ

の
吹ふ

き
し
く
秋あ
き

の
野の

は

貫つ
ら
ぬき
と
め
ぬ
玉た
ま

ぞ
散ち

り
け
る

文
屋
朝あ

さ

康や
す

君き
み

が
た
め
惜を

し
か
ら
ざ
り
し
命い
の
ちさ
へ

長な
が

く
も
が
な
と
思お
も

ひ
け
る
か
な

藤
原
義よ

し

孝た
か
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⑫

朝あ
さ

ぼ
ら
け
宇う

治ぢ

の
川か
は

霧ぎ
り

た
え
だ
え
に

あ
ら
は
れ
わ
た
る
瀬せ

ぜ々

の
網あ

代じ
ろ

木ぎ

権
中
納
言
定さ

だ

頼よ
り

大お
ほ

江え

山や
ま

い
く
野の

の
道み
ち

の
遠と
ほ

け
れ
ば

ま
だ
ふ
み
も
見み

ず
天あ
ま

の
橋は
し

立だ
て

小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

恨う
ら

み
わ
び
干ほ

さ
ぬ
袖そ

で

だ
に
あ
る
も
の
を

恋こ
ひ

に
朽く

ち
な
む
名な

こ
そ
惜を

し
け
れ

相さ
が
み模

い
に
し
へ
の
奈な

良ら

の
都み

や
この

八や

重へ

桜
ざ
く
ら

け
ふ
九こ

こ
の
へ重

に
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な

伊い

勢せ
の

大た
い

輔ふ

や
す
ら
は
で
寝ね

な
ま
し
も
の
を
小さ

夜よ

更ふ

け
て

か
た
ぶ
く
ま
で
の
月つ

き

を
見み

し
か
な赤あ

か

染ぞ
め

衛ゑ

門も
ん

有あ
り

馬ま

山や
ま

猪ゐ

名な

の
笹さ

さ

原は
ら

風か
ぜ

吹ふ

け
ば

い
で
そ
よ
人ひ
と

を
忘わ
す

れ
や
は
す
る

大だ
い

弐に
の

三さ
ん

位み

今い
ま

は
た
だ
思お
も

ひ
絶た

え
な
む
と
ば
か
り
を

人ひ
と

づ
て
な
ら
で
言い

ふ
よ
し
も
が
な

左さ

京
き
や
う
の

大だ
い

夫ぶ

道み
ち

雅ま
さ

め
ぐ
り
逢あ

ひ
て
見み

し
や
そ
れ
と
も
分わ

か
ぬ
間ま

に

雲く
も

隠が
く

れ
に
し
夜よ

半は

の
月つ

き

か
な

紫む
ら
さ
き

式
部

夜よ

を
こ
め
て
鳥と

り
の
そ
ら
音ね

は
は
か
る
と
も

よ
に
逢あ
ふ

坂さ
か

の
関せ
き

は
許ゆ
る

さ
じ

清せ
い

少せ
う

納な

言ご
ん

あ
ら
ざ
ら
む
こ
の
世よ

の
ほ
か
の
思お

も
ひ
出で

に

い
ま
ひ
と
た
び
の
逢あ

ふ
こ
と
も
が
な

和い
づ
み泉

式し
き

部ぶ

さ
び
し
さ
に
宿や
ど
を
立た

ち
出い

で
て
な
が
む
れ
ば

い
づ
く
も
同お
な

じ
秋あ
き

の
夕ゆ
ふ

暮ぐ
れ

良り
や
う

暹ぜ
ん

法
師

夕ゆ
ふ

さ
れ
ば
門か

ど

田た

の
稲い

な

葉ば

お
と
づ
れ
て

葦あ
し

の
ま
ろ
屋や

に
秋あ

き

風か
ぜ

ぞ
吹ふ

く
大
納
言
経つ

ね

信の
ぶ

嵐あ
ら
し吹ふ

く
三み

室む
ろ

の
山や

ま

の
も
み
ぢ
葉ば

は

竜た
つ

田た

の
川か

は

の
錦に

し
きな

り
け
り

能の
う

因い
ん

法
師

心こ
こ
ろに

も
あ
ら
で
う
き
世よ

に
な
が
ら
へ
ば

恋こ
ひ

し
か
る
べ
き
夜よ

半は

の
月つ
き

か
な

三さ
ん

条で
う

院

春は
る

の
夜よ

の
夢ゆ
め

ば
か
り
な
る
手た

枕ま
く
らに

か
ひ
な
く
立た

た
む
名な

こ
そ
惜を

し
け
れ

周す

防は
う
の

内
侍

も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思お

も

へ
山や

ま

桜
ざ
く
ら

花は
な

よ
り
ほ
か
に
知し

る
人ひ
と

も
な
し

前さ
き
の

大
僧
正
行ぎ

や
う

尊そ
ん
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秋あ
き

風か
ぜ

に
た
な
び
く
雲く

も

の
絶た

え
間ま

よ
り

も
れ
出い

づ
る
月つ
き

の
影か
げ

の
さ
や
け
さ

左
京
大
夫
顕あ

き

輔す
け

世よ

の
中な

か

は
常つ

ね

に
も
が
も
な
渚な

ぎ
さこ

ぐ

海あ

人ま

の
小を

舟ぶ
ね

の
綱つ

な

手で

か
な
し
も鎌

倉の右
大
臣

高た
か

砂さ
ご

の
尾を

の
上へ

の
桜さ

く
ら

咲さ

き
に
け
り

外と

山や
ま

の
霞か

す
み

立た

た
ず
も
あ
ら
な
む

前
中
納
言
匡ま

さ

房ふ
さ

玉た
ま

の
緒を

よ
絶た

え
な
ば
絶た

え
ね
な
が
ら
へ
ば

忍し
の

ぶ
る
こ
と
の
よ
わ
り
も
ぞ
す
る

式し
き

子し

内
親
王

長な
が

か
ら
む
心こ

こ
ろも

知し

ら
ず
黒く

ろ

髪か
み

の

乱み
だ

れ
て
今け

朝さ

は
物も

の

を
こ
そ
思お

も

へ
待た

い

賢け
ん

門も
ん

院ゐ
ん
の

堀ほ
り

河か
は

み
吉よ
し

野の

の
山や
ま

の
秋あ
き

風か
ぜ

さ
夜よ

更ふ

け
て

ふ
る
さ
と
寒さ
む

く
衣こ
ろ
も

打う

つ
な
り

参
議
雅ま

さ

経つ
ね

憂う

か
り
け
る
人ひ

と

を
初は

つ

瀬せ

の
山や

ま

お
ろ
し
よ

は
げ
し
か
れ
と
は
祈い
の

ら
ぬ
も
の
を

源
俊と

し

頼よ
り

朝
臣

見み

せ
ば
や
な
雄を

島じ
ま

の
海あ

人ま

の
袖そ
で

だ
に
も

濡ぬ

れ
に
ぞ
濡ぬ

れ
し
色い
ろ

は
変か

は
ら
ず

殷い
ん

富ぷ

門も
ん

院ゐ
ん
の

大
輔

淡あ
は

路ぢ

島し
ま

か
よ
ふ
千ち

鳥ど
り

の
鳴な

く
声こ

ゑ

に

幾い
く

夜よ

寝ね

ざ
め
ぬ
須す

磨ま

の
関せ

き

守も
り

源
兼か

ね

昌ま
さ

難な
に

波は

江え

の
葦あ

し

の
か
り
ね
の
ひ
と
よ
ゆ
ゑ

み
を
つ
く
し
て
や
恋こ

ひ
わ
た
る
べ
き

皇く
わ
う

嘉か

門も
ん

院ゐ
ん
の

別べ
つ

当た
う

瀬せ

を
は
や
み
岩い

は

に
せ
か
る
る
滝た

き

川が
は

の

わ
れ
て
も
末す
ゑ

に
逢あ

は
む
と
ぞ
思お

も

ふ
崇す

徳と
く

院

村む
ら

雨さ
め

の
露つ

ゆ

も
ま
だ
ひ
ぬ
真ま

木き

の
葉は

に

霧き
り

立た

ち
の
ぼ
る
秋あ

き

の
夕ゆ

ふ

暮ぐ
れ

寂じ
や
く

蓮れ
ん

法
師

わ
た
の
原は

ら
漕こ

ぎ
出い

で
て
見み

れ
ば
ひ
さ
か
た
の

雲く
も

居ゐ

に
ま
が
ふ
沖お

き

つ
白し

ら

波な
み

法ほ
つ

性し
や
う

寺じ

入に
ふ

道だ
う

前さ
き
の

関く
わ
ん

白ぱ
く

太だ
い

政じ
や
う

大だ
い

臣じ
ん

わ
が
袖そ

で

は
潮し

ほ

干ひ

に
見み

え
ぬ
沖お

き

の
石い

し

の

人ひ
と

こ
そ
知し

ら
ね
乾か

わ

く
間ま

も
な
し二に

条で
う

院ゐ
ん
の

讃さ
ぬ
き岐

嘆な
げ

け
と
て
月つ

き

や
は
物も

の

を
思お

も

は
す
る

か
こ
ち
顔が
ほ

な
る
わ
が
涙な

み
だか

な
西さ

い

行ぎ
や
う

法
師

契ち
ぎ

り
お
き
し
さ
せ
も
が
露つ

ゆ

を
命い

の
ちに

て

あ
は
れ
今こ
と
し年

の
秋あ

き

も
い
ぬ
め
り

藤
原
基も

と

俊と
し

き
り
ぎ
り
す
鳴な

く
や
霜し

も

夜よ

の
さ
む
し
ろ
に

衣こ
ろ
も

片か
た

敷し

き
ひ
と
り
か
も
寝ね

む

後ご

京き
や
う

極ご
く

摂せ
つ

政し
や
う

前
太
政
大
臣

音お
と

に
聞き

く
た
か
し
の
浜は

ま

の
あ
だ
波な

み

は

か
け
じ
や
袖そ
で

の
濡ぬ

れ
も
こ
そ
す
れ

祐い
う

子し

内な
い

親し
ん

王わ
う

家け
の

紀き

伊い

夜よ

も
す
が
ら
物も

の

思お
も

ふ
こ
ろ
は
明あ

け
や
ら
で

閨ね
や

の
ひ
ま
さ
へ
つ
れ
な
か
り
け
り俊し

ゆ
ん

恵ゑ

法
師

世よ

の
中な

か

よ
道み

ち

こ
そ
な
け
れ
思お

も

ひ
入い

る

山や
ま

の
奥お

く

に
も
鹿し

か

ぞ
鳴な

く
な
る

皇く
わ
う

太た
い

后ご
う

宮ぐ
う
の

大
夫
俊と

し

成な
り

人ひ
と

も
を
し
人ひ

と

も
恨う

ら

め
し
あ
ぢ
き
な
く

世よ

を
思お

も

ふ
ゆ
ゑ
に
物も

の

思お
も

ふ
身み

は
後ご

鳥と

羽ば

院

な
が
ら
へ
ば
ま
た
こ
の
ご
ろ
や
し
の
ば
れ
む

憂う

し
と
見み

し
世よ

ぞ
今い
ま

は
恋こ
ひ

し
き

藤
原
清き

よ

輔す
け

朝
臣

も
も
し
き
や
古ふ
る

き
軒の
き

端ば

の
し
の
ぶ
に
も

な
ほ
あ
ま
り
あ
る
昔む
か
しな
り
け
り

順じ
ゆ
ん

徳と
く

院

風か
ぜ

そ
よ
ぐ
な
ら
の
小を

川が
は

の
夕ゆ

ふ

暮ぐ
れ

は

み
そ
ぎ
ぞ
夏な
つ

の
し
る
し
な
り
け
る

従じ
ゆ

二
位
家い

へ

隆た
か

来こ

ぬ
人ひ

と

を
ま
つ
ほ
の
浦う

ら

の
夕ゆ

ふ

な
ぎ
に

焼や

く
や
藻も

塩し
ほ

の
身み

も
こ
が
れ
つ
つ

権
中
納
言
定さ

だ

家い
へ

思お
も

ひ
わ
び
さ
て
も
命い

の
ちは

あ
る
も
の
を

憂う

き
に
た
へ
ぬ
は
涙な

み
だな

り
け
り

道だ
う

因い
ん

法
師

花は
な

さ
そ
ふ
嵐あ

ら
しの

庭に
は

の
雪ゆ

き

な
ら
で

ふ
り
ゆ
く
も
の
は
わ
が
身み

な
り
け
り

入
道
前
太
政
大
臣

ほ
と
と
ぎ
す
鳴な

き
つ
る
方か

た
を
な
が
む
れ
ば

た
だ
有あ

り

明あ
け

の
月つ

き

ぞ
残の

こ

れ
る後ご

徳と
く

大だ
い

寺じ
の

左
大
臣

お
ほ
け
な
く
う
き
世よ

の
民た

み
に
お
ほ
ふ
か
な

わ
が
立た

つ
杣そ

ま

に
墨す

み

染ぞ
め

の
袖そ

で

前
大
僧
正
慈じ

円ゑ
ん

7993

7389

8094

7490

78

88

77

87

7692

86

7591

7285

8399 84100 98 97 8296 8195

百
人
一
首

典古 の

窓

5　「
百
人
一
首
」
は
、
藤ふ

じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え

原
定
家
が
百
人
の
歌
人
の
歌
を

一
首
ず
つ
選
ん
で
ま
と
め
た
秀し

ゅ
う
か
せ
ん

歌
撰
で
あ
る
。『
万
葉
集
』

か
ら
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
ま
で
の
五
百
数
十
年

の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
の
伝
統
が

ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
変
化
し
て
き
た
の
か
を
知
る

こ
と
も
で
き
る
。

　百
首
の
大
部
分
が
四
季
と
恋
の
歌
か
ら
成
っ
て
い
る
。

二
一
人
も
の
女
流
歌
人
の
歌
が
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の

多
く
が
恋
の
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
百
首
の
歌
は
身
分
や

題
材
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
歌
人
が

活
躍
し
た
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　「
百
人
一
首
」
は
、
江
戸
時
代
に
歌
が
る
た
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
層
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な

る
。
歌
が
る
た
は
正
月
の
遊
び
と
し
て
定
着
し
、
明
治

時
代
に
は
競
技
と
し
て
の
か
る
た
会
も
開
か
れ
て
、
現

在
ま
で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

競
技
か
る
た（
個
人
戦
）

　一
対
一
で
行
わ
れ
る
正
式
な

競
技
。
百
枚
の
取
り
札
を
裏
返

し
て
か
き
混
ぜ
、
各
自
二
五
枚

ず
つ
取
り
出
す
。
読
み
手
は
百

枚
す
べ
て
を
読
み
上
げ
る
の
で
、

取
り
札
に
な
い
歌
（
空か
ら

札ふ
だ

）
も

読
み
上
げ
る
。
そ
の
た
め
お
手

つ
き
の
可
能
性
が
あ
り
、
競
技

と
し
て
の
お
も
し
ろ
さ
が
増
す
。

源
平
合
戦

　参
加
者
を
二
組
（
源
氏
方
・

平
氏
方
）
に
分
け
、
双
方
の
持

ち
札
を
五
〇
枚
ず
つ
と
し
て
、

自
陣
の
札
が
先
に
な
く
な
っ
た

方
が
勝
ち
と
な
る
。

散
ら
し
取
り（
ば
ら
取
り
）

　百
枚
の
取
り
札
を
す
べ
て
散

ら
し
、数
人
が
そ
の
周
囲
に
座
っ

て
読
ま
れ
た
札
を
取
り
合
う
。

5101520

⑬

古文編巻頭図録や漢文編
「基本句形のまとめ」など、
役立つ資料も充実。

新
編 

古
典 

﹇
古
Ｂ
３
１
３
﹈

精
選 

古
典

﹇
古
Ｂ
３
１
２
﹈

その単元で扱う作品の
概略や魅力を、年表や
図解をまじえて描き出
した「古典への招待」を
設けました。

「百人一首」を美しい
カラー折込で全首掲
載。学習意欲を高める
ためのさまざまな工
夫を盛り込みました。

玉た忍し見濡

8990の

窓

袿
うちき

（五
いつつ

衣
ぎぬ

）

小こ

袿う
ち
き

貴
族
の
女
性
の
略
装
。

小
こ

袿
うちき

張
は

り袴
ばかま

⑤

装
束

古
典
の
暮
ら
し

檜
ひ

扇
おうぎ

単
ひとえ

唐
から

衣
ぎぬ

表
うわ

着
ぎ

袿
うちき

（五
いつつ

衣
ぎぬ

）

裳
も

唐か
ら

衣ぎ
ぬ・

裳も

（
十じ

ゅ
う二に

単ひ
と
え）

貴
族
の
女
性
の
正
装
。

張
は

り袴
ばかま

直の
う
し衣

貴
族
の
男
性
の
平
常
着
。

冠

直
のうし

衣

指
さし

貫
ぬき

貴
族
の
女
性
の
正
装
。

⑨

よ ・ よ る

ひ  る

あ　さ
あした

ゆふべ

よひ

よなか・よは
（よふく）

子ね
丑う

し

寅と
ら

卯う

辰た
つ

巳み
午う

ま
未ひ

つ
じ

申さ
る

酉と
り

戌い
ぬ

亥い

12
九
ツ 九

ツ
半 八

ツ
半

八
ツ
半

八
ツ

八
ツ

七
ツ

七
ツ

六
ツ

六
ツ

六
ツ
半

六
ツ
半

五
ツ

五
ツ

五
ツ
半

五
ツ
半

四
ツ

四
ツ

四
ツ
半

四
ツ
半

午

　
後

午

　
前

夜
昼

九
ツ

九
ツ
半

七
ツ
半

七
ツ
半

1
2

3

4

5

6

7

8

9

10
11121

2

3

4

5

6

7

8

9

10
11 よ

か

た
そ
か
れ

は
た
れ
ど
き

つ
と

め
て

ぶ
か

し あかつき
あかとき

あさぼらけ
あけぼの
しののめゆふ

くれ
ゆふぐれ

一
年

一
日

一
ヶ
月

古
典
の
時
間

四
季

月

異
名

季
名

主
な
年
中
行
事

春

一

　月
睦む

　月つ
き

孟も
う

春
初
春

二

　月
如き

さ
ら
ぎ月
仲
春

三

　月
弥や

よ

い生
季
春

晩
春

夏

四

　月
卯う

　月づ
き

孟
夏

初
夏

五

　月
皐さ

　月つ
き

仲
夏

六

　月
水み

無な

月づ
き

季
夏

晩
夏

四し

方ほ
う

拝は
い

（
一
月
一
日
）
天
皇
が
早
朝
、
清
涼
殿
の
東
庭
で

天
地
四
方
の
神
々
と
祖
先
の
御
陵
を
遥よ
う

拝は
い

す
る
。

朝ち
ょ
う賀が

（
一
月
一
日
）
大
極
殿
で
の
百
官
に
よ
る
天
皇
へ

の
年
賀
の
拝
礼
。

七
草
（
一
月
初
め
の
子ね

の
日
）
天

皇
が
七
種
の
若
菜
を
食
し
、
無
病

を
祈
る
。
民
間
で
は
、
七
日
に
春

の
七
草
粥が
ゆ

を
食
し
た
。

曲ご
く
す
い（
き
ょ
く
す
い
）

水
の
宴
（
三
月
三
日
）
宮
中
や

貴
族
の
邸
宅
で
、
水
流
に
酒
杯
を

流
し
詩
を
作
っ
て
遊
ぶ
。

上じ
ょ

巳う
し

の
祓は
ら

え
・
雛ひ
な

祭ま
つ
り（
三
月
初
め
の
巳み

の
日
・
後
に
三
日
）

形か
た

代し
ろ

の
人ひ
と

形が
た

を
水
に
流
し
て
、
無
病
息
災
を
祈
る
。
江
戸

時
代
以
降
、
女
子
の
成
長
を
祈
っ
て
雛
人
形
を
飾
っ
た
。

更こ
ろ
も

衣が
え

（
四
月
一
日
）
衣
装
・
調
度
を
夏
向
き
の
も
の
に

変
え
る
。

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

（
四
月
八
日
）
釈し
ゃ

迦か

誕
生
の
祭
。

賀か

茂も

の
祭
（
四
月
中
の
酉と
り

の
日
）
京
都
の
賀
茂
神
社
の
祭
。

葵あ
お
いを

飾
る
の
で
「
葵
祭
」
と
も
。
単
に
「
祭
」
と
い
う
。

端た
ん

午ご

の
節せ
ち

会え

（
五
月
五
日
）
菖し
ょ
う

蒲ぶ

や

蓬よ
も
ぎを

軒
に
さ
し
、
邪
気
を
は
ら
う
。

後
に
民
間
で
は
武
具
・
武
者
人
形
を

飾
り
幟の
ぼ
りを
立
て
、
ち
ま
き
・
柏か
し
わ

餅も
ち

を

食
し
て
男
子
の
成
長
を
祝
っ
た
。
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精
選

国
語
総
合
新
訂
版

［
国
総
３
４
６
］

学習意欲を高める、見やすく機能的な教科書

池
谷
裕
二
、
國
分
功
一
郎
、
西
研
な
ど
、
新
鮮
な
筆
者
陣
に
よ
る
評
論
を
多
数
収
録
。

入
試
頻
出
の
鷲
田
清
一
、
福
岡
伸
一
、
香
山
リ
カ
な
ど
、
安
定
し
た
人
気
を
誇
る
評
論
も
。

小
説
は
近
現
代
文
学
の
珠
玉
の
作
品
を
厳
選
、
安
心
し
て
授
業
で
き
る
名
作
ぞ
ろ
い
。

「
現
代
」
を
射
抜
く
斬
新
な
教
材
群

1

P
O
I
N
T

教
材
を
ふ
ま
え
て
論
理
的
思
考
へ
と
誘
う
コ
ラ
ム
「
思
考
を
深
め
る
」。文
学
作
品
の
表
現

技
法
に
着
目
す
る
コ
ラ
ム
「
表
現
を
味
わ
う
」。古
典
で
は
、コ
ラ
ム「
古
文
を
読
む
た
め

に
」「
漢
文
を
読
む
た
め
に
」で
文
法
な
ど
基
礎
的
な
事
項
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。

論
理
的
思
考
力
や
表
現
力
を
培
う
コ
ラ
ム

3

P
O
I
N
T

入
試
頻
出
の
現
代
的
テ
ー
マ
を
網
羅
し
、
読
書
活
動
へ
と
誘
う
コ
ラ
ム
「
広
が
る
読
書
、

広
が
る
世
界
」
を
各
単
元
に
設
置
。「
古
文
の
窓
」「
漢
文
の
窓
」
で
は
古
典
の
背
景
知

識
を
平
易
に
解
説
。 教

材
の
背
景
を
知
り
、
読
書
へ
と
広
げ
る

4

P
O
I
N
T

学
習
意
欲
を
高
め
る
、
見
や
す
く
機
能
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
実
現
。
古
典
で
は
入
門
単

元
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
古
典
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
、
ス
ム
ー
ズ
な
学
習
の
流
れ

が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
を
全
面
刷
新
、
教
材
化
の
工
夫
を
徹
底

5

P
O
I
N
T

「
言
語
活
動
」「
豊
か
な
言
語
活
動
の
た
め
に
」
を
設
置
。
日
常
的
な
活
動
か
ら
、
本
格

的
な
課
題
解
決
型
学
習
ま
で
、
幅
広
い
活
動
を
紹
介
。
別
冊
指
導
資
料
『
言
語
活
動
編
』

で
サ
ポ
ー
ト
も
万
全
。 ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
対
応
し
た
言
語
活
動
教
材

2

P
O
I
N
T

古典を読むために
必要な知識をわか
りやすく図解して
います。

古文編・漢文編の
入門単元を全面改
訂。スムーズな導
入ができる構成。



72 いくさと人間

日
記
へ
の
招
待

　
平
安
時
代
末
期
か
ら
、
武
士
の
世
の
中
に
な
る

と
、
武
士
集
団
の
戦
い
を
描
い
た
作
品
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
軍
記
物
語
と
い
い
、
そ

の
代
表
作
が
、平
家
の
繁
栄
と
滅
亡
を
描
い
た『
平

家
物
語
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
激
し
い
戦
い
の

様
子
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
男
女
の

愛
や
主
従
の
思
い
と
い
う
人
間
の
真
情
が
、
力
強

く
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

軍
記
物
語
へ
の
招
待

源義経の一代記

義
ぎ

経
けい

記
き

作者●未詳
成立●室町時代中期
　 源

みなもとの

義
よし

経
つね

が牛若丸と呼ばれ
て鞍

くら

馬
ま

（京都市郊外）で修行
する少年時代から、平家一門
を滅ぼした後、兄頼

より

朝
とも

との不
和から奥州藤原氏のもとに逃
れ、やがてそこで自害するま
での生涯を描いたもの。

1183年5月

俱
く

利
り

伽
か

羅
ら

谷
だに

の戦い
木曾義仲、平家軍に大勝。

1180年10月

富
ふ

士
じ

川
がわ

の戦い
平家軍、戦わずして
逃げ帰る。

平泉

鎌倉

木曽

73 軍記物語への招待

一
〇
〇
〇
▼

一
五
〇
〇
▼

二
〇
〇
〇
▼ 

奈良平安鎌倉室町江戸

軍記物語の最高傑作

平
へい

家
け

物語 作者●未詳
成立●鎌倉時代初期

　平家一門の栄華と没落・滅亡を描いた軍記物語。琵
び

琶
わ

法師
によって語り伝えられたり、書き加えられたりして、多数の
異本が生じた。文章は和漢混交文体で、リズム感があり、語
り物としての特色がよく表れている。能・浄

じょう

瑠
る

璃
り

・歌
か

舞
ぶ

伎
き

などの芸能、近世から現代までの文芸に多大な影響をおよぼ
した。

将し
ょ
う

門も
ん

記き

太
平
記

平
家
物
語

義
経
記

1184年1月

宇
う

治
じ

川
がわ

の戦い
源義経、源義仲の
軍を破る。

1184年2月

一
いち

ノ
の

谷
たに

の戦い

源義経、鵯
ひよどり

越
ごえ

を下って
急襲、平家軍を破る。

1185年3月

壇
だん

の浦
うら

の戦い
源平最後の戦い。
平家滅亡。

1185年2月

屋
や

島
しま

の戦い
源義経、屋島で
平家軍を破る。

京

源義経の進路
源義

よし

仲
なか

の進路

各
単
元
の
最
初
に
、
そ
の
単
元
で
扱
う
作
品
の
概
略
や
魅
力
を
、
年
表
や
図

解
を
ま
じ
え
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
描
き
出
し
た
特
集
ペ
ー
ジ
「
古
典
へ
の
招

待
」
を
設
け
ま
し
た
。

教
材
は
基
本
的
か
つ
生
徒
の
感
性
に
訴
え
る
も
の
を
厳
選
。
大
岡
信
「
百
人

一
首
の
恋
の
歌
」
の
後
に
折
込
で
全
首
掲
載
し
た
「
百
人
一
首
」、
蕪
村
の

絵
と
読
む
「
奥
の
細
道
」、
安
野
光
雅
の
挿
画
が
印
象
的
な
「
三
国
志
」
な

ど
、
教
材
化
や
見
せ
方
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

巻
頭
に
は
古
典
の
学
習
に
有
益
な
図
録
を
11
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
。
模
型

や
写
真
を
効
果
的
に
使
い
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
世
代
の
高
校
生
が
古
典
の
世
界
を

豊
か
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

特
色生

徒
を
引
き
込
む
教
材
、斬
新
な
教
材
化

2
新
し
い
発
想
で
ま
と
め
た
、役
立
つ
巻
頭
図
録

3
古
典
の
世
界
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
立
ち
上
が
る
、

「
古
典
へ
の
招
待
」

1 二
・
三
年
次
の
古
典
学
習
に
必
要
な
教
材
を
精
選
し
て
一
冊
に
ま
と
め
た
、

二
部
構
成
の
教
科
書
。
古
文
編
で
は
『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』『
大
鏡
』
を

中
心
に
、
漢
文
編
で
は
「
小
説
」
単
元
を
は
じ
め
と
し
た
読
み
応
え
の
あ
る

ま
と
ま
っ
た
文
章
教
材
を
充
実
さ
せ
、
大
学
入
試
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
材
に
、
古
文
編
で
は
文
法
の
設
問
、
漢
文
編
で
は
「
訓
読

で
注
意
す
る
文
字
」
と
「
句
法
」
を
ま
と
め
、
教
材
に
即
し
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
漢
文
編
に
は
頻
出
の
八
つ

の
句
形
を
解
説
し
た
コ
ラ
ム
「
基
本
句
形
の
ま
と
め
」
を
掲
載
し
、
要
点
を

随
時
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

巻
頭
に
は
古
典
の
学
習
に
有
益
な
図
録
を
11
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
。
模
型

や
写
真
を
効
果
的
に
使
い
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
世
代
の
高
校
生
が
古
典
の
世
界
を

豊
か
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

特
色教

材
に
即
し
て
文
法
・
句
法
の
要
点
を

確
認
で
き
る

2
新
し
い
発
想
で
ま
と
め
た
、

役
立
つ
巻
頭
図
録

3
重
要
な
作
品
を
精
選
、

効
率
的
に
古
典
を
学
べ
る

1

入試を見据えた2年間履修に古典の楽しさを伝える、新時代の教科書

①

11

5

6

7

13

12

17

14

20

18

15

⑦ 応
おう

天
てん

門
もん

⑤ 大
だいごくでん

極殿を模して造られた現在の平安神宮正殿

① 紫
し

宸
しん

殿
でん

⑬ 神
しんせんえん

泉苑

⑰ 東
とう

寺
じ

大だ
い

内だ
い

裏り

平
安
京

内だ
い

裏り
1

2

天
皇
の
居
所（
内
裏
）と

さ
ま
ざ
ま
な
官
庁
が

あ
る
区
域
。

天
皇
の
居
所
。

鴨
かも

川
がわ

九条大路

一条大路

二条大路

古
典
の
舞
台

3
4

左
京

朱す
ざ
く雀

大
路

②

11

5

6

7

10

9

13

12

17

14

20

18

16 15

19

⑫ 冷
れいぜいいん

泉院

⑬ 神
しんせんえん

泉苑

⑭ 朱
す ざ く

雀院
いん

⑮ 東
ひがしのいち

市

⑯ 西
にしのいち

市

⑰ 東
とう

寺
じ

⑱ 西
さい

寺
じ

⑲ 仁
にん

和
な

寺
じ

⑳ 羅
ら

城
じょう

門
もん

⑤ 大
だいごくでん

極殿

⑥ 八
はっ

省
しょう

院
いん

（朝
ちょう

堂
どう

院
いん

）

⑦ 応
おう

天
てん

門
もん

⑧ 豊
ぶ

楽
らく

殿
でん

⑨ 豊
ぶ

楽
らく

院
いん

⑩ 宴
えん

の松
まつばら

原

⑪ 朱
すざくもん

雀門

① 紫
し

宸
しん

殿
でん

② 清
せいりょうでん

涼 殿

③ 桐
きり

壺
つぼ

④ 藤
ふじ

壺
つぼ

⑳ 羅
ら

城
じょう

門
もん

⑲ 仁
にん

和
な

寺
じ

⑧ 豊
ぶ

楽
らく

殿
でん

② 清
せいりょうでん

涼殿④ 藤
ふじ

壺
つぼ

1

2

一

桂
かつら

川
がわ

4

8

右
京 朱す

ざ
く雀
大
路

での生涯を描いたもの。逃げ帰る。軍を破る。源義仲の進路

百
人
一
首

奥お
く

山や
ま

に
紅も

み
ぢ葉

踏ふ

み
わ
け
鳴な

く
鹿し

か

の

声こ
ゑ

聞き

く
時と
き

ぞ
秋あ
き

は
か
な
し
き

猿さ
る

丸ま
る

大だ
い

夫ふ

田た

子ご

の
浦う

ら
に
う
ち
出い

で
て
み
れ
ば
白し

ろ

妙た
へ

の

富ふ

士じ

の
高た
か

嶺ね

に
雪ゆ
き

は
降ふ

り
つ
つ

山や
ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

あ
し
ひ
き
の
山や
ま

鳥ど
り

の
尾を

の
し
だ
り
尾を

の

な
が
な
が
し
夜よ

を
ひ
と
り
か
も
寝ね

む

柿か
き
の

本も
と
の

人ひ
と

麻ま

呂ろ

春は
る

過す

ぎ
て
夏な

つ

来き

に
け
ら
し
白し

ろ

妙た
へ

の

衣こ
ろ
もほ

す
て
ふ
天あ

ま

の
香か

具ぐ

山や
ま

持ぢ

統と
う

天
皇

秋あ
き

の
田た

の
か
り
ほ
の
庵い

ほ

の
苫と

ま

を
あ
ら
み

わ
が
衣こ

ろ
も

手で

は
露つ

ゆ

に
ぬ
れ
つ
つ

天て
ん

智ぢ

天
皇

こ
れ
や
こ
の
行ゆ

く
も
帰か

へ

る
も
別わ

か

れ
て
は

知し

る
も
知し

ら
ぬ
も
逢あ

ふ

坂さ
か

の
関せ

き

蟬せ
み

丸ま
る

花は
な

の
色い
ろ

は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に

わ
が
身み

世よ

に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に小を

野の
の

小こ

町ま
ち

わ
が
庵い
ほ

は
都み
や
この
た
つ
み
し
か
ぞ
住す

む

世よ

を
う
ぢ
山や

ま

と
人ひ

と

は
い
ふ
な
り

喜き

撰せ
ん

法
師

天あ
ま

の
原は
ら

ふ
り
さ
け
見み

れ
ば
春か
す
が日
な
る

三み

笠か
さ

の
山や

ま

に
出い

で
し
月つ

き

か
も

安あ

倍べ
の

仲な
か

麻ま

呂ろ

か
さ
さ
ぎ
の
渡わ

た

せ
る
橋は

し

に
置お

く
霜し

も

の

白し
ろ

き
を
見み

れ
ば
夜よ

ぞ
更ふ

け
に
け
る

中ち
ゆ
う

納な

言ご
ん

家や
か

持も
ち

5 4 3 2 1

10 9 8 7 6

難な
に

波は

潟が
た

短み
じ
かき
葦あ
し

の
ふ
し
の
間ま

も

逢あ

は
で
こ
の
世よ

を
過す

ぐ
し
て
よ
と
や伊い

勢せ

君き
み

が
た
め
春は
る

の
野の

に
出い

で
て
若わ
か

菜な

摘つ

む

わ
が
衣こ
ろ
も

手で

に
雪ゆ
き

は
降ふ

り
つ
つ

光く
わ
う

孝か
う

天
皇

わ
び
ぬ
れ
ば
今い
ま

は
た
同お
な

じ
難な
に

波は

な
る

み
を
つ
く
し
て
も
逢あ

は
む
と
ぞ
思お
も

ふ
元も

と

良よ
し

親し
ん

王わ
う

立た

ち
別わ
か

れ
い
な
ば
の
山や
ま

の
峰み
ね

に
生お

ふ
る

ま
つ
と
し
聞き

か
ば
今い
ま

帰か
へ

り
来こ

む中
納
言
行ゆ

き

平ひ
ら

陸み
ち

奥の
く

の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
誰た

れ

ゆ
ゑ
に

乱み
だ

れ
そ
め
に
し
我わ
れ

な
ら
な
く
に河か

は

原ら
の

左
大
臣

筑つ
く

波ば

嶺ね

の
峰み
ね

よ
り
落お

つ
る
み
な
の
川が
は

恋こ
ひ

ぞ
積つ

も
り
て
淵ふ
ち

と
な
り
ぬ
る

陽や
う

成ぜ
い

院

住す
み

の
江え

の
岸き

し

に
寄よ

る
波な

み

よ
る
さ
へ
や

夢ゆ
め

の
通か

よ
ひ

路ぢ

人ひ
と

目め

よ
く
ら
む藤ふ

ぢ

原は
ら
の

敏と
し

行ゆ
き

朝
臣

天あ
ま

つ
風か

ぜ

雲く
も

の
通か

よ

ひ
路ぢ

吹ふ

き
と
ぢ
よ

を
と
め
の
姿す
が
たし

ば
し
と
ど
め
む僧そ

う

正じ
や
う

遍へ
ん

昭ぜ
う

ち
は
や
ぶ
る
神か

み

代よ

も
聞き

か
ず
竜た

つ

田た

川が
は

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水み

づ

く
く
る
と
は

在あ
り

原は
ら
の

業な
り

平ひ
ら

朝あ

臣そ
ん

わ
た
の
原は

ら

八や

十そ

島し
ま

か
け
て
漕こ

ぎ
出い

で
ぬ
と

人ひ
と

に
は
告つ

げ
よ
海あ

人ま

の
釣つ

り
ぶ
ね舟

参
議

篁
た
か
む
ら

名な

に
し
負お

は
ば
逢あ
ふ

坂さ
か

山や
ま

の
さ
ね
か
づ
ら

人ひ
と

に
知し

ら
れ
で
く
る
よ
し
も
が
な

三さ
ん

条で
う
の

右
大
臣

小を

倉ぐ
ら

山や
ま

峰み
ね

の
も
み
ぢ
葉ば

心こ
こ
ろあ
ら
ば

今い
ま

ひ
と
た
び
の
み
ゆ
き
待ま

た
な
む

貞て
い

信し
ん

公

こ
の
た
び
は
幣ぬ

さ

も
と
り
あ
へ
ず
手た

向む
け

山や
ま

紅も
み
ぢ葉
の
錦に
し
き

神か
み

の
ま
に
ま
に

菅く
わ
ん

家け

月つ
き

見み

れ
ば
千ち

ぢ々

に
物も
の

こ
そ
か
な
し
け
れ

わ
が
身み

ひ
と
つ
の
秋あ
き

に
は
あ
ら
ね
ど

大お
ほ

江え
の

千ち

里さ
と

吹ふ

く
か
ら
に
秋あ

き

の
草く

さ

木き

の
し
を
る
れ
ば

む
べ
山や
ま

風か
ぜ

を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む文ふ

ん

屋や
の

康や
す

秀ひ
で

今い
ま

来こ

む
と
言い

ひ
し
ば
か
り
に
長な

が

月つ
き

の

有あ
り

明あ
け

の
月つ
き

を
待ま

ち
出い

で
つ
る
か
な素そ

性せ
い

法
師

19

15

20

16 14 13

18

12

17

11

2526 24 23 22 21

人ひ
と

は
い
さ
心こ
こ
ろも
知し

ら
ず
ふ
る
さ
と
は

花は
な

ぞ
昔む

か
しの

香か

に
に
ほ
ひ
け
る

紀
貫つ

ら

之ゆ
き

風か
ぜ

を
い
た
み
岩い

は

う
つ
波な

み

の
お
の
れ
の
み

砕く
だ

け
て
物も

の

を
思お

も

ふ
こ
ろ
か
な

源
重し

げ

之ゆ
き

心こ
こ
ろあ
て
に
折を

ら
ば
や
折を

ら
む
初は
つ

霜し
も

の

置お

き
ま
ど
は
せ
る
白し

ら

菊ぎ
く

の
花は

な凡お
ほ
し

河か
ふ

内ち
の

躬み

恒つ
ね

逢あ

ふ
こ
と
の
絶た

え
て
し
な
く
は
な
か
な
か
に

人ひ
と

を
も
身み

を
も
恨う

ら

み
ざ
ら
ま
し中

納
言
朝あ

さ

忠た
だ

夏な
つ

の
夜よ

は
ま
だ
宵よ
ひ

な
が
ら
明あ

け
ぬ
る
を

雲く
も

の
い
づ
こ
に
月つ
き

宿や
ど

る
ら
む清き

よ

原は
ら
の

深ふ
か

養や

父ぶ

み
か
き
も
り
衛ゑ

士じ

の
た
く
火ひ

の
夜よ
る
は
燃も

え

昼ひ
る

は
消き

え
つ
つ
物も
の

を
こ
そ
思お
も

へ

大お
ほ

中な
か

臣と
み
の

能よ
し

宣の
ぶ

朝
臣

有あ
り

明あ
け

の
つ
れ
な
く
見み

え
し
別わ
か

れ
よ
り

暁あ
か
つ
きば
か
り
憂う

き
も
の
は
な
し

壬み

生ぶ
の

忠た
だ

岑み
ね

あ
は
れ
と
も
言い

ふ
べ
き
人ひ
と

は
思お
も

ほ
え
で

身み

の
い
た
づ
ら
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な謙け

ん

徳と
く

公

誰た
れ

を
か
も
知し

る
人ひ

と

に
せ
む
高た

か

砂さ
ご

の

松ま
つ

も
昔む
か
しの
友と
も

な
ら
な
く
に

藤
原
興お

き

風か
ぜ

逢あ

ひ
見み

て
の
後の
ち

の
心こ
こ
ろに
く
ら
ぶ
れ
ば

昔む
か
しは
物も
の

を
思お
も

は
ざ
り
け
り

権ご
ん

中
納
言
敦あ

つ

忠た
だ

ひ
さ
か
た
の
光ひ
か
りの
ど
け
き
春は
る

の
日ひ

に

し
づ
心ご
こ
ろな
く
花は
な

の
散ち

る
ら
む

紀き
の

友と
も

則の
り

契ち
ぎ

り
き
な
か
た
み
に
袖そ
で

を
し
ぼ
り
つ
つ

末す
ゑ

の
松ま
つ

山や
ま

波な
み

越こ

さ
じ
と
は

清
原
元も

と

輔す
け

山や
ま

川が
は

に
風か
ぜ

の
か
け
た
る
し
が
ら
み
は

流な
が

れ
も
あ
へ
ぬ
紅も

み
ぢ葉

な
り
け
り春は

る

道み
ち
の

列つ
ら

樹き

八や

重へ

葎む
ぐ
ら

茂し
げ

れ
る
宿や
ど

の
さ
び
し
き
に

人ひ
と

こ
そ
見み

え
ね
秋あ
き

は
来き

に
け
り恵ゑ

慶ぎ
や
う

法
師

山や
ま

里ざ
と

は
冬ふ
ゆ

ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る

人ひ
と

目め

も
草く

さ

も
か
れ
ぬ
と
思お

も

へ
ば

源み
な
も
と
の

宗む
ね

于ゆ
き

朝
臣

恋こ
ひ
す
て
ふ
わ
が
名な

は
ま
だ
き
立た

ち
に
け
り

人ひ
と

知し

れ
ず
こ
そ
思お
も

ひ
そ
め
し
か

壬
生
忠た

だ

見み

朝あ
さ

ぼ
ら
け
有あ
り

明あ
け

の
月つ
き

と
見み

る
ま
で
に

吉よ
し

野の

の
里さ
と

に
降ふ

れ
る
白し
ら

雪ゆ
き

坂さ
か
の

上う
へ
の

是こ
れ

則の
り

由ゆ

良ら

の
門と

を
渡わ
た

る
舟ふ
な

人び
と

か
ぢ
を
絶た

え

行ゆ
く
へ方
も
知し

ら
ぬ
恋こ
ひ

の
道み
ち

か
な

曾そ

禰ね
の

好よ
し

忠た
だ

み
か
の
原は

ら

わ
き
て
流な

が

る
る
い
づ
み
川が

は

い
つ
見み

き
と
て
か
恋こ

ひ

し
か
る
ら
む

中
納
言
兼か

ね

輔す
け

忍し
の

ぶ
れ
ど
色い
ろ

に
出い

で
に
け
り
わ
が
恋こ
ひ

は

物も
の

や
思お
も

ふ
と
人ひ
と

の
問と

ふ
ま
で

平た
ひ
ら
の

兼か
ね

盛も
り

忘わ
す

れ
じ
の
行ゆ

く
末す

ゑ

ま
で
は
か
た
け
れ
ば

今け

ふ日
を
限か

ぎ

り
の
命い

の
ちと

も
が
な

儀ぎ

同ど
う

三さ
ん

司し
の

母

浅あ
さ

茅ぢ

生ふ

の
小を

野の

の
篠し
の

原は
ら

し
の
ぶ
れ
ど

あ
ま
り
て
な
ど
か
人ひ
と

の
恋こ
ひ

し
き

参
議
等

ひ
と
し

滝た
き

の
音お
と

は
絶た

え
て
久ひ
さ

し
く
な
り
ぬ
れ
ど

名な

こ
そ
流な
が

れ
て
な
ほ
聞き

こ
え
け
れ

大
納
言
公き

ん

任た
ふ

嘆な
げ
き
つ
つ
ひ
と
り
寝ぬ

る
夜よ

の
あ
く
る
ま
は

い
か
に
久ひ
さ

し
き
も
の
と
か
は
知し

る

右
大
将
道み

ち

綱つ
な
の

母は
は

明あ

け
ぬ
れ
ば
暮く

る
る
も
の
と
は
知し

り
な
が
ら

な
ほ
恨う
ら

め
し
き
朝あ
さ

ぼ
ら
け
か
な

藤
原
道み

ち

信の
ぶ

朝
臣

忘わ
す

ら
る
る
身み

を
ば
思お
も

は
ず
誓ち
か

ひ
て
し

人ひ
と

の
命い

の
ちの

惜を

し
く
も
あ
る
か
な

右う

近こ
ん

か
く
と
だ
に
え
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し
も
草ぐ
さ

さ
し
も
知し

ら
じ
な
燃も

ゆ
る
思お
も

ひ
を

藤
原
実さ

ね

方か
た

朝
臣

白し
ら

露つ
ゆ

に
風か
ぜ

の
吹ふ

き
し
く
秋あ
き

の
野の

は

貫つ
ら
ぬき
と
め
ぬ
玉た
ま

ぞ
散ち

り
け
る

文
屋
朝あ

さ

康や
す

君き
み

が
た
め
惜を

し
か
ら
ざ
り
し
命い
の
ちさ
へ

長な
が

く
も
が
な
と
思お
も

ひ
け
る
か
な

藤
原
義よ

し

孝た
か

3548

2944

3649

3045

34

43

33

42

3247

2841

3146

2740

54 3955 53 52 3851 3750
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⑫

朝あ
さ

ぼ
ら
け
宇う

治ぢ

の
川か
は

霧ぎ
り

た
え
だ
え
に

あ
ら
は
れ
わ
た
る
瀬せ

ぜ々

の
網あ

代じ
ろ

木ぎ

権
中
納
言
定さ

だ

頼よ
り

大お
ほ

江え

山や
ま

い
く
野の

の
道み
ち

の
遠と
ほ

け
れ
ば

ま
だ
ふ
み
も
見み

ず
天あ
ま

の
橋は
し

立だ
て

小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

恨う
ら

み
わ
び
干ほ

さ
ぬ
袖そ

で

だ
に
あ
る
も
の
を

恋こ
ひ

に
朽く

ち
な
む
名な

こ
そ
惜を

し
け
れ

相さ
が
み模

い
に
し
へ
の
奈な

良ら

の
都み

や
この

八や

重へ

桜
ざ
く
ら

け
ふ
九こ
こ
の
へ重
に
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な

伊い

勢せ
の

大た
い

輔ふ

や
す
ら
は
で
寝ね

な
ま
し
も
の
を
小さ

夜よ

更ふ

け
て

か
た
ぶ
く
ま
で
の
月つ

き

を
見み

し
か
な赤あ

か

染ぞ
め

衛ゑ

門も
ん

有あ
り

馬ま

山や
ま

猪ゐ

名な

の
笹さ
さ

原は
ら

風か
ぜ

吹ふ

け
ば

い
で
そ
よ
人ひ
と

を
忘わ
す

れ
や
は
す
る

大だ
い

弐に
の

三さ
ん

位み

今い
ま

は
た
だ
思お

も

ひ
絶た

え
な
む
と
ば
か
り
を

人ひ
と

づ
て
な
ら
で
言い

ふ
よ
し
も
が
な

左さ

京
き
や
う
の

大だ
い

夫ぶ

道み
ち

雅ま
さ

め
ぐ
り
逢あ

ひ
て
見み

し
や
そ
れ
と
も
分わ

か
ぬ
間ま

に

雲く
も

隠が
く

れ
に
し
夜よ

半は

の
月つ

き

か
な

紫む
ら
さ
き

式
部

夜よ

を
こ
め
て
鳥と
り
の
そ
ら
音ね

は
は
か
る
と
も

よ
に
逢あ
ふ

坂さ
か

の
関せ
き

は
許ゆ
る

さ
じ

清せ
い

少せ
う

納な

言ご
ん

あ
ら
ざ
ら
む
こ
の
世よ

の
ほ
か
の
思お
も
ひ
出で

に

い
ま
ひ
と
た
び
の
逢あ

ふ
こ
と
も
が
な

和い
づ
み泉

式し
き

部ぶ

さ
び
し
さ
に
宿や
ど
を
立た

ち
出い

で
て
な
が
む
れ
ば

い
づ
く
も
同お
な

じ
秋あ
き

の
夕ゆ
ふ

暮ぐ
れ

良り
や
う

暹ぜ
ん

法
師

夕ゆ
ふ

さ
れ
ば
門か

ど

田た

の
稲い

な

葉ば

お
と
づ
れ
て

葦あ
し

の
ま
ろ
屋や

に
秋あ
き

風か
ぜ

ぞ
吹ふ

く
大
納
言
経つ

ね

信の
ぶ

嵐あ
ら
し吹ふ

く
三み

室む
ろ

の
山や

ま

の
も
み
ぢ
葉ば

は

竜た
つ

田た

の
川か

は

の
錦に

し
きな

り
け
り

能の
う

因い
ん

法
師

心こ
こ
ろに
も
あ
ら
で
う
き
世よ

に
な
が
ら
へ
ば

恋こ
ひ

し
か
る
べ
き
夜よ

半は

の
月つ
き

か
な

三さ
ん

条で
う

院

春は
る

の
夜よ

の
夢ゆ

め

ば
か
り
な
る
手た

枕ま
く
らに

か
ひ
な
く
立た

た
む
名な

こ
そ
惜を

し
け
れ

周す

防は
う
の

内
侍

も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思お
も

へ
山や
ま

桜
ざ
く
ら

花は
な

よ
り
ほ
か
に
知し

る
人ひ
と

も
な
し

前さ
き
の

大
僧
正
行ぎ

や
う

尊そ
ん

64

60

65

61 59 58

63

57

62

56

7071 69 68 67 66

秋あ
き

風か
ぜ

に
た
な
び
く
雲く

も

の
絶た

え
間ま

よ
り

も
れ
出い

づ
る
月つ
き

の
影か
げ

の
さ
や
け
さ

左
京
大
夫
顕あ

き

輔す
け

世よ

の
中な

か

は
常つ

ね

に
も
が
も
な
渚な

ぎ
さこ

ぐ

海あ

人ま

の
小を

舟ぶ
ね

の
綱つ

な

手で

か
な
し
も鎌

倉の右
大
臣

高た
か

砂さ
ご

の
尾を

の
上へ

の
桜さ

く
ら

咲さ

き
に
け
り

外と

山や
ま

の
霞か

す
み

立た

た
ず
も
あ
ら
な
む

前
中
納
言
匡ま

さ

房ふ
さ

玉た
ま

の
緒を

よ
絶た

え
な
ば
絶た

え
ね
な
が
ら
へ
ば

忍し
の

ぶ
る
こ
と
の
よ
わ
り
も
ぞ
す
る

式し
き

子し

内
親
王

長な
が

か
ら
む
心こ
こ
ろも
知し

ら
ず
黒く
ろ

髪か
み

の

乱み
だ

れ
て
今け

朝さ

は
物も

の

を
こ
そ
思お

も

へ
待た

い

賢け
ん

門も
ん

院ゐ
ん
の

堀ほ
り

河か
は

み
吉よ
し

野の

の
山や
ま

の
秋あ
き

風か
ぜ

さ
夜よ

更ふ

け
て

ふ
る
さ
と
寒さ
む

く
衣こ
ろ
も

打う

つ
な
り

参
議
雅ま

さ

経つ
ね

憂う

か
り
け
る
人ひ
と

を
初は
つ

瀬せ

の
山や
ま

お
ろ
し
よ

は
げ
し
か
れ
と
は
祈い
の

ら
ぬ
も
の
を

源
俊と

し

頼よ
り

朝
臣

見み

せ
ば
や
な
雄を

島じ
ま

の
海あ

人ま

の
袖そ
で

だ
に
も

濡ぬ

れ
に
ぞ
濡ぬ

れ
し
色い
ろ

は
変か

は
ら
ず

殷い
ん

富ぷ

門も
ん

院ゐ
ん
の

大
輔

淡あ
は

路ぢ

島し
ま

か
よ
ふ
千ち

鳥ど
り

の
鳴な

く
声こ
ゑ

に

幾い
く

夜よ

寝ね

ざ
め
ぬ
須す

磨ま

の
関せ
き

守も
り

源
兼か

ね

昌ま
さ

難な
に

波は

江え

の
葦あ
し

の
か
り
ね
の
ひ
と
よ
ゆ
ゑ

み
を
つ
く
し
て
や
恋こ

ひ
わ
た
る
べ
き

皇く
わ
う

嘉か

門も
ん

院ゐ
ん
の

別べ
つ

当た
う

瀬せ

を
は
や
み
岩い
は

に
せ
か
る
る
滝た
き

川が
は

の

わ
れ
て
も
末す
ゑ

に
逢あ

は
む
と
ぞ
思お

も

ふ
崇す

徳と
く

院

村む
ら

雨さ
め

の
露つ
ゆ

も
ま
だ
ひ
ぬ
真ま

木き

の
葉は

に

霧き
り

立た

ち
の
ぼ
る
秋あ

き

の
夕ゆ

ふ

暮ぐ
れ

寂じ
や
く

蓮れ
ん

法
師

わ
た
の
原は

ら
漕こ

ぎ
出い

で
て
見み

れ
ば
ひ
さ
か
た
の

雲く
も

居ゐ

に
ま
が
ふ
沖お
き

つ
白し
ら

波な
み

法ほ
つ

性し
や
う

寺じ

入に
ふ

道だ
う

前さ
き
の

関く
わ
ん

白ぱ
く

太だ
い

政じ
や
う

大だ
い

臣じ
ん

わ
が
袖そ

で

は
潮し

ほ

干ひ

に
見み

え
ぬ
沖お

き

の
石い

し

の

人ひ
と

こ
そ
知し

ら
ね
乾か

わ

く
間ま

も
な
し二に

条で
う

院ゐ
ん
の

讃さ
ぬ
き岐

嘆な
げ

け
と
て
月つ

き

や
は
物も

の

を
思お

も

は
す
る

か
こ
ち
顔が
ほ

な
る
わ
が
涙な

み
だか

な
西さ

い

行ぎ
や
う

法
師

契ち
ぎ

り
お
き
し
さ
せ
も
が
露つ
ゆ

を
命い
の
ちに
て

あ
は
れ
今こ
と
し年
の
秋あ
き

も
い
ぬ
め
り

藤
原
基も

と

俊と
し

き
り
ぎ
り
す
鳴な

く
や
霜し
も

夜よ

の
さ
む
し
ろ
に

衣こ
ろ
も

片か
た

敷し

き
ひ
と
り
か
も
寝ね

む

後ご

京き
や
う

極ご
く

摂せ
つ

政し
や
う

前
太
政
大
臣

音お
と

に
聞き

く
た
か
し
の
浜は
ま

の
あ
だ
波な
み

は

か
け
じ
や
袖そ
で

の
濡ぬ

れ
も
こ
そ
す
れ

祐い
う

子し

内な
い

親し
ん

王わ
う

家け
の

紀き

伊い

夜よ

も
す
が
ら
物も
の

思お
も
ふ
こ
ろ
は
明あ

け
や
ら
で

閨ね
や

の
ひ
ま
さ
へ
つ
れ
な
か
り
け
り俊し

ゆ
ん

恵ゑ

法
師

世よ

の
中な

か

よ
道み

ち

こ
そ
な
け
れ
思お

も

ひ
入い

る

山や
ま

の
奥お

く

に
も
鹿し

か

ぞ
鳴な

く
な
る

皇く
わ
う

太た
い

后ご
う

宮ぐ
う
の

大
夫
俊と

し

成な
り

人ひ
と

も
を
し
人ひ

と

も
恨う

ら

め
し
あ
ぢ
き
な
く

世よ

を
思お

も

ふ
ゆ
ゑ
に
物も

の

思お
も

ふ
身み

は
後ご

鳥と

羽ば

院

な
が
ら
へ
ば
ま
た
こ
の
ご
ろ
や
し
の
ば
れ
む

憂う

し
と
見み

し
世よ

ぞ
今い
ま

は
恋こ
ひ

し
き

藤
原
清き

よ

輔す
け

朝
臣

も
も
し
き
や
古ふ
る

き
軒の
き

端ば

の
し
の
ぶ
に
も

な
ほ
あ
ま
り
あ
る
昔む
か
しな
り
け
り

順じ
ゆ
ん

徳と
く

院

風か
ぜ

そ
よ
ぐ
な
ら
の
小を

川が
は

の
夕ゆ
ふ

暮ぐ
れ

は

み
そ
ぎ
ぞ
夏な
つ

の
し
る
し
な
り
け
る

従じ
ゆ

二
位
家い

へ

隆た
か

来こ

ぬ
人ひ
と

を
ま
つ
ほ
の
浦う
ら

の
夕ゆ
ふ

な
ぎ
に

焼や

く
や
藻も

塩し
ほ

の
身み

も
こ
が
れ
つ
つ

権
中
納
言
定さ

だ

家い
へ

思お
も

ひ
わ
び
さ
て
も
命い

の
ちは

あ
る
も
の
を

憂う

き
に
た
へ
ぬ
は
涙な
み
だな
り
け
り

道だ
う

因い
ん

法
師

花は
な

さ
そ
ふ
嵐あ

ら
しの

庭に
は

の
雪ゆ

き

な
ら
で

ふ
り
ゆ
く
も
の
は
わ
が
身み

な
り
け
り

入
道
前
太
政
大
臣

ほ
と
と
ぎ
す
鳴な

き
つ
る
方か
た
を
な
が
む
れ
ば

た
だ
有あ
り

明あ
け

の
月つ
き

ぞ
残の
こ

れ
る後ご

徳と
く

大だ
い

寺じ
の

左
大
臣

お
ほ
け
な
く
う
き
世よ

の
民た
み
に
お
ほ
ふ
か
な

わ
が
立た

つ
杣そ
ま

に
墨す
み

染ぞ
め

の
袖そ
で

前
大
僧
正
慈じ

円ゑ
ん

7993

7389

8094

7490

78

88

77

87

7692

86

7591

7285

8399 84100 98 97 8296 8195

百
人
一
首

典古 の

窓

5　「
百
人
一
首
」
は
、
藤ふ

じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え

原
定
家
が
百
人
の
歌
人
の
歌
を

一
首
ず
つ
選
ん
で
ま
と
め
た
秀し

ゅ
う
か
せ
ん

歌
撰
で
あ
る
。『
万
葉
集
』

か
ら
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
ま
で
の
五
百
数
十
年

の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
の
伝
統
が

ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
変
化
し
て
き
た
の
か
を
知
る

こ
と
も
で
き
る
。

　百
首
の
大
部
分
が
四
季
と
恋
の
歌
か
ら
成
っ
て
い
る
。

二
一
人
も
の
女
流
歌
人
の
歌
が
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の

多
く
が
恋
の
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
百
首
の
歌
は
身
分
や

題
材
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
歌
人
が

活
躍
し
た
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　「
百
人
一
首
」
は
、
江
戸
時
代
に
歌
が
る
た
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
層
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な

る
。
歌
が
る
た
は
正
月
の
遊
び
と
し
て
定
着
し
、
明
治

時
代
に
は
競
技
と
し
て
の
か
る
た
会
も
開
か
れ
て
、
現

在
ま
で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

競
技
か
る
た（
個
人
戦
）

　一
対
一
で
行
わ
れ
る
正
式
な

競
技
。
百
枚
の
取
り
札
を
裏
返

し
て
か
き
混
ぜ
、
各
自
二
五
枚

ず
つ
取
り
出
す
。
読
み
手
は
百

枚
す
べ
て
を
読
み
上
げ
る
の
で
、

取
り
札
に
な
い
歌
（
空か
ら

札ふ
だ

）
も

読
み
上
げ
る
。
そ
の
た
め
お
手

つ
き
の
可
能
性
が
あ
り
、
競
技

と
し
て
の
お
も
し
ろ
さ
が
増
す
。

源
平
合
戦

　参
加
者
を
二
組
（
源
氏
方
・

平
氏
方
）
に
分
け
、
双
方
の
持

ち
札
を
五
〇
枚
ず
つ
と
し
て
、

自
陣
の
札
が
先
に
な
く
な
っ
た

方
が
勝
ち
と
な
る
。

散
ら
し
取
り（
ば
ら
取
り
）

　百
枚
の
取
り
札
を
す
べ
て
散

ら
し
、数
人
が
そ
の
周
囲
に
座
っ

て
読
ま
れ
た
札
を
取
り
合
う
。

5101520

⑬

古文編巻頭図録や漢文編
「基本句形のまとめ」など、
役立つ資料も充実。

新
編 

古
典 

﹇
古
Ｂ
３
１
３
﹈

精
選 

古
典

﹇
古
Ｂ
３
１
２
﹈

その単元で扱う作品の
概略や魅力を、年表や
図解をまじえて描き出
した「古典への招待」を
設けました。

「百人一首」を美しい
カラー折込で全首掲
載。学習意欲を高める
ためのさまざまな工
夫を盛り込みました。

玉た忍し見濡

8990の

窓

袿
うちき

（五
いつつ

衣
ぎぬ

）

小こ

袿う
ち
き

貴
族
の
女
性
の
略
装
。

小
こ

袿
うちき

張
は

り袴
ばかま

⑤

装
束

古
典
の
暮
ら
し

檜
ひ

扇
おうぎ

単
ひとえ

唐
から

衣
ぎぬ

表
うわ

着
ぎ

袿
うちき

（五
いつつ

衣
ぎぬ

）

裳
も

唐か
ら

衣ぎ
ぬ・

裳も

（
十じ

ゅ
う二に

単ひ
と
え）

貴
族
の
女
性
の
正
装
。

張
は

り袴
ばかま

直の
う
し衣

貴
族
の
男
性
の
平
常
着
。

冠

直
のうし

衣

指
さし

貫
ぬき

貴
族
の
女
性
の
正
装
。

⑨

よ ・ よ る

ひ  る

あ　さ
あした

ゆふべ

よひ

よなか・よは
（よふく）

子ね
丑う

し

寅と
ら

卯う

辰た
つ

巳み
午う

ま
未ひ

つ
じ

申さ
る

酉と
り

戌い
ぬ

亥い

12
九
ツ 九

ツ
半 八

ツ
半

八
ツ
半

八
ツ

八
ツ

七
ツ

七
ツ

六
ツ

六
ツ

六
ツ
半

六
ツ
半

五
ツ

五
ツ

五
ツ
半

五
ツ
半

四
ツ

四
ツ

四
ツ
半

四
ツ
半

午

　
後

午

　
前

夜
昼

九
ツ

九
ツ
半

七
ツ
半

七
ツ
半

1
2

3

4

5

6

7

8

9

10
11121

2

3

4

5

6

7

8

9

10
11 よ

か

た
そ
か
れ

は
た
れ
ど
き

つ
と

め
て

ぶ
か

し あかつき
あかとき

あさぼらけ
あけぼの
しののめゆふ

くれ
ゆふぐれ

一
年

一
日

一
ヶ
月

古
典
の
時
間

四
季

月

異
名

季
名

主
な
年
中
行
事

春

一

　月
睦む

　月つ
き

孟も
う

春
初
春

二

　月
如き

さ
ら
ぎ月
仲
春

三

　月
弥や

よ

い生
季
春

晩
春

夏

四

　月
卯う

　月づ
き

孟
夏

初
夏

五

　月
皐さ

　月つ
き

仲
夏

六

　月
水み

無な

月づ
き

季
夏

晩
夏

四し

方ほ
う

拝は
い

（
一
月
一
日
）
天
皇
が
早
朝
、
清
涼
殿
の
東
庭
で

天
地
四
方
の
神
々
と
祖
先
の
御
陵
を
遥よ
う

拝は
い

す
る
。

朝ち
ょ
う賀が

（
一
月
一
日
）
大
極
殿
で
の
百
官
に
よ
る
天
皇
へ

の
年
賀
の
拝
礼
。

七
草
（
一
月
初
め
の
子ね

の
日
）
天

皇
が
七
種
の
若
菜
を
食
し
、
無
病

を
祈
る
。
民
間
で
は
、
七
日
に
春

の
七
草
粥が
ゆ

を
食
し
た
。

曲ご
く
す
い（
き
ょ
く
す
い
）

水
の
宴
（
三
月
三
日
）
宮
中
や

貴
族
の
邸
宅
で
、
水
流
に
酒
杯
を

流
し
詩
を
作
っ
て
遊
ぶ
。

上じ
ょ

巳う
し

の
祓は
ら

え
・
雛ひ
な

祭ま
つ
り（
三
月
初
め
の
巳み

の
日
・
後
に
三
日
）

形か
た

代し
ろ

の
人ひ
と

形が
た

を
水
に
流
し
て
、
無
病
息
災
を
祈
る
。
江
戸

時
代
以
降
、
女
子
の
成
長
を
祈
っ
て
雛
人
形
を
飾
っ
た
。

更こ
ろ
も

衣が
え

（
四
月
一
日
）
衣
装
・
調
度
を
夏
向
き
の
も
の
に

変
え
る
。

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

（
四
月
八
日
）
釈し
ゃ

迦か

誕
生
の
祭
。

賀か

茂も

の
祭
（
四
月
中
の
酉と
り

の
日
）
京
都
の
賀
茂
神
社
の
祭
。

葵あ
お
いを

飾
る
の
で
「
葵
祭
」
と
も
。
単
に
「
祭
」
と
い
う
。

端た
ん

午ご

の
節せ
ち

会え

（
五
月
五
日
）
菖し
ょ
う

蒲ぶ

や

蓬よ
も
ぎを

軒
に
さ
し
、
邪
気
を
は
ら
う
。

後
に
民
間
で
は
武
具
・
武
者
人
形
を

飾
り
幟の
ぼ
りを
立
て
、
ち
ま
き
・
柏か
し
わ

餅も
ち

を

食
し
て
男
子
の
成
長
を
祝
っ
た
。

大修館A5 3.indd   6-7 2013/04/25   15:45

目で見て感じる、魅力的な教科書

生徒の興味と学び
を広げる読書案内
を新設。

読み継がれてき
た名作の響きを
楽しめます。

新
編

国
語
総
合
改
訂
版

［
国
総
３
４
７
］

「
原
稿
用
紙
の
使
い
方
」
や
「
用
字
用
語
一
覧
」「
重
要
古

語
一
覧
」「
漢
文
訓
読
の
ま
と
め
」
な
ど
を
収
録
。
巻
末
に

は
「
古
典
文
学
の
流
れ
」「
古
典
名
文
選
」
を
収
録
し
ま
し

た
。
教
材
理
解
に
も
実
生
活
に
も
役
立
ち
ま
す
。

実
践
的
で
役
に
立
つ
付
録
の
充
実

古
典
の
入
門
単
元
の
教
材
化
を
大
幅
に
見
直
し
た
ほ
か
、

よ
り
わ
か
り
や
す
さ
を
追
求
し
た
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。

い
っ
そ
う
わ
か
り
や
す
い 

教
材
化
の
工
夫

新
教
材
を
含
め
て
、
よ
り
使
い
や
す
く
構
成
を
組
み
替
え

ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
単
元
を
設
置
し
、
平
和
教
材
、
読

書
案
内
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。

現
場
の
声
を
反
映
し
た
教
材
、 

単
元
構
成

3

P
O
I
N
T

2

P
O
I
N
T

1

P
O
I
N
T
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二
〇
一
六
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
の
漢
文
に
つ
い
て

諏す　

訪わ　

原は
ら　
　

研け
ん

（
河 

合 

塾
）

!

概
要

　

今
年
は
清
の
盧ろ

文ぶ
ん

弨し
ょ
うの

随
筆
『
抱ほ
う

経け
い

堂ど
う

文
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
張
ち
ょ
う

荷か
　
う宇

夢
母
図
記
」
か
ら
の
出
題
で
、
随
筆
は
こ
れ
で
五
年
連
続
で
す
。

　

生
後
間
も
な
く
母
と
死
に
別
れ
た
張
荷
宇
が
、
あ
る
時
、
夢
の
中
で

母
に
出
会
い
、
目
覚
め
た
後
で
母
の
姿
を
絵
に
描
き
ま
す
。
そ
の
後
、

母
の
夢
を
見
て
い
る
場
面
を
描
い
た
絵
を
携
え
て
、
筆
者
（
盧
文
弨
）

の
も
と
を
訪
ね
ま
す
。
筆
者
は
そ
れ
を
見
て
、
母
と
子
の
情
愛
は
生
死

の
隔
て
を
越
え
て
通
じ
合
え
る
の
だ
と
荷
宇
に
語
り
ま
す
。
母
子
の
結

び
つ
き
を
強
調
し
て
い
る
点
で
、
昨
年
の
、
血
の
繫
が
り
の
な
い
母
子

の
情
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
出
題
文
と
同
じ
で
す
。

　

本
文
の
総
字
数
は
一
九
二
字
で
、
昨
年
よ
り
一
五
字
減
少
し
、
一
昨

年
ま
で
の
二
〇
〇
字
以
下
の
水
準
に
戻
り
ま
し
た
。
設
問
数
は
七
問
で
、

昨
年
と
変
わ
ら
ず
、
マ
ー
ク
数
は
一
個
減
っ
て
八
個
で
し
た
。

　

設
問
内
容
は
、
問
１
と
問
２
が
語
句
の
意
味
に
関
す
る
問
題
で
、
昨

年
あ
っ
た
文
法
問
題
が
無
く
な
り
、
知
識
問
題
は
計
二
問
に
戻
り
ま
し

た
。
訓
読
、
解
釈
、
内
容
説
明
等
の
出
題
は
例
年
通
り
。
難
易
度
と
し

て
は
、
昨
年
に
比
べ
て
同
等
か
、
や
や
易
化
し
た
感
じ
で
す
。

!

設
問
の
解
説

【
問
１
】
波
線
部
⑴
「
有
知
」、
⑵
「
遊
」
の
意
味
の
問
題
。

　

⑴
「
有
知
」
の
前
に
「
生
十
月
而
喪
其
母
」（
生
後
十
カ
月
目
に
母
を

喪
う
）
と
あ
り
、
後
に
「
時
時
念
母
」（
い
つ
も
母
の
こ
と
を
思
う
）
と

あ
る
の
で
、
こ
こ
の
「
知
」
は
、「
認
識
能
力
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
河
合
塾
の
答
案
再
現
デ
ー
タ
（
以
下
同
じ
）
に
よ
る

と
、
⑤
の
正
答
率
は
実
に
83
％
で
、
漢
文
の
全
設
問
中
最
高
の
出
来
で

し
た
。
⑵
「
遊
」
に
は
、「
本
来
の
居
場
所
か
ら
離
れ
て
、
よ
そ
の
地

に
行
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
も
そ
の
用
法
で
す
。
④
の
正
答

率
は
71
％
で
、
二
番
目
の
出
来
で
し
た
。

【
問
２
】
二
重
傍
線
部
ア
「
即
」、
イ
「
乃
」
の
意
味
の
問
題
。

　
「
即
」
に
は
、「
す
ぐ
に
」「
つ
ま
り
」
等
の
意
味
が
あ
り
、「
乃
」
に

は
、「
そ
こ
で
」「
意
外
に
も
」「
ま
さ
し
く
」
等
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
即
」
は
「
す
ぐ
に
」
で
決
ま
り
で
す
。「
乃
」
の
方
は
順
接
の
「
そ
こ

で
」
と
強
調
の
「
ま
さ
し
く
」
で
迷
い
ま
す
が
、
後
文
の
冒
頭
で
あ
る
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こ
と
と
前
後
の
文
脈
か
ら
、「
そ
こ
で
」
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
で
き

ま
す
。
①
の
正
答
率
は
56
％
に
止
ま
り
ま
し
た
。

【
問
３
】
傍
線
部
Ａ
の
解
釈
問
題
。

　
「
時
時
」
に
は
、「
時
折
」「
い
つ
も
」
の
両
義
が
あ
り
、「
念
母
不

置
」
と
の
意
味
の
整
合
性
を
考
え
ま
す
。「
置
」
に
は
「
捨
て
置
く
」

の
意
味
が
あ
り
、「
念
母
不
置
」
は
「
母
を
思
っ
て
、（
そ
の
思
い
を
）

捨
て
置
か
な
い
」、
つ
ま
り
「
ず
っ
と
母
の
こ
と
を
思
い
続
け
て
い
る
」

と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
「
時
時
」
の
意
味
も
「
い
つ

も
」
に
決
ま
り
ま
す
。
①
の
正
答
率
は
39
％
で
、
二
番
目
に
低
い
出
来

で
し
た
。
し
か
も
③
を
選
ん
だ
誤
答
率
が
50
％
も
あ
り
、
全
問
中
唯
一

正
答
率
を
上
回
っ
た
問
題
で
し
た
。

【
問
４
】
傍
線
部
Ｂ
の
返
り
点
の
付
け
方
と
書
き
下
し
文
の
問
題
。

　
「
不
能
〜
」（
〜
能
は
ず
）
の
読
み
や
、「
乎
」
の
置
き
字
の
用
法
、

「
事
」
の
動
詞
的
用
法
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
直
後

の
一
文
「
哀
〜
未
能
…
也
」
と
文
の
構
造
が
類
似
し
て
い
る
点
に
着
目

し
ま
す
。
④
の
正
答
率
は
63
％
で
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
で
し
た
。

【
問
５
】
傍
線
部
Ｃ
の
解
釈
問
題
。

　

使
役
形
を
含
ん
だ
疑
問
文
で
す
。
使
役
形
は
意
訳
さ
れ
る
（「
〜
さ

せ
る
」
と
訳
さ
な
い
）
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。「
得
見
」

は
二
文
後
に
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
会
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意

味
で
す
。
従
っ
て
傍
線
部
は
、「
お
母
様
、
な
ぜ
今
日
に
な
っ
て
私
に

対
し
て
（
お
母
様
に
）
会
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
す

［
問
題
文
］

　

荷　
宇ハ　

生マ
レ
テ
　

十　
月ニ

シ
テ
　

而　
喪う

し
な
フ二

其ノ　

母ヲ
一。及ビレ ⑴
有ル

ニレ

知
、即チ
・Ａ
時　

時　
念お

も
ヒ
テレ

母ヲ　

不
レ

置カ

、弥い
よ
い
よ
　

久シ
ク・シ
テ

弥　
篤あ

つ
シ。Ｂ

哀　
其　
身　
不　
能　
一　

日　
事　
乎　
母　
也
。哀か

な
シ
ム二

母　
之　
言　
語　
動　
作モ　

亦ま
タ　

未ダ
一レ
ル
ヲ

能ハ
レ

識し
ル　

也
。

荷　
宇ハ　

香か
う

・

（
注
１
）

河が
ノ　

人ナ
リ。嘗か
つ
テ　

南ニ
⑵

遊ビ
テ　

而　
反か

ヘ
ル
ニ、至ル二

乎　
銭せ

ん・

（
注
２
）

唐た
う
ニ一。

夢ミ
二

母ノ　

来（
注
３
）
　

前ス
ル
ヲ一、夢　
中ニ

ア
即チ　

知ル
二

其ノ　

為ル
ヲ一レ

母　
也
。既ニ　

覚メ

、イ
乃チ　

噭け
う
・

（
注
４
）

然ぜ
ん

・
ト
シ
テ
以テ　

哭こ
く
シ
テ
　

曰ハ
ク、「此レ　

真ニ　

吾ガ　

母　
也
。
・

Ｃ母ヨ

、胡な
ん　

為す
レ
ゾ
　

乎　
使ム

ル下

我ヨ
シ
テ
　

至リ
テ二

今　
日ニ
一

乃チ　

得
上レ

見ル
ヲ
　

也
。母ヨ

、又タ　

何ゾ　

去ル
コ
トレ

我ヲ　

之　
速ヤ

カ・ナ
ル

也
。母ヨ

、其レ　

可ケ
ンレ

使ム
二

我ヲ
シ
テ
　

継ギ
テレ

此ヲ　

而　
得一レ
見ル

ヲ
　

也ト

。」於イ
テレ

是ニ　

即シ
テ二

夢ニ　

所ニ一レ

見ル　

為つ
く
ル二

之ガ　

図ヲ
一。Ｄ
此ノ　

図ハ　

吾　
不ル
二

之ヲ　

見
一

也
。Ｅ
今　
之　

図ハ　

吾　
見ル

ニレ

之ヲ

、則チ　

其ノ　

夢ミ
ルレ

母ヲ　

之　
境ナ

ル
　

而　
已
。

余
Ｆ

　

因リ
テ
　

語リ
テレ

之ニ　

曰ハ
ク、「
夫レ　

人ノ　

精　
誠ノ　

所ニ
レ

感ズ
ル、無キ
ハ二

幽（
注
５
）
　

明　

死　
生　
之　
隔テ
一、此レ　

理　
之　
可ク
レ

信ズ　

不ル
レ

誣し
ヒ・

（
注
６
）

者ナ
リ。況ン
ヤ

　

子　
之　

於ケ
ルレ
親ニ

、其ノ　

喘ぜ
ん
・

（
注
７
）

息そ
く　

呼　
吸モ　

相ヒ　

通ジ

、本ヨ
リ
　

無キ
ヲレ
有ル
二
間へ

だ
ツ
ルレ
之ヲ　

者
一
乎ト

。」

 

（
盧ろ

文ぶ
ん

弨し
ょ
う『

抱ほ
う

経け
い

堂ど
う

文
集
』
に
よ
る
）
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か
」
と
な
り
、
こ
れ
を
意
訳
し
た
の
が
正
解
の
④
で
す
。
正
答
率
は

57
％
で
、「
〜
さ
せ
る
」
と
い
う
使
役
の
表
現
を
含
ん
で
い
た
②
の
誤

答
率
が
37
％
も
あ
り
ま
し
た
。
句
形
だ
け
に
着
目
せ
ず
、
文
脈
や
語
句

の
意
味
も
考
慮
し
て
解
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

【
問
６
】
傍
線
部
Ｄ
と
Ｅ
の
内
容
説
明
問
題
。

　

Ｄ
「
此
図
」
の
内
容
は
直
前
の
「
即
夢
所
見
為
之
図
」（
夢
に
現
れ

た
姿
に
即
し
て
母
の
絵
を
描
い
た
）
に
、
Ｅ
の
内
容
は
直
後
の
「
其
夢
母

之
境
」（
荷
宇
が
母
の
夢
を
見
る
場
面
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
③
の
正
答
率
の
33
％
は
、
全
問
中
最
低
の
出
来
で
し
た
。
し
か
も
、

②
の
誤
答
率
が
29
％
と
僅
差
で
続
き
、
残
り
の
各
選
択
肢
も
そ
れ
な
り

の
誤
答
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
験
生
を
か
な
り
悩
ま
せ
た
問

題
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
問
７
】
傍
線
部
Ｆ
の
発
言
内
容
に
関
す
る
説
明
問
題
。

　

ま
ず
筆
者
の
発
言
内
容
を
、
末
尾
の
（
注
）
や
文
中
の
句
形
（
抑
揚

形
）
に
留
意
し
な
が
ら
正
確
に
訳
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
要
約
す
る
と
、

「
ま
こ
と
の
心
は
生
死
を
も
越
え
て
相
手
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ま

し
て
子
と
親
を
隔
て
る
も
の
は
何
も
な
い
」
と
な
り
、
こ
の
内
容
に
近

い
③
と
⑤
を
選
び
出
し
ま
す
。
次
に
、
こ
の
発
言
が
生
後
間
も
な
く
母

を
喪
っ
た
荷
宇
に
語
り
か
け
た
も
の
で
あ
る
点
に
着
目
し
て
、
母
の
愛

情
に
言
及
し
た
③
よ
り
も
⑤
の
ほ
う
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

正
答
率
は
57
％
で
、
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

!

明
暗
を
分
け
た
問
題

　

一
つ
は
誤
答
率
が
正
答
率
を
大
き
く
上
回
っ
た
問
３
で
、
も
う
一
つ

は
最
低
の
出
来
だ
っ
た
問
６
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
両
者
に
共
通
し

て
言
え
る
の
は
、
意
味
の
捉
え
に
く
い
語
句
（
問
３
の
「
時
時
」「
不

置
」、
問
６
の
「
所
見
」「
境
」）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
は

前
後
も
し
く
は
全
体
の
文
脈
を
正
し
く
理
解
し
て
初
め
て
、
そ
の
意
味

が
判
断
で
き
る
も
の
で
し
た
。

!

来
年
度
の
出
題
予
想
と
対
策

　

今
年
の
語
彙
に
関
す
る
設
問
の
う
ち
、「
即
」
と
「
乃
」
の
意
味
の

識
別
は
、
予
備
知
識
を
持
っ
た
上
で
の
文
脈
判
断
で
し
た
。
ま
た
、
問

３
と
問
５
の
解
釈
問
題
で
は
、
昨
年
と
違
っ
て
予
め
訓
点
が
付
い
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
正
答
率
が
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
従
っ

て
、
重
要
語
句
や
基
本
句
形
な
ど
の
基
本
事
項
を
し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
し
た
解

釈
力
、
読
解
力
を
養
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

　

出
題
文
は
、
こ
こ
五
年
随
筆
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
ジ
ャ
ン

ル
の
文
章
に
も
慣
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
漢
詩
は
二
〇
一
〇
年

を
最
後
に
出
題
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
漢
詩
の
基
礎
知
識
の
修
得
や
鑑

賞
力
の
涵
養
な
ど
、
漢
詩
対
策
も
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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石
川
忠
久
　
著

『
石
川
忠
久
漢
詩
の
稽
古
』

（
四
六
判
・
並
製
・
二
五
六
頁
・

本
体
一
、八
〇
〇
円
＋
税
　
大
修
館
書
店
）

　

漢
詩
を
作
る
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
、
や
は
り
い

さ
さ
か
敷
居
が
高
く
感
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

理
由
は
い
く
つ
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
言
語

体
系
が
違
う
。
文
法
も
用
語
も
、
当
然
、
漢
語
を

使
い
こ
な
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
時
に
は
古
典
的
な
漢

語
と
日
本
語
と
で
意
味
や
用
法
が
違
う
）。
形
式
面

で
も
、
押
韻
が
必
須
で
あ
る
し
、
絶
句
や
律
詩
に

は
平
仄
式
も
あ
る
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
漢
字
を
並

べ
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
ず
、
ど
う
し

て
も
作
法
書
や
、
よ
い
先
生
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
必
要
に
な
る
。

　

本
書
は
『
漢
詩
の
稽
古
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

と
お
り
、
漢
詩
の
作
法
書
で
あ
る
が
、
初
め
て
漢

詩
を
作
ろ
う
と
い
う
人
向
け
の
入
門
書
で
は
な
い
。

著
者
が
主
宰
す
る
詩
会
に
集
う
門
下
生
の
方
々
の

原
案
を
実
際
に
添
削
し
、
推
敲
を
加
え
て
見
せ
て

い
る
、
い
わ
ば
実
作
者
に
作
詩
の
コ
ツ
を
伝
授
す

る
た
め
の
作
法
書
で
あ
る
。

　

推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
は
六
十
四
項
目
に
亘
り
、
そ

の
推
敲
ぶ
り
は
懇
切
且
つ
綿
密
で
あ
る
。
ま
ず
語

法
上
の
誤
り
に
始
ま
っ
て
、「
わ
か
り
に
く
い
表

現
を
避
け
る
」、「
和
語
を
用
い
な
い
」、「
和
習
を

避
け
る
」
な
ど
の
基
本
的
と
も
思
わ
れ
る
注
意
事

項
が
挙
げ
ら
れ
、「
直
伝
」
と
し
て
改
善
法
が
示

さ
れ
る
。
更
に
は
「
場
面
に
合
っ
た
描
写
を
す

る
」、「
作
中
人
物
に
不
自
然
な
行
動
を
さ
せ
な

い
」、「
理
屈
に
合
わ
な
い
発
想
は
慎
む
」、「
情
景

を
単
純
化
し
、
心
情
を
印
象
的
に
訴
え
る
」
な
ど
、

詩
を
作
る
の
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
力
が
入
り
す
ぎ
、

表
現
が
過
剰
に
な
り
そ
う
な
事
項
に
つ
い
て
の
注

意
が
示
さ
れ
て
い
る
の
も
有
益
な
注
意
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
筆
者
が
驚
か
さ
れ
た
の
は
、「
適
切
な

語
に
改
め
韻
を
換
え
る
」、「
内
容
に
合
わ
せ
て
題

を
変
え
る
」、「
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
の
詩
を
二

首
に
作
り
直
す
」
な
ど
の
項
目
で
あ
っ
た
。
作
っ

た
詩
の
内
容
に
よ
っ
て
、
作
詩
の
枠
組
み
を
変
え

て
し
ま
う
と
は
、
発
想
の
転
換
と
い
う
か
、
ベ
テ

ラ
ン
な
ら
で
は
の
改
善
法
で
あ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
推
敲
後
の
「
完

成
」
稿
は
整
っ
た
、
見
事
な
詩
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
経
験
豊
か
な
方
の
作
例
は
、
筆
者
か
ら
す

る
と
こ
の
上
の
推
敲
は
不
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

せ
る
よ
う
な
作
品
も
あ
り
、
そ
れ
に
も
手
を
加
え

て
あ
る
の
は
、
用
語
選
び
の
難
し
さ
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
著
者
の
学
識
の
深
さ

を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
こ
の
書
の
レ
ベ
ル

も
想
像
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
と
こ
ろ

ま
で
楽
し
く
読
め
、
し
か
も
巻
末
に
は
「
用
語
解

説
・
索
引
」
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た

「
稽
古
索
引
」
が
附
せ
ら
れ
て
あ
る
。
実
作
者
に

と
っ
て
は
楽
し
み
な
が
ら
力
が
つ
く
書
物
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
は
実
作
上
の
「
稽
古
」
を
ま
と
め
た
書
物

な
の
だ
が
、
こ
こ
に
い
わ
れ
て
い
る
諸
注
意
を
読

み
、
詩
語
一
語
一
語
（
あ
る
い
は
一
字
一
字
）
の

果
た
し
て
い
る
役
割
の
重
さ
、
情
景
描
写
と
心
情

表
現
の
関
係
な
ど
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

詩
を
作
ら
な
い
方
に
と
っ
て
も
、
詩
を
読
む
力
、

鑑
賞
す
る
力
が
増
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
実
作

者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
漢
詩
を
愛
好
す
る
方
に
お

勧
め
し
た
い
書
で
あ
る
。

�

（
田
口
暢
穗
・
鶴
見
大
学
名
誉
教
授
）
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串
田
久
治
・
諸
田
龍
美
　
著

『
漢
詩
酔
談
─
─
酒
を
語
り
、
詩
に
酔
う
』

（
四
六
判
・
並
製
・
二
二
四
頁
・

本
体
一
、八
〇
〇
円
＋
税
　
大
修
館
書
店
）

 

お
酒
に
は
漢
字
漢
文
や
書
道
に
関
す
る
蘊
蓄
が

豊
富
に
あ
る
。
高
校
生
に
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る

お
酒
の
銘
柄
を
問
う
と
、「
獺
祭
！
」
と
の
声
が

挙
が
る
（
飲
ん
で
な
い
こ
と
を
願
い
た
い
）。「
カ
ワ

ウ
ソ
」
と
「
ま
つ
り
」
の
組
み
合
わ
せ
の
意
外
性

が
印
象
的
な
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
「
獺
祭
魚
」
の

出
典
を
糸
口
に
李
商
隠
の
作
詩
法
を
紹
介
す
れ
ば
、

生
徒
が
漢
詩
を
作
る
際
の
一
助
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

串
田
・
諸
田
両
氏
に
よ
る
約
十
年
ぶ
り
の
漢
詩

対
談
集
が
出
版
さ
れ
た
。
前
作
『
ゆ
っ
く
り
楽
に

生
き
る
漢
詩
の
知
恵
』（
学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
四

年
）
の
頃
は
、
牛
肉
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
や
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
の
高
級
志
向
な
ど
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
が
見
直
さ

れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
個
人
が
好
き
な

も
の
を
消
費
す
る
だ
け
の
「
お
た
く
」
の
時
代
か

ら
、
誰
も
が
自
分
だ
け
の
知
識
や
情
報
を
自
由
に

公
開
・
発
信
が
で
き
る
「
評
論
家
」
時
代
に
対
す

る
提
言
と
言
え
よ
う
。
円
熟
味
を
帯
び
つ
つ
あ
る

研
究
者
の
お
二
人
が
漢
詩
を
肴
に
し
て
、
お
酒
の

蘊
蓄
を
「
教
養
」
と
し
て
語
り
合
う
と
こ
ろ
が
面

白
い
。

　

本
書
は
、
酒
文
化
研
究
所
発
行
の
雑
誌
『
酒
文

化
』
に
連
載
さ
れ
た
対
談
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
忠
実
な
訳
・
語
釈
・
解
説
を
備
え
た
前
作
と

比
べ
る
と
、
高
校
生
の
教
材
と
い
う
よ
り
中
高
年

層
向
け
娯
楽
書
で
あ
る
。
本
書
に
取
り
挙
げ
る
詩

人
の
名
も
「
陶
潜
」「
蘇
軾
」
で
は
な
く
「
陶
淵

明
」「
蘇
東
坡
」
と
日
本
人
に
古
く
か
ら
馴
染
み

あ
る
呼
称
を
用
い
、
連
載
時
に
は
「
白
居
易
」
で

あ
っ
た
も
の
が
、
本
書
で
は
「
白
楽
天
」
に
改
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
訳
も
教
科
書
の
よ
う
に
模

範
的
な
も
の
で
は
な
く
、
リ
ズ
ム
感
を
重
視
し
た

親
し
み
や
す
い
口
語
訳
に
努
め
て
あ
る
。

　

本
書
の
章
立
て
を
見
る
と
、
第
三
章
は
「
あ
こ

が
れ
の
陶
淵
明
」
と
し
て
、
陶
淵
明
に
関
連
す
る

詩
を
取
り
上
げ
る
。
た
と
え
ば
李
白
「
山
中
に
て

幽
人
と
対
酌
す
」
の
よ
う
な
詩
の
場
合
、
従
来
の

注
釈
書
だ
と
「
第
三
句
目
は
、
陶
淵
明
の
伝
に

…
…
と
あ
る
」
程
度
の
解
説
だ
け
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
が
、
本
書
は
対
談
の
ラ
イ
ブ
感
に
よ
っ
て
李

白
が
陶
淵
明
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
よ
り

理
解
で
き
る
。
ま
た
、
第
四
章
で
は
月
ご
と
の

テ
ー
マ
の
漢
詩
を
一
首
選
ん
で
対
談
す
る
。
章
題

の
「
漢
詩
歳
時
記
」
は
少
々
堅
苦
し
い
タ
イ
ト
ル

だ
が
、
こ
の
章
を
読
み
な
が
ら
私
の
頭
の
中
で
は

「
♪
一
月
は
正
月
で
酒
が
飲
め
る
ぞ
〜
…
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
陽
気
に
流
れ
て
い
た
。
今
回
書
評
を

書
く
に
あ
た
り
、
座
を
構
え
て
読
も
う
し
て
も
途

中
か
ら
つ
い
お
酒
に
手
が
伸
び
て
し
ま
っ
た
。

「
卯
時
の
酒
」
を
詠
ん
だ
白
楽
天
の
境
地
で
な
け

れ
ば
午
前
中
か
ら
読
む
べ
き
書
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
教
育
の
現
場
か
ら
す
れ
ば
、
本
書
は
高

校
生
に
推
薦
し
て
学
力
の
即
効
性
を
求
め
る
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
で
は
な
く
、
授
業
者
が
い
ず
れ
来
た
る
日

の
雑
談
の
た
め
に
甕
に
封
す
る
紹
興
酒
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
こ
の
連
載
自
体
は
最
新
号
（
通
算

二
七
四
号
）
を
も
っ
て
終
了
し
て
し
ま
っ
た
が
、
連

載
第
四
十
回
か
ら
最
終
回
ま
で
の「
酒
を
介
し
た

李
白
と
杜
甫
の
や
り
と
り
」が
テ
ー
マ
に
な
っ
た
六

首
な
ど
は
未
収
録
で
あ
る
。
近
い
後
日
、
キ
ー
プ

さ
れ
た
ボ
ト
ル
が
再
び
棚
か
ら
お
ろ
さ
れ
る
よ
う

に
、
続
編
が
出
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
た
い
。

 

（
有
木
大
輔
・
筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
等
学
校
）
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石
塚 

修
　
著

『
納
豆
の
は
な
し
─
文
豪
も
愛
し
た
納
豆
と
日
本
人
の
暮
ら
し

』

（
四
六
版
・
並
製
・
二
二
四
頁
・

本
体
一
、七
〇
〇
円
＋
税
　
大
修
館
書
店
）

　

日
本
の
伝
統
食
品
で
あ
り
つ
つ
も
、
発
酵
に

よ
っ
て
生
じ
る
糸
引
き
と
臭
い
か
ら
、
好
悪
の
差

が
激
し
い
納
豆
を
題
材
に
、
室
町
か
ら
昭
和
ま
で

の
各
時
代
の
文
学
作
品
を
読
み
解
い
て
納
豆
食
文

化
の
真
髄
に
迫
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

文
学
作
品
の
解
読
は
、
と
か
く
難
し
く
な
り
が

ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
塚
氏
の
巧
み
な
筆
致
に

よ
り
、
平
易
な
言
葉
で
、
日
本
の
食
文
化
に
納
豆

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
の
文
学
作

品
か
ら
描
き
出
さ
れ
る
。

　

納
豆
に
興
味
の
あ
る
読
者
は
、
多
く
の
文
学
作

品
に
納
豆
が
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
納
豆
か
ら
道
徳
や
倫
理
の
問
題
へ
も

斬
り
こ
む
視
点
が
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
文
学
に
興
味
を
持
つ
読
者
な

ら
ば
、
王
朝
文
学
、
俳
諧
、
随
筆
、
川
柳
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
納
豆
か
ら
、
当
時
の
食
文
化
や
社
会

が
理
解
で
き
る
こ
と
に
驚
く
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
構
成
は
、
四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
な
り
、

計
三
二
の
ト
ピ
ッ
ク
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
終
わ
り
に
は
、
コ
ラ
ム

「
は
し
や
す
め
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ラ

ム
の
分
量
は
少
な
い
が
、
内
容
は
専
門
的
で
あ
る
。

　

四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
古
い
作
品
か
ら
新
し

い
作
品
へ
と
時
系
列
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
な

く
、
一
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
で
話
題
が
完
結
す
る
の
で
、

ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
構
わ
な
い
。
目
次
を
眺
め
て
、

興
味
の
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
読
め
ば
良
い
。
ど
の

ト
ピ
ッ
ク
か
ら
読
め
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
け
れ

ば
、
近
現
代
文
学
の
中
に
描
か
れ
る
納
豆
に
つ
い

て
書
か
れ
た
第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
の
ト
ピ
ッ
ク
を
納

豆
売
り
の
声
が
響
く
江
戸
の
朝
の
風
景
を
想
像
し

な
が
ら
読
む
こ
と
を
勧
め
た
い
。
い
か
に
納
豆
が

日
常
生
活
に
浸
透
し
、
庶
民
に
愛
さ
れ
て
い
た
食

べ
も
の
で
あ
っ
た
か
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

納
豆
を
研
究
し
、
そ
し
て
納
豆
食
文
化
に
も
強

い
興
味
を
持
っ
て
い
る
評
者
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
貴
重
な
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て

い
て
読
み
応
え
が
あ
っ
た
一
方
で
、
も
っ
と
詳
し

く
教
え
て
欲
し
い
と
思
う
ト
ピ
ッ
ク
も
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
納
豆
汁
か
ら
納
豆
を
米
飯
に
か
け
て

食
べ
る
と
い
う
習
慣
が
発
生
し
た
背
景
を
江
戸
時

代
の
史
料
か
ら
解
釈
す
る
部
分
、
そ
し
て
懐
石
料

理
の
納
豆
汁
に
糸
引
き
納
豆
が
使
わ
れ
て
い
た
と

す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
は
食
文
化
史

研
究
で
も
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
関
連
す
る

他
の
史
料
も
引
用
し
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
解
説

し
て
欲
し
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
無
茶
な
注
文
で
あ
る
こ
と
は

重
々
承
知
し
て
い
る
。
文
学
作
品
を
読
み
解
き
な

が
ら
、
日
本
人
と
納
豆
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹

介
す
る
と
い
う
本
書
の
役
割
は
、
こ
の
ま
ま
で
も

十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
る
。
納
豆
が
描
か
れ
た
文

学
作
品
と
そ
れ
を
描
い
た
作
者
の
食
生
活
を
通
し

て
、
各
時
代
の
食
文
化
の
真
髄
を
描
き
出
す
著
作

と
し
て
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
読
者
ま
で

を
含
め
た
幅
広
い
層
に
永
く
読
み
継
が
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
文
学
作
品
や
史
料
が
た
く

さ
ん
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
石
塚
氏
に

よ
っ
て
光
が
当
て
ら
れ
る
時
を
待
っ
て
い
る
。
納

豆
の
よ
う
に
粘
り
強
い
研
究
の
継
続
に
よ
っ
て
、

『
納
豆
の
は
な
し
』
の
続
編
が
出
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。�

（
横
山
智
・
名
古
屋
大
学
）


